
資料　１

 令和４年度　

橿原市男女共同参画行動計画（第３次）

実　施　状　況　報　告　書

橿 　 原 　 市



反映度 達成度 点数

人権政策課 A B 75 1

人権・地域教育課 B B 60 2

秘書広報課 A B 75 3

人権政策課 A B 75 4

人権・地域教育課 B B 60 5

3
市民との協働でつくる男女

共同参画事業の推進
人権政策課 A B 75 6

関係課 A B 75 7

人権政策課 A B 75 8

5
男女共同参画に関する調査

の実施
関係課 B B 60 9

6
性別ごとのデータの収集・

提供
人権政策課 B B 60 10

図書館 B B 60 11

人権政策課 A B 75 12

8
「橿原市人材育成基本方

針」の推進
人事課 B B 60 13

人事課 B B 60 14

人権政策課 A B 75 15

人権・地域教育課 B B 60 16

人権・地域教育課 B A 80 17

学校教育課 B B 60 18

11 教職員等の研修の充実 学校教育課 A C 60 19

学校教育課 B B 60 20

人権・地域教育課 B B 60 21

人権政策課 B B 60 22

人権政策課 A B 75 23

人権・地域教育課 B B 60 24

こども未来課 A B 75 25

学校教育課 B B 60 26

人権・地域教育課 B B 60 27

市民協働課 B B 60 28

人権政策課 A B 75 29

人権・地域教育課 B B 60 30

人事課 B B 60 31

地域振興課 B C 48 32

人権政策課 A B 75 33

17
男性の家庭生活、地域活動

等への参画の促進
人権政策課 A B 75 34

人権政策課 A B 75 35

人権・地域教育課 B B 60 36

「橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」各事業　総合評価一覧表

(2)-2
多様な選択を可能にす

る学習機会の提供

(2)-3
男性のエンパワメント

支援

ページ
令和4年度

(1)-3
男女共同参画推進にか
かる現状分析と情報の

収集と提供

(1)-4
市職員の男女共同参画

意識の向上

(2)-1
学校・地域・家庭にお
ける男女平等や自立・
職業意識を育む教育の

推進

貧困の連鎖を断ち切る等、
親子が安心して生活できる
環境づくり、子ども・若者

の社会参加・自立支援

14

基本
目標

1
.

男
女
共
同
参
画
を
進
め
る
た
め
の
意
識
づ
く
り

(1)-1
男女平等・男女共同参
画の考え方を浸透させ
るための広報・啓発活

動の充実

(1)-2
男女共同参画の視点で

の相談の充実

担当課主な事業

（

１
）

男
女
平
等
意
識
の
浸
透

（

２
）

男
女
共
同
参
画
を
進
め
る
た
め
の
教
育
・
学
習
の
推
進

生涯学習に関する情報提供
と学習機会の提供

男性の意識改革の推進

男性のネットワーク支援

15

16

18

多様な媒体を活用した広
報・啓発

男女共同参画に関する講演
会や研修会の開催

様々な相談窓口の充実

男女共同参画に関わる資料
等の充実

男女共同参画に関する研修
等の充実

「橿原市人権教育の推進に
ついての基本方針」（「人
権教育推進計画」の作成）
に基づく男女平等教育の推

進

性別にとらわれないキャリ
ア教育の実施

家庭での男女平等・男女共
同参画を実現するための家

庭教育の推進

1

2

施策の
方向

具体的施策 NO

4

7

9

10

12

13
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反映度 達成度 点数

ページ
令和4年度

基本
目標

担当課主な事業
施策の
方向

具体的施策 NO

19
橿原市審議会・行政委員会

への女性の登用促進
全課 B B 60 37

20
男女共同参画の視点に立っ
たグループや女性リーダー

の育成
人権政策課 A B 75 38

人事課 B B 60 39

学校教育課 A A 100 40

人権政策課 A B 75 41

市民協働課 B B 60 42

人権政策課 A B 75 43

市民協働課 B B 60 44

人権政策課 A B 75 45

人権政策課 A B 75 46

市民協働課 B B 60 47

(4)-2
男女共同参画の
視点に立った

まちづくりの推進

25
男女共同参画の視点に立っ

た観光事業の推進
観光政策課 B B 60 48

26

男女共同参画の視点に配慮
した「地域防災計画」「防
災マニュアル」の立案と推

進

危機管理課 B B 60 49

危機管理課 B B 60 50

人権政策課 C D 15 51

28
女性消防団の取組の充実と

活動の周知
危機管理課 B B 60 52

人権政策課 A A 100 53

中央公民館 B B 60 54

人権政策課 A B 75 55

地域振興課 B C 48 56

市民協働課 B B 60 57

地域振興課 B B 60 58

市民協働課 A B 75 59

人権政策課 A A 100 60

(3)-1
市審議会等への女性の

参画促進

(3)-2
市役所における政策・
方針決定過程への女性

の積極的登用

(3)-3
事業所等における政

策・方針決定過程への
女性の参画促進

(4)-1
地域活動における男女

共同参画の推進

(4)-3
防災における男女共同

参画の推進

(4)-4
女性の地域活動・市民
活動等での活躍促進

23

24

27

29

30

（

３
）

政
策
・
方
針
決
定
の
場
へ
の

女
性
の
参
画
の
促
進

（

４
）

ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進

2
.

男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
よ
る
豊
か
な
社
会
づ
く
り

男女共同参画の取組を推進
する事業所や地域活動団

体・市民活動団体との連携
強化

橿原市女性職員活躍推進ア
クションプランの推進

21

22

男女共同参画の視点に立っ
た自主防災組織の運営

女性の様々なチャレンジに
関する情報提供と講座の開

催

男女共同参画の視点に立っ
たグループや女性リーダー

の育成

女性リーダーのネットワー
ク支援

31

市民活動団体や市民の交
流、自主的な活動の場の提

供

地域活動における男女共同
参画の推進
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反映度 達成度 点数

ページ
令和4年度

基本
目標

担当課主な事業
施策の
方向

具体的施策 NO

32
仕事情報や労働相談・就職

相談の周知
地域振興課 B C 48 61

地域振興課 B C 48 62

人権政策課 A B 75 63

34
多様な就業意向に応じた支

援の充実
地域振興課 B B 60 64

35
労働に関する法律・制度の

周知徹底
地域振興課 B B 60 65

36 女性の就農者の養成 農政課 B B 60 66

観光政策課 B B 60 67

農政課 B C 48 68

地域振興課 B C 48 69

人権政策課 C D 15 70

(5)-3
若者の自立支援

39
若い女性のための自立就業

支援
地域振興課 B B 60 71

人権政策課 C C 36 72

地域振興課 B C 48 73

地域振興課 B C 48 74

人権政策課 A B 75 75

人事課 B B 60 76

人権政策課 A B 75 77

こども未来課 B B 60 78

子ども家庭相談室 A B 75 79

人権・地域教育課 B B 60 80

福祉総務課 B B 60 81

障がい福祉課 B B 60 82

長寿介護課 0 0 - 83

43 子育て支援の充実

(5)-1
女性の職業能力の開発
と就業のための支援

(5)-2
農業や商工自営業等に
おける男女共同参画の

推進

（

５
）

女
性
や
若
者
の
就
業
支
援

（

６
）

職
場
に
お
け
る
男
女
の
均
等
な
機
会
と
待

遇
の
確
保
と
仕
事
と
生
活
の
調
和
の
実
現

(6)-2
ワーク・ライフ・バラ

ンスの推進

(6)-3
仕事と子育て・介護等

両立支援の充実

女性の再就職・転職支援

44

3
.

男
女
が
と
も
に
い
き
い
き
と
働
け
る
環
境
づ
く
り
と
女
性
の
活
躍
促
進

女性起業家への支援

6次産業化等にチャレンジ
する女性の支援

33

40

38

37

事業所における男女平等や
女性の活躍推進に関する働

きかけの強化

(6)-1
職場における男女共同

参画の取組の促進

41

42

仕事と育児・介護の両立に
関する法律・制度の周知と

職場環境づくりの支援

市役所のワーク・ライフ・
バランスの推進

介護保険事業等の情報提供
の充実
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反映度 達成度 点数

ページ
令和4年度

基本
目標

担当課主な事業
施策の
方向

具体的施策 NO

健康増進課 A B 75 84

保険年金課 B B 60 85

46 健康手帳の普及 健康増進課 A A 100 86

長寿介護課 B B 60 87

健康増進課 A B 75 88

保険年金課 B C 48 89

48
性差医療の考え方に基づい
た相談の実施や心身の健康

維持支援
健康増進課 B A 80 90

49
母性保護に関する施策の充

実
健康増進課 A A 100 91

50 女性特有のがん検診の推進 健康増進課 A B 75 92

学校教育課 B B 60 93

人権・地域教育課 B B 60 94

人権政策課 A B 75 95

52
健康を脅かす問題について

の学習機会の提供
学校教育課 A B 75 96

(8)-1
ＤＶ施策に関する基本
方針及び行動計画に
沿った対策の推進

53
ＤＶ施策に関する基本方針
及び行動計画に沿った対策

の推進
人権政策課 A B 75 97

人権政策課 A B 75 98

子ども家庭相談室 A B 75 99

長寿介護課 B B 60 100

障がい福祉課 B B 60 101

こども未来課 B B 60 102

学校教育課 B B 60 103

人権・地域教育課 B B 60 104

55 相談窓口の周知 人権政策課 A B 75 105

56 相談マニュアルの作成 人権政策課 A B 75 106

57 関係機関との連携強化 関係課 B B 60 107

市民協働課 B B 60 108

人権政策課 A B 75 109

人権・地域教育課 B B 60 110

地域振興課 B C 48 111

人権政策課 B C 48 112

学校教育課 A B 75 113

人権・地域教育課 B B 60 114

（

７
）

生
涯
を
通
じ
て
の
身
体
と
こ
こ
ろ
の
健
康
の
保
持
・
増
進

（

８
）

あ
ら
ゆ
る
暴
力
を
許
さ
な
い
環
境
づ
く
り

(7)-1
身体とこころの健康に
関する学習機会と情報

の提供

(7)-2
生涯を通じての心身の

健康づくり支援

(8)-2
暴力を許さない意識を
醸成するための広報・

啓発の充実

(8)-3
相談窓口の充実・連携

女性や子ども等を犯罪から
守る活動の推進

事業所におけるセクシュア
ル・ハラスメント等の防止

啓発

学校におけるセクシュア
ル・ハラスメント防止対策

の充実

45

47

51

4
.

男
女
が
と
も
に
健
や
か
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
基
盤
づ
く
り

54

(8)-5
セクシュアル・ハラス
メント等の防止対策の

強化

性に関する教育の充実

暴力を許さない意識を醸成
するための広報・啓発の充

実

(8)-4
女性や子どもにとって

安全な環境づくり
58

59

60

人生の段階に応じた健康診
査や検診の実施

健康づくりについての各種
教室の開催
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反映度 達成度 点数

ページ
令和4年度

基本
目標

担当課主な事業
施策の
方向

具体的施策 NO

人権政策課 B B 60 115

福祉総務課 B B 60 116

長寿介護課 B B 60 117

福祉総務課 B B 60 118

障がい福祉課 B B 60 119

長寿介護課 B B 60 120

地域振興課 B C 48 121

人権政策課 A B 75 122

障がい福祉課 B B 60 123

福祉総務課 B B 60 124

企画政策課 B B 60 125

学校教育課 A A 100 126

秘書広報課 A B 75 127

人権政策課 A C 60 128

危機管理課 B B 60 129

中央公民館 B B 60 130

福祉総務課 B B 60 131

こども未来課 A A 100 132

学校教育課 B B 60 133

人権政策課 A B 75 134

福祉総務課 B B 60 135

こども未来課 A B 75 136

1
ＤＶ被害者への情報提供の

充実
人権政策課 A B 75 137

2 市民等への普及啓発 人権政策課 A B 75 138

3 子どもへの人権教育の推進 人権・地域教育課 B B 60 139

人権政策課 A B 75 140

学校教育課 B B 60 141

人権・地域教育課 B B 60 142

こども未来課 B B 60 143

学校教育課 B B 60 144

人権・地域教育課 B B 60 145

6 相談窓口の周知 人権政策課 A B 75 146

人権政策課 A B 75 147

障がい福祉課 B B 60 148

長寿介護課 B B 60 149

子ども家庭相談室 A A 100 150

福祉総務課 B B 60 151

困難な状況にある人々につ
いての理解の促進

7

在住外国人への支援の充実

ひとり親家庭支援事業の充
実

仕事情報の収集と提供

高齢者、障がい者等の社会
参加の促進

（

９
）

困
難
を
抱
え
た
人
々
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
整
備

66

4
.

男
女
が
と
も
に
健
や
か
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
基
盤
づ
く
り

5
.
D
V
基
本
計
画

-

5

(3)
安心して相談できる体

制の充実

(9)-1
高齢者、障がい者、在
住外国人であること等
により困難を抱える

人々の安定した生活と
社会参加のための支援

(9)-2
ひとり親家庭への支援

(2)
子どものときからの男
女平等教育と人権教育

の推進

(1)
暴力根絶の意識づくり
と、ＤＶについての正

しい理解の普及

養育費の確保のための情報
提供

4

61

62

63

64

65

デートＤＶに関する若年層
への啓発・学習機会の提供

保育・教育に携わる職員、
保護者への研修

相談体制の充実
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反映度 達成度 点数

ページ
令和4年度

基本
目標

担当課主な事業
施策の
方向

具体的施策 NO

人権政策課 A B 75 152

障がい福祉課 B B 60 153

長寿介護課 B B 60 154

子ども家庭相談室 A B 75 155

人権政策課 A B 75 156

障がい福祉課・
長寿介護課

B A 80 157

子ども家庭相談室 A A 100 158

10
男性被害者からの相談対応

の検討
人権政策課 A B 75 159

人権政策課 A B 75 160

障がい福祉課 B B 60 161

長寿介護課 B B 60 162

子ども家庭相談室 A A 100 163

関係課 A B 75 164

人権政策課 B B 60 165

障がい福祉課 B B 60 166

長寿介護課 B B 60 167

子ども家庭相談室 A A 100 168

福祉総務課 B B 60 169

13 関連制度の活用支援 市民窓口課 B B 60 170

人権政策課 A B 75 171

障がい福祉課 B B 60 172

長寿介護課 B B 60 173

福祉総務課 B B 60 174

健康増進課 B A 80 175

こども未来課 B B 60 176

学校教育課 A A 100 177

人権政策課 A B 75 178

子ども家庭相談室 A B 75 179

15

5
.
D
V
基
本
計
画

-

16

11
(4)

ＤＶ被害者の安全確保
と一時保護支援

(3)
安心して相談できる体

制の充実

(6)
ＤＶ被害者の子どもに

対する支援

(5)
ＤＶ被害者の自立に向

けた支援

12

14

8

9

あらゆる場面での早期発見

子どもへの支援

在住外国人、高齢者、障が
い者等への支援

信頼できる相談員等の育成

他機関相談窓口との連携強
化

被害者の安全確保の徹底

生活基盤を整えるための支
援
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 1.多様な媒体を活用した広報・啓発

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

人権政策課

1.男女共同参画を進めるための意識づくり

1.男女平等意識の浸透

1.男女平等・男女共同参画の考え方を浸透させるための広報・啓発活動の充実

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

AＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

「男女共同参画週間啓発パネル展」を実施した。
　【日程】令和4年6月1日(水)～30日(木)
　【場所】①ミグランス1階屋内交流スペース、10階展望フロア②かしはらナビプラザ４階男女共同参画広場
　【内容】「コロナ禍の男女共同参画」男女（パートナー）で考える家事負担とは？ についての啓発展示

事 業 の 成 果

　男女共同参画週間のある６月に、分庁舎１階屋内交流スペース・10階展望フロア、ナビプラザ４階男女共同参画広場で、
 男女共同参画をテーマとした『男女共同参画週間啓発パネル展』を開催及び市立図書館内に特別図書コーナーを設置し啓発
 活動をおこなった。

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

固定的性別役割分担意識の解消を図るため、現在の『「男だから」「女だから」といった性別による役割分担や、性差に
関する偏見」』に焦点を当てた地道な広報・啓発活動の積み重ねが求められている。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

「男女共同参画週間」「男女雇用機会均等月間」「人権週間」等様々な機会をとらえて広報、啓発活動を強化することは
もとより、男女共同参画広場情報誌や市ホームページ等を通して、より一層広く事業等の周知を図っていく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

75

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

「男だから」「女だから」といった性別による役割分担や、性差に関する偏見に焦点を当てた、パネル展示及び広報誌等の媒体
 により固定的性別役割分担意識を解消するための広報・啓発を実施することができた。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 1.多様な媒体を活用した広報・啓発

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

人権・地域教育課

1.男女共同参画を進めるための意識づくり

1.男女平等意識の浸透

1.男女平等・男女共同参画の考え方を浸透させるための広報・啓発活動の充実

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

広報「かしはら」に「命の輝き」シリーズの掲載。

事 業 の 成 果

広報「かしはら」７月号に反戦平和を、１２月号に人権週間をテーマに記事を掲載し、市民の方に人権について考えていただく機
会を提供した。

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

令和４年度については、男女共同参画をテーマにした内容ではなかった。今回は２回ともに普遍的な視点からのアプローチで
あったが、個別の人権課題からのアプローチがあってもいいと考える。その中に女性の人権課題がテーマになることもあること
も今後あると考えるが、今年はなかった。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

広報「かしはら」だけではなく、ホームページを活用した発信についての検討を行う。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

令和４年度に限らず、年間２回程度広報「かしはら」で人権に関する発信を続けることができている。地道に取り組みを継続し
ていきたい。

- 2 -



担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO）

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

すべての表現を完全にチェックすることは難しく、適宜状況に応じて判断していくしか方法がない。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

表現ガイドライン等を活用し、今後も読者に違和感を与える表現をしないように努めていく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

75

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

男女の性別に関する表現で読者に違和感を与えることのない広報紙を作成することができた。

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

事 業 の 内 容 

　毎月発行している広報紙で使用する文章・イラスト等において性別に基づく固定観念にとらわれない多様な考え方が
　市民に浸透するよう、表現ガイドラインを積極的に参考にしている。

事 業 の 成 果

　表現ガイドラインを参考に広報紙を作成することで、性別に基づく固定観念にとらわれない、人権尊重の表現を推進
　することができた。

事業の達成基準 達成度の目安

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

AＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

1.多様な媒体を活用した広報・啓発

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

秘書広報課

1.男女共同参画を進めるための意識づくり

1.男女平等意識の浸透

1.男女平等・男女共同参画の考え方を浸透させるための広報・啓発活動の充実
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 2.男女共同参画に関する講演会や研修会の開催

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

人権政策課

1.男女共同参画を進めるための意識づくり

1.男女平等意識の浸透

1.男女平等・男女共同参画の考え方を浸透させるための広報・啓発活動の充実

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

AＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

男女共同参画週間講演会を開催した。（「人権を考えるつどい」と共催）
　演題：『元気な心で、元気な毎日　～ワークとライフのハーモニー～』
　講師：鎌田　敏さん（こころ元気研究所所長）
　日時：令和4年6月25日(土）13:30～15:00
　場所：奈良県社会福祉総合センター
　参加人数：135名

事 業 の 成 果

参加人数１３５人。アンケートでは、「大変満足だった」、「満足だった」との回答が９４％であった。「お互いを尊重しあって
生きようと思えました」、「人間社会におけるコミュニケーションの大切さが確認できた」などの感想があった。

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

子どもから高齢者に至るまで、幅広い層の市民一人ひとりに届くよう、効果的で親しみやすく、分かりやすい広報・啓発活動を
行うため、どのような男女共同参画に関するテーマが必要とされているかを充分吟味することが重要である。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

講師や講演会テーマ等を充分吟味し、地域や事業所に対して男女平等や男女共同参画に関する正しい情報を提供するため、さら
に充実した内容の講演会を開催していく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

75

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中止していたが、３年振りに開催することができた。万葉ホールが新型コロナウイ
ルス感染症のワクチン接種会場となり使用できなかったため、従来より客席数が少ない会場での開催となり、空席を設けて、座
席数減らしたことから、参加者数は以前より少なくなった。
しかし、アンケート結果からもわかるように、来場者に「男女共同参画の推進のためにも、お互いを尊重することが大切」と伝
えることができた。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 2.男女共同参画に関する講演会や研修会の開催

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

人権・地域教育課

1.男女共同参画を進めるための意識づくり

1.男女平等意識の浸透

1.男女平等・男女共同参画の考え方を浸透させるための広報・啓発活動の充実

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

PTAや保護者向けの講演会等を活用して啓発活動を行った。

事 業 の 成 果

新型コロナウイルスの影響で中止にしたケースもあったが、学校で行われた保護者向け講演会で、このテーマで学びの場を提供す
ることができた。

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

「男は仕事、女は家庭」等のアンコンシャスバイアスに対してのアプローチが必要だと考える。アンコンシャスバイアスについ
ては、長年の蓄積から発生するので、１回の研修会ではなく、繰り返しの啓発活動を大切にしていきたいと考える。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

男女共同参画のテーマについては、会社の管理職の人数や議員の人数が少ない現状は女性の努力が足りないのではなく男性の問
題であるというマジョリティ特権をしっかりと意識して啓発活動に取り組むことが重要だと考える。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

令和４年度はこのテーマで研修会を開催することはできなかったが、今後検討していきたい。また、本年度は保護者向け講演会
や小学校区人権教育推進協議会での地区別懇談会の中止や開催見送りが多く、実施回数は少なかったが、学びの場を提供するこ
とができた。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 3.市民との協働でつくる男女共同参画事業の推進

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

人権政策課

1.男女共同参画を進めるための意識づくり

1.男女平等意識の浸透

1.男女平等・男女共同参画の考え方を浸透させるための広報・啓発活動の充実

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

AＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

　男女共同参画広場サロン「おしゃべりかふぇ」
　（橿原市男女共同参画推進団体「子育て傾聴ボランティアぱんだ」共催事業）
　【場所】かしはらナビプラザ　４階　男女共同参画広場
　【講師】子育て傾聴ボランティア
　【内容】面接面談よりも気楽に利用できる場を提供することで、水面下に潜んだ問題を表面化させ「おしゃべりかふぇ」
　　　　　から面接相談に移行し支援につなげて行く。また、参加者にジェンダーについて考えてもらう時間を持つこと
　　　　　で男女共同参画に向けた意識を持つ人材育成にも繋げる。
　【日時】毎月第2金曜日　10:00～12:00　(全12回) 　【参加人数】延べ45名

事 業 の 成 果

男女共同参画の考え方を浸透させるため、橿原市男女共同参画推進団体と企画・運営し、協力して事業を実施することができた。

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

橿原市男女共同参画推進団体が、自主的に男女共同参画社会実現に向けた事業の企画・運営に携わっていただけるように、男女
共同参画を意識を深めていただく必要がある。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

男女共同参画の考え方を浸透させるために、市民・市民活動団体等と協働で男女共同参画事業を推進していく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

75

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

橿原市男女共同参画推進団体自らが、男女共同参画の視点に立って、事業の企画・運営に携わっていくことで、団体及び人材の
育成に繋がった。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 4.様々な相談窓口の充実

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

関係各課

1.男女共同参画を進めるための意識づくり

1.男女平等意識の浸透

2.男女共同参画の視点での相談の充実

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

AＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

🔸多様な市民の相談ごとに応えるための各相談窓口を設置した。

　*「女性による女性のための面接相談」「女性相談員による電話相談」「特設人権相談」「犯罪被害者支援相談」…人権政策課

　*「女性の再就職準備相談」…人権政策課　*「ひとり親のための就職相談」…こども未来課　*「弁護士による法律相談」…福祉総務課

 🔸あらゆる媒体を使用し、周知啓発を行った。

  ・各相談窓口については、市広報誌、市ホームページ、かしはらナビプラザＬＥＤビジョン等に掲載

  ・各相談窓口一覧表を記載した県リーフレット等を公共機関等に設置

  ・ＤＶ相談窓口を記載した相談窓口カードを市役所、保健センター、かしはらナビプラザ４階女子トイレに設置

  ・男女共同参画広場で開設している相談窓口については、男女共同参画広場情報誌『ゆめおーくだより』や『男女共同参画広場啓発

     リーフレット』に掲載し、かしはらナビプラザ４階男女共同参画広場や市役所本庁１階ロビーに設置

事 業 の 成 果

【Ｒ4年度相談件数】
　＊「女性による女性のための面接相談」100件　＊「女性相談員による電話相談」61件　＊「特設人権相談」3件
　＊「犯罪被害者支援相談」９件　＊「女性の再就職準備相談」３件
　＊「ひとり親のための就業相談」１5件　　＊「弁護士による法律相談」３４１件

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

相談窓口の中には、あまり活用されていない窓口もあり、各相談窓口の役割を明確化し、市民の方々が利用しやすい相談窓口の
周知を図っていく必要がある。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

出来るだけ多くの媒体を使用し、相談を必要とされているより多くの方々に相談窓口を知っていただくことができるように、周
知啓発をしていく。また、複合的な問題にも適切に応えることができるよう、必要に応じて各相談窓口の連携を図っていく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

75

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

実際に相談を必要とされている方に対し、どれだけの周知を行うことができているかについては、明確に挙げることはできない
が、多様な広報・通信媒体を通じ、各相談窓口の周知啓発を行うことができた。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 4.様々な相談窓口の充実

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

人権政策課

1.男女共同参画を進めるための意識づくり

1.男女平等意識の浸透

2.男女共同参画の視点での相談の充実

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

AＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

男女共同参画に係る相談員研修に参加した。
【研修名】奈良県こども・女性局こども家庭課主催「DV相談支援セミナー」
【日時】　令和４年8月29日（月）10:00～15:00
【場所】　奈良県社会福祉総合センター

 【講師】　奈良県こども家庭課、奈良県中央こども家庭相談センター、奈良県警察本部人身安全対策課、弁護士　林揚子

事 業 の 成 果

女性相談にあたっては、人権尊重はもとより、女性を取り巻く社会的状況を熟知したうえで相談にあたる必要がある。
 女性問題の視点に立った相談を行うために何が必要か考える機会となった。

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

相談員は、相談者からの情報を的確に判断しなければならないことから、不安や戸惑いなどからストレスを感じることが
あり、相談員相互の意見交換の場や助言を受ける機会を設けるなど、相談員に対するケアについても考慮していく必要が
ある。
また、同一相談者による継続した相談については、相談解決に向けた糸口を相談者自身が見つけるのに長時間にわたり
対応している。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

相談者の気持ちを尊重しながら、相談者が持っている力を引き出し問題解決に向かえる相談ができるよう、様々な相談窓口担当
者に向けた男女共同参画の視点に立った研修に積極的に参加する。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

75

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

相談員は、複雑・多様化する相談に的確に対応し、相談者の立場に立った適切な助言を通して、問題解決に向かうため
の相談ができるよう、今後も引き続き、研修に参加していく必要がある。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 5.男女共同参画に関する調査の実施

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

関係各課

1.男女共同参画を進めるための意識づくり

1.男女平等意識の浸透

3.男女共同参画推進にかかる現状分析と情報の収集と提供

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

男女共同参画に関わる講座実施の際には参加者に対し、男女共同参画施策についてのニーズを把握するため、継続的にアンケート
を実施している。

事 業 の 成 果

男女共同参画に関わる講座実施の際には参加者に対し、アンケートを実施することで、男女共同参画施策についてのニーズを把握
することができた。

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

男女共同参画施策を進めるための基礎資料となる調査や分析等を継続的に行なっていく必要性があるものの、毎年、市民意識調
査及び分析までを実施していくためには、費用対効果の面から難しい。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

男女共同参画施策を進めるための基礎資料となるよう、男女共同参画に関する意識や実態、取組状況等について継続的に調査・
分析を行う。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

各講座で実施するアンケート結果では、市民が実施してほしい講座内容等を知ることはできるが、橿原市における男女共同参画
に関する現状や課題等までを把握することは難しい。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 6.性別ごとのデータの収集・提供

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

人権政策課

1.男女共同参画を進めるための意識づくり

1.男女平等意識の浸透

3.男女共同参画推進にかかる現状分析と情報の収集と提供

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

政策決定過程における女性の参画状況を把握するため、審議会等委員や市職員等管理職に伴う女性の割合などの調査を
毎年実施し、市ホームページに掲載している。

事 業 の 成 果

性別ごとのデータを収集することで、男女の格差や不平等の実態を把握することができた。

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

性別欄を設ける目的や合理性などに応じて、性別ごとのデータの収集を検討していく必要がある。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

男女間の格差や不平等の実態を把握し、その解消を図るとともに、施策に役立てるため、性別ごとのデータを収集・提供してい
く。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

男女平等・男女共同参画施策を効果的に進めるために、性別ごとのデータを収集し提供することができた。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO）

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

１．限られた予算内で、多岐にわたる男女共同参画をテーマとした図書を充実させていくためには、市民のニーズを
　　知り、男女共同参画に関する図書の選書に伴う知識を有する必要がある。
２．資料の収集については、幅広い視点から図書を選定し、収集するための資料費の充実が必要。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

１．男女共同参画に関わる図書については、担当課と連携し充実を図っていく。また今後も引き続き『特設図書コーナー』
      等を設置し、より多くの方々に男女共同参画に関する図書に親しむ機会を提供していく。
２．男女共同参画推進を意識してもらえるよう、より多くの視点から魅力ある展示・広報・啓発に継続して取り組む。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

１．男女共同参画週間に、男女共同参画に関する図書に親しんでいただける機会を提供することができた。
２．提供する資料は、できるかぎり新しく出版された資料を提供することにより、最新の情報を提供した。

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

事 業 の 内 容 

1．かしはらナビプラザ4階 男女共同参画広場に 「図書コーナー」 を設置し、男女共同参画に関する図書貸出を行なっている。
2．○資料展示を実施
　　　「男女共同参画社会をめざして」　【期間】 6月1日～30日
　　　「差別をなくす強調月間　-暮らしの中の人権-」　【期間】 7月1日～3１日
　　 【場所】図書館1階　展示用ワゴン   【内容】主題に関連する図書を展示と貸出
　　○男女共同参画に関わる資料の収集、充実

事 業 の 成 果

1．かしはらナビプラザ4階 男女共同参画広場「図書コーナー」における図書貸出件数・・・１００件
2．男女共同参画週間を含む期間中に関連図書一般書4９冊、児童書２６冊のブックリストを作成し、展示と貸出を行い、啓発活動
に努めた。
また、差別をなくす強調月間の7月にも人権に関する図書一般書５７冊、児童書４１冊のブックリストを作成し、展示、貸出を行っ
た。

事業の達成基準 達成度の目安

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

7.男女共同参画に関わる資料等の充実

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

図書館

1.男女共同参画を進めるための意識づくり

1.男女平等意識の浸透

3.男女共同参画推進にかかる現状分析と情報の収集と提供
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 7.男女共同参画に関わる資料等の充実

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

人権政策課

1.男女共同参画を進めるための意識づくり

1.男女平等意識の浸透

3.男女共同参画推進にかかる現状分析と情報の収集と提供

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

AＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

・かしはらナビプラザ４階男女共同参画広場に「図書コーナー」を設置し、男女共同参画に関する各種図書や児童図書の
　貸出を行っている。また、資料等を収集し展示等を行っている。

事 業 の 成 果

・かしはらナビプラザ４階男女共同参画広場の「図書コーナー」における図書貸出数…35冊
・男女共同参画に関する図書や児童図書を『特設男女共同参画図書コーナー』として設置することで、より多くの方々に
　男女共同参画に関する図書に親しんでいただける機会を提供できた。

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

限られた予算内で、多岐にわたる男女共同参画をテーマとした図書を充実させていくためには、市民のニーズを知り、
男女共同参画に関する図書の選書に伴う知識を有する必要がある。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

男女共同参画広場や図書館等が連携し、男女共同参画に関する各図書や児童図書、資料等を収集するとともに、資料
展示等を実施しそれを広く市民に伝えるよう努める。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

75

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

男女共同参画週間に、男女共同参画に関する図書に親しんでいただける機会を提供することができた。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 8.「橿原市人材育成基本方針」の推進

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

人事課

1.男女共同参画を進めるための意識づくり

1.男女平等意識の浸透

4.市職員の男女共同参画意識の向上

男女共同参画の視点反映度

備　考 *重点施策
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

・人権研修や各種研修等を実施し、職員のスキルや知識の向上に努めた。

職員人権問題研修「ハラスメント防止研修」（動画研修）
講師：株式会社 話し方教育センター　伊槻　紀子　氏
日程：令和4年7月21日（木）～8月4日（木）

事 業 の 成 果

・各職員のスキルアップや知識の向上が図れた。

・職員人権問題研修　受講人数：982名

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

男女共同参画の視点からも、女性職員の職域を拡大し、多様や分野への配置を推し進めるが、昇格試験の受験率が男性職員に比
べて低い。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

男女を問わず、職員のスキルや知識向上を図るための研修を充実させ、全体的な受験率の底上げを図る。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

各種研修に参加し、各職員のスキルアップや知識を向上させることにより、目指すべき職員像や果たすべき役割を理解させ人材
育成につながるため。

- 13 -



担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO）

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

女性職員に特化した内容の研修が多い。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

女性職員に限定した研修に特化せず、男性職員とともに働き方を考える研修を増やしていくことが必要。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

女性リーダーの研修、女性のキャリア作りのための研修に参加することにより、様々な知識・ネットワークを構築できている。
今後も不測の事態により中止や延期を余儀なくされることも想定し、毎年度効果的な方法を模索し実施していく。

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

事 業 の 内 容 

女性リーダーのためのマネジメント研修 11/1～11/18

事 業 の 成 果

女性リーダーの研修に参加することにより、様々な知識・ネットワークを構築できた。

事業の達成基準 達成度の目安

男女共同参画の視点反映度

備　考 *重点施策
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

9.男女共同参画に関する研修等の充実

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

人事課

1.男女共同参画を進めるための意識づくり

1.男女平等意識の浸透

4.市職員の男女共同参画意識の向上
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 9.男女共同参画に関する研修等の充実

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

人権政策課

1.男女共同参画を進めるための意識づくり

1.男女平等意識の浸透

4.市職員の男女共同参画意識の向上

男女共同参画の視点反映度

備　考 *重点施策
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

AＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

男女共同参画の視点に配慮した施策の推進が図れるように、市職員を対象としたオンライン研修を実施。
【視聴期間】令和4年10月17日(月)～10月31日(月)
【テーマ】タイムマネジメント講座
【講師】人材活性・チームコンサルタント　ソーシャルスキル・プログラム合同会社 代表 吉田真知子さん
【内容】 働き方改革にあわせて、自分時間を確保するための時間管理術を身に付け、タイムマネジメントのノウハウを
　　　　理解することで、ワークライフバランスを推進する。
【受講者数】666人

事 業 の 成 果

動画研修としたことにより、全職員を対象とした研修となった。666人の職員が受講した。

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

研修内容について、今後も市職員として幅広く男女共同参画の視点に配慮した施策の推進が図れるよう充実させていく必要があ
る。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

市職員・教職員が男女共同参画の視点に配慮した施策の推進を図れるよう、研修や啓発、情報提供を充実していく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

75

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

動画研修としたことにより、666人の職員が受講することができた。
参加者回答アンケート結果では、「大変よかった」「よかった」との回答が約85％あり、働き方改革を目的としたタイムマネ
ジメントについて理解していただくことができた。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 9.男女共同参画に関する研修等の充実

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

人権・地域教育課

1.男女共同参画を進めるための意識づくり

1.男女平等意識の浸透

4.市職員の男女共同参画意識の向上

男女共同参画の視点反映度

備　考 *重点施策
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

市職員向けにインフォメーションを活用し『人権コラム』を人権・地域教育課は２カ月に１回の頻度で発信している。

事 業 の 成 果

令和４年度中に男女共同参画のテーマで発信することはなかったが、令和５年４月に『国際女性デー』をテーマに発信できるよう
準備を進めている。

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

男女共同参画のテーマについては、会社の管理職の人数や議員の人数が少ない現状は女性の努力が足りないのではなく男性の問
題であるというマジョリティ特権をしっかりと意識して啓発活動に取り組むことが重要だと考える。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

令和７年度に日本女性会議が橿原市で開催されることは、大きなことだと考える。『人権コラム』のテーマにも、男女共同参画
につながる内容を意識することが大切だと考える。同時に年間６回の記事の質の向上をめざす。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

人権・地域教育課の『人権コラム』の取組は令和４年８月にスタートしテーマは『平和』『障がい者問題』『在日韓国朝鮮人問
題』『見えない障がい』をテーマにした。男女共同参画をテーマにしたものはなかったが、様々な人権課題から市職員の人権意
識の高揚につながって欲しい。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 10.「橿原市人権教育の推進についての基本方針」（「人権教育推進計画」の作成）に基づく男女平等教育の推進

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

人権・地域教育課

1.男女共同参画を進めるための意識づくり

2.男女共同参画を進めるための教育・学習の推進

1.学校・地域・家庭における男女平等や自立・職業意識を育む教育の推進

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

『橿原市人権教育の推進についての基本方針』を令和３年に一部改訂し個別的な視点の学習内容例　イ女性の項に『固定的な役割
分担意識を払拭する学習』『男女平等・対等の関係等についての学習』を明記した。

事 業 の 成 果

橿原市の小・中学校では性別で分けない名簿の採用率が１００％になった。令和４年度だけの成果ではないが、これまでの積み重
ねで成果を出すことができた。
※参考【県内全域の状況は小学校９２.６％・中学校８２％】

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

A
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

これまで使われてきた男女別の名簿はアンコンシャスバイアスをうえつける１つである。橿原市の小中学校における人権教育が
大きなハードルを１つ越えたことは間違いないが、即座に男女の様々な平等につながるわけではない。今後も地道に人権教育を
積み重ねていく必要がある。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

今後も教職員・保育士の研修の充実を図り、人権が尊重された校・園・所づくりをめざす。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

80

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

橿原市の小・中学校では性別で分けない名簿の採用率が１００％になった。県内全域の状況は小学校９２.６％・中学校８２％の
導入率であることからもこれまでの橿原市の人権教育の積み重ねが意義深いものであったことが分かる。
※参考【】
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO）

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

指導するための教材の開発と外部人材の活用

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

個の人権を尊重するということで学習をすすめていく

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

各校の実践報告により、人権教育の実態を把握している。

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

事 業 の 内 容 

「橿原市人権教育の推進についての基本方針」に基づいて各校園所の「人権教育推進計画」を作成し、人権教育の推進を　図るよ
うに指導する。また、市人権教育推進協議会をはじめ、関係機関・団体と協力して研修を行い、人権教育・啓発を推進し、人権意
識の高揚を図る。

事 業 の 成 果

橿原市学校教育の指導方針のなかに互いの人権を尊重しあう中で人間関係を深め、社会連帯の精神を養うと具体目標として掲げら
れており、授業においてもこの目標に沿って行われた。

事業の達成基準 達成度の目安

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

10.「橿原市人権教育の推進についての基本方針」（「人権教育推進計画」の作成）に基づく男女平等教育の推進

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

学校教育課

1.男女共同参画を進めるための意識づくり

2.男女共同参画を進めるための教育・学習の推進

1.学校・地域・家庭における男女平等や自立・職業意識を育む教育の推進
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO）

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

教職員の人権感覚を磨くことは重要であるため、継続した研修を実施していく必要があるが、十分な研修の時間の確保に課題が
ある。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

継続していくためには、教職員の業務の精選やICT化により業務改善が不可欠だと考える。その上で、教職員の人権感覚を磨く
ことで、資質向上につなげていく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

新型コロナウイルス感染拡大防止のため事業を延期した校園があるが、３校において講師を招へいして実施した。

A   十分達成している ９割以上

C
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

事 業 の 内 容 

橿原市教育指導方針の教職員研修の重点の「使命の自覚と資質の向上」で「教職員はその使命を自覚し、絶えず人権感覚を磨くと
共に自己の目標達成に向けた取組を通して、資質の向上に努める。」と定めており、それに基づき各学校において研修を行う。

事 業 の 成 果

目標に沿って事業が行われたが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、やむを得ず事業を延期した校園もあった。

事業の達成基準 達成度の目安

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

AＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

11.教職員等の研修の充実

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

学校教育課

1.男女共同参画を進めるための意識づくり

2.男女共同参画を進めるための教育・学習の推進

1.学校・地域・家庭における男女平等や自立・職業意識を育む教育の推進
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO）

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

学校教育全体を通じて、人権の尊重、男女平等教育、将来を見通した自己形成をするためのキャリア教育を推進していかなけれ
ばならない。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

橿原市の教育指導方針でもお互いの人権を尊重しあうということをうたわれており、今後も個々の人権を尊重する教育をしてい
く。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

小学校においては町探検等で地域のお店を見学したり、総合学習の中で学習をしたりしている。
中学校では、職場体験や多様な職種のゲストを呼び講演等を行っており、いろいろな職業を知り、仕事に対する理解を深めるよ
い機会となっている。

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

事 業 の 内 容 

１．キャリア教育
   　道徳授業においての人権教育の推進
　　男女混合名簿を使用し男女別関係なく活動できる意識づくり
　　中学校における職場体験を実施することでの意欲を向上させる取組
　　各学校においてさまざまなゲストティチャーを招いた講演等を行う

事 業 の 成 果

1．各学校におけるゲストティチャーを招いた講演等
　　小学校
　　　命の学習：3　障がい者理解：４　平和学習：8　昔のくらしについて：３　防災学習：3　国際理解：１　SDGｓ：2
　　中学校
　　　命の授業：2

事業の達成基準 達成度の目安

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

12.性別にとらわれないキャリア教育の実施

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

学校教育課

1.男女共同参画を進めるための意識づくり

2.男女共同参画を進めるための教育・学習の推進

1.学校・地域・家庭における男女平等や自立・職業意識を育む教育の推進
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO）

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

・男女問わずともに学習できる環境（開催時間や内容）を充実させる必要がある。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

・今後も幅広く人権教育の充実を図ることで、男女共同参画社会の実現をめざす。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

・社会生活のいろいろな分野から生じる地域の課題に地域社会の一員として関心を持ち、地域住民が主体性をもって、円滑な生
活を送るための創造力や地域の課題を解決する力を高めあう場として貢献している。

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

事 業 の 内 容 

地域学級の実施
【日程】令和4年４月１日～令和５年３月３１日
【内容】地域社会の課題解決等のための学習会を各地区で開催している。今年度は、３学級が事業を実施。
・今井地域学級　　実施回数：３０回　　のべ参加者数：２４０人
・新沢地域学級　　実施回数：１０回　　のべ参加者数：２１２人
・耳成地域学級　　実施回数：１０回　　のべ参加者数：　６９人

事 業 の 成 果

・日々の生活と関連のある家庭や社会の課題について学ぶことの学習機会を提供することによって、地区住民同士のきずなを深め
ている。

事業の達成基準 達成度の目安

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

12.性別にとらわれないキャリア教育の実施

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

人権・地域教育課

1.男女共同参画を進めるための意識づくり

2.男女共同参画を進めるための教育・学習の推進

1.学校・地域・家庭における男女平等や自立・職業意識を育む教育の推進
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 12.性別にとらわれないキャリア教育の実施

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

人権政策課

1.男女共同参画を進めるための意識づくり

2.男女共同参画を進めるための教育・学習の推進

1.学校・地域・家庭における男女平等や自立・職業意識を育む教育の推進

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

・性別に関わりなく、職業に就いている方々を紹介した県啓発冊子「もっとかがやけあなたの未来」(中学校向け男女共同参画学習
資料)をかしはらナビプラザ4階男女共同参画広場に設置し、啓発をおこなった。
・かしはらナビプラザ4階男女共同参画広場「図書コーナー」にジェンダーに関する絵本を設置し、啓発を行った。

事 業 の 成 果

子どもたちの発達段階に応じて、性別役割分担意識にとらわれないよう、絵本や啓発冊子等を通じて、周知を行った。

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

男女共同参画広場等の事業や活動を通して、市民活動団体と連携したキャリア教育を推進していかねばならない。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

男女共同参画広場等の事業や活動を通して、市民活動団体と連携したキャリア教育を実施していく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

これからの若い世代が、固定的な性別役割分担意識にとらわれず、自己を確立し、それぞれの能力を活かして自立した
生活を送ることができるよう、男女共同参画を推進することができた。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 13.家庭での男女平等・男女共同参画を実現するための家庭教育の推進

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

人権政策課

1.男女共同参画を進めるための意識づくり

2.男女共同参画を進めるための教育・学習の推進

1.学校・地域・家庭における男女平等や自立・職業意識を育む教育の推進

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

AＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

　男女共同参画広場サロン「おしゃべりかふぇ」
　（橿原市男女共同参画推進団体「子育て傾聴ボランティアぱんだ」共催事業）
　【場所】かしはらナビプラザ　４階　男女共同参画広場
　【内容】面接面談よりも気楽に利用できる場を提供することで、水面下に潜んだ問題を表面化させ「おしゃべりかふぇ」
　　　　　から面接相談に移行し支援につなげて行く。また、参加者にジェンダーについて考えてもらう時間を持つこと
　　　　　で男女共同参画に向けた意識を持つ人材育成にも繋げる。
　【日時】毎月第2金曜日　10:00～12:00　(全12回) 　【参加人数】延べ45名

事 業 の 成 果

面接相談よりも気軽に利用できる場を提供することで、水面下に潜んだ問題を表面化させ「かふぇ」から面接相談に移行し支援に
つなげることが出来た。

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

家庭や地域のあり方は、子どもの成長に大きな影響を与えることから、これからの社会を担っていく若い世代が、固定的な性別
役割分担意識にとらわれず、自己を認識し、それぞれの個性と能力を活かし、自立した生活が送ることができるような研修の機
会をつくるため、内容等を充実させていく必要がある。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

性別にとらわれない子育ての必要性について、家庭や教育における男女平等・男女共同参画を学ぶための情報提供及び研修の機
会を充実させていく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

75

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

面接相談よりも気軽に利用できる場を提供し、参加者には好評であったが、45名の参加者にとどまり、より一層の情報提供や
啓発活動が必要である。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO）

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

引続き、男性の参加率を上げるかが課題である。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

今後も幅広く人権教育の充実を図ることで、男女共同参画社会の実現をめざす。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

託児の実施等これまでも実施してきたことに加え、家族で参加しやすい実施体系をつくる必要がある。

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

事 業 の 内 容 

家庭教育学級講演会（年２回）開催した。
子どもの健全な育成は、家庭・学校・社会がそれぞれの役割を果たしつつ、互いの連携を保って行われる必要がありあます。その中でも家庭
教育は全ての教育の出発点であり、その健やかな成長と人格形成に重要な役割を担っています。そこで、家庭での教育力の向上及び主体的に
生涯学習に取り組む契機として、家庭教育の担い手である保護者に学習の機会を提供する。
・第１回　令和４年１０月２９日（土）
　演　題　GIGAスクール時代の子どもたちに大人ができること
　講　師　NPO法人 奈良地域の学び推進機構・理事、京都府警察ネット安心アドバイザー　石川　千明
　参加者　会場３３名　オンライン５名　アーカイブ配信視聴回数414回
・第２回　令和５年２月２５日（土）
　演　題：生まれつき悪い子なんていない　〜奈良少年刑務所 絵本と詩の教室〜
　講　師：作家　奈良少年刑務所 社会性涵養プログラム講師　寮　美千子
　参加者：158

事 業 の 成 果

家庭教育に関する学習の機会を提供し、育児の課題を解決するための単なるテクニックにとどまらない学びと教育力の向上に資し
ている。

事業の達成基準 達成度の目安

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

13.家庭での男女平等・男女共同参画を実現するための家庭教育の推進

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

人権・地域教育課

1.男女共同参画を進めるための意識づくり

2.男女共同参画を進めるための教育・学習の推進

1.学校・地域・家庭における男女平等や自立・職業意識を育む教育の推進
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO）

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

保育を必要とする保護者が多いことと、保育士不足から待機児童がいる状況が続いている。また、保護者の中には、子どもの養
育に不安を感じ不満を感じている家庭が増えている。また特別な支援を必要とする児童に対する処遇など、様々な状況に対応し
ていく難しさがある。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

保護者が安心して就労等と子育ての両立ができるよう、また保護者の子育てに対する不安に寄り添いながら支援していく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

75

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

入所児童が基本的生活習慣を身につけたり、こどもの自尊感情を高め、自分はできると感じ、様々なことに挑戦し、失敗しても
諦めない力を育んでいけるよう、日々保育・教育を提供してきた。
また子どもたちの成長を保護者と共有し、安心して就労等と子育ての両立ができるように保護者に寄り添った支援も行った。

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

事 業 の 内 容 

就労等のため、日中家庭での保育ができない保護者に代わり児童を保育することで、保護者が安心して就労等と子育ての両立がで
きるように環境整備に努めている。
また、児童が基本的な生活習慣や自尊心・自立心を身につけることができるよう支援を行った。
あわせて、必要に応じて家庭訪問を行なったり、関係機関と十分に連携をとるなどして、児童の健全な育成の支援に努めた。

事 業 の 成 果

保育所（園）・認定こども園各園において、家庭の様々な状況に対応し、それぞれの家庭に応じた支援を行った。
また、子どもが基本的生活習慣を身につけることができるように保護者に啓発したり、様々な相談に応じることで、保護者に寄り
添った支援を行った。

事業の達成基準 達成度の目安

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

AＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

14.貧困の連鎖を断ち切る等、親子が安心して生活できる環境づくり、子ども・若者の社会参加・自立支援

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

こども未来課

1.男女共同参画を進めるための意識づくり

2.男女共同参画を進めるための教育・学習の推進

1.学校・地域・家庭における男女平等や自立・職業意識を育む教育の推進
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO）

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

今後も家庭事情による就学困難、不登校、障がい者などが増加傾向にあり、若者の自立という面で幼少期及び青年期の
子ども達に対し、より有意義な援助というものを考えていかなければならない。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

　金銭的援助はもとより、学力支援についても、この先多くの時間を費やし、自立へとつなげていけるような支援を考え
ていく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

就学援助については、1,221名の申請者の内、1,019名を認定し補助を行った。
翌年度に入学する児童生徒を対象にした新入学準備金については、248名の申請者の内、177名を認定し補助を行った。
家庭事情の中でも、経済的理由による就学困難児に対する補助なので、金銭的援助は一定の成果があったと考えられる。

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

事 業 の 内 容 

家庭事情の中でも、経済的理由による就学困難児に対し所得や世帯状況を審査のうえで金銭的援助を行う。

事 業 の 成 果

　就学援助認定者：小学校637人に32,330,748円（平均50,755円／年）、中学校398人に対し
　30,556,191円（平均 76,774円／年）の補助を行った。
　翌年度に入学する児童生徒を対象にした新入学準備金：小学校入学予定者７５人に4,054,500円、
　中学校入学予定者10２人に6,426,000円

事業の達成基準 達成度の目安

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

14.貧困の連鎖を断ち切る等、親子が安心して生活できる環境づくり、子ども・若者の社会参加・自立支援

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

学校教育課

1.男女共同参画を進めるための意識づくり

2.男女共同参画を進めるための教育・学習の推進

1.学校・地域・家庭における男女平等や自立・職業意識を育む教育の推進
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO）

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

この事業が予算の都合で３つの校区でしか実施できていないこと。予算の都合で令和７年までの終期設定があり、活動内容は地
道に一歩ずつしか進めない取り組みなのだが、先を見通すことができない。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

まずは、令和７年度以降も継続して実施できるよう予算化に努める。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

プラスの成果としては、様々な取組を行うことで自尊感情が少しではあるが向上したことがアンケート結果からみることができ
た。
実態把握として、保護者に向けて紙媒体及びコドモンを活用して発信したところ、お便りを読んでくださる保護者の割合が期待
よりも少ない（約５０％）ことがわかった。

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

事 業 の 内 容 

貧困と学力には相関関係があると言われている。貧困が学力不振につながらないよう、「学力」向上研究協議会事業などの取組を
推進し、「学力」の向上をめざすことで、貧困の連鎖を断ち切ることをめざす。

事 業 の 成 果

「学力」向上研究協議会は、家庭学習の習慣や家庭での様子などの実態把握のために、アンケート調査を行った。その結果を踏ま
え、家庭の教育力向上を目的として人権だより等を発信したり、自尊感情の醸成を目的とした体験活動等を実施した。アンケート
調査は項目を精選しながら継続し、それぞれの活動の成果を確認しながら、取組をすすめている。

事業の達成基準 達成度の目安

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

14.貧困の連鎖を断ち切る等、親子が安心して生活できる環境づくり、子ども・若者の社会参加・自立支援

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

人権・地域教育課

1.男女共同参画を進めるための意識づくり

2.男女共同参画を進めるための教育・学習の推進

1.学校・地域・家庭における男女平等や自立・職業意識を育む教育の推進
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 15.生涯学習に関する情報提供と学習機会の提供

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

市民協働課

1.男女共同参画を進めるための意識づくり

2.男女共同参画を進めるための教育・学習の推進

2.多様な選択を可能にする学習機会の提供

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

「消費」を社会的問題として捉え、安全で豊かな消費生活を安定的に送れる社会及び消費者一人ひとりが社会全体の発展と改善に
繋がるように、積極的・主体的に行動できる消費者市民社会を目指して、消費者被害の未然防止・消費生活を自主的及び合理的に
行動できる市民の育成に向けた消費者啓発を実施する。

事 業 の 成 果

●【楽学クラブ(消費者問題啓発団体:くらしの安心・安全サポーター橿原 共催)】場所:かしはらナビプラザ5階
    市民活動交流広場
　　①５/１７　知ってるようで、知らない遺伝子の話～頭の良さは、遺伝子で決まる？～
　　　講師:西大和学園中学校・高等学校　校長　飯田光政氏　参加者:２２名
　　②７/１９　高齢者施設の選び方　講師:かしはら街の介護相談室　橿原の郷　参加者:２５名
　　③９/２０　賢い商品選択を身につけよう～私たちが安くて良い商品を買えるワケ。～
　　　講師:公正取引委員会　近畿中国四国事務所　参加者:２４名
　　④１１/１５　災害に備えて～我が家の安全度チェック　講師:奈良県防災士会　理事　大北容子　参加者:１７名
　　⑤１/１７　消費者の視点でみる橿原市の歴史～同じ天領でも大違い～　講師:寺石正温氏　参加者:１７名
　　⑥３/１４　最近多い消費者トラブル！被害状況を知り、対処方法を学ぼう
　　　講師:奈良県消費生活センター中南和相談所　相談員　平井典子氏　参加者:２０名

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

女性の参加者がほとんどであり、男性参加者の増加が望まれる。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

消費者が消費生活に関わる必要な情報を得て、男女が共に幼児期から高齢期までの生涯にわたり自主的かつ合理的に行動できる
よう、さらに消費者自身の行動が社会に与える影響を意識する消費者市民社会の形成のために消費者啓発活動を実施する。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

コロナ禍の影響によって、十分な講座等を実施できていない。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO）

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

子どもから高齢者まで幅広い年齢層の多様なニーズに応える講座や情報提供を行っていかなけばならない。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

・「人生100年時代」を主体的にデザインできるよう、人生のどの時期においても、性別等に関わりなく、いつでも、
　 どこでも、学ぶ機会が得られるよう、様々な場で多様な学習機会の提供を推進していく。

・様々な学習機会に誰もが参加しやすいように、一時保育の実施や開催日時・場所等を工夫していく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

75

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

・講座では、娘が母親へのいろいろな感情を自覚し、その思いを肯定しながら母親とどのような距離をとっていけば
　いいかを考え、自分の人生を生きるための母娘関係を学ぶ機会となった。

・託児事業では、小さな子どもを持つ講座受講者から、自分のための学習等の時間を持つことができると、大変喜んで
　いただいている。

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

事 業 の 内 容 

・母と娘の関係を考える講座～わたしの人生を生きるために～
【日時】令和5年2月13日(月) 10:00～12:00
【場所】かしはらナビプラザ4階 男女共同参画広場
【講師】女性ライフサイクル研究所フェリアン　副所長　津村薫さん
【内容】母は自分にとってどういう存在であるのかということを明らかにしていき、自分の素直な気持ちに気づき、
　　　　自分らしさを取り戻して母との距離を考えていく。
【参加者】9名
・子どもを持つ親が安心して学習の機会等に参画できるよう、市等が実施する事業について、託児派遣を行った。

事 業 の 成 果

・参加者アンケート結果では、「大変よかった」「よかった」といった回答が約89％あり、母との関係や娘との関係に
　悩んでいたが、自分自身を大事にしても良いという事に気付いたなどのご意見をいただいた。

・市や各学校、幼稚園が主催する行事における託児件数
 【託児行事件数】37件　【託児人数】102名
 【託児従事者】　92名（託児ぬいぐるみの会、公益社団法人橿原市シルバー人材センター）

事業の達成基準 達成度の目安

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

AＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

15.生涯学習に関する情報提供と学習機会の提供

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

人権政策課

1.男女共同参画を進めるための意識づくり

2.男女共同参画を進めるための教育・学習の推進

2.多様な選択を可能にする学習機会の提供
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO）

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

特になし

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

今後も幅広く人権教育の充実を図ることで、男女共同参画社会の実現をめざす。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

コロナ禍で中止されていた事業は、だいぶ回復してきている。

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

事 業 の 内 容 

『生涯学習情報誌』の発行（令和３年度よりWeb発行）
【日程】令和４年４月１日～令和５年３月３１
【内容】「何か学びたい」と感じた時、このガイドブックを利用してもらうことによって、「いつでも・どこでも・だれでも」生
涯学習に取り組める機会をつくる。

事 業 の 成 果

『生涯学習情報誌』は、市内各施設で実施している生涯学習に関する講座・教室が一冊にまとまっているので、問い合わせ等に迅
速に対応できる。

事業の達成基準 達成度の目安

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

15.生涯学習に関する情報提供と学習機会の提供

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

人権・地域教育課

1.男女共同参画を進めるための意識づくり

2.男女共同参画を進めるための教育・学習の推進

2.多様な選択を可能にする学習機会の提供
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO）

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

制度は理解されてきているが、職場の理解という部分ではまだ浸透しているとはいえない。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

制度の周知だけでなく、職場の理解を得るような啓発が必要になる。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

男性の育児休業の取得者が増加してきており、少しずつではあるが制度の浸透は図られてきている。

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

事 業 の 内 容 

・男性職員に対して育児休業等の制度の周知を図る

事 業 の 成 果

・男性職員の育児休業取得者数　Ｒ4：11人（R3：7人、R2：13人）

事業の達成基準 達成度の目安

男女共同参画の視点反映度

備　考 *重点施策
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

16.男性の意識改革の推進

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

人事課

1.男女共同参画を進めるための意識づくり

2.男女共同参画を進めるための教育・学習の推進

3.男性のエンパワメント支援
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO）

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

企業内人権教育推進協議会については、企業における人権教育全般に関して推進する団体のため、男女共同参画に特化した研修
を毎年できるわけではない。
また、ホームページへの情報掲載については、随時、最新の情報への更新作業を実施しないと、継続的な情報提供が出来ないと
いう問題点がある。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

ホームページや啓発リーフレット等による多くの媒体、研修会等による様々な情報提供の機会を継続的に創出していき、男女共
同参画を進めるための意識づくりを促していく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

48

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

企業内人権教育推進協議会において、毎年実施している人権研修が新型コロナウイルス感染症の影響で中止となった為、啓発
リーフレット等を会員事業者に対し送付し啓発活動を行ったが、市内企業等への幅広い周知には至らなかったので、達成基準を
Cとした。

A   十分達成している ９割以上

C
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

事 業 の 内 容 

事業所に対し、啓発リーフレット等を通じて、男女平等意識に関する情報提供を行った。
また、市ホームページにて、男女雇用機会均等法や育児・介護休業法などの法改正の概要などを記載したページを新設し、広く一
般に周知を図った。

事 業 の 成 果

企業内人権教育推進協議会において、毎年実施している視察研修が新型コロナウイルス感染症の影響で中止となったが、事業所に
対し、啓発リーフレット等を通じて、男女平等意識の啓発活動を行った。
また、市ホームページに関連情報を新たに掲載することで、法改正の概要や支援制度についての周知を図ることが出来た。

事業の達成基準 達成度の目安

男女共同参画の視点反映度

備　考 *重点施策
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

16.男性の意識改革の推進

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

地域振興課

1.男女共同参画を進めるための意識づくり

2.男女共同参画を進めるための教育・学習の推進

3.男性のエンパワメント支援
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 16.男性の意識改革の推進

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

人権政策課

1.男女共同参画を進めるための意識づくり

2.男女共同参画を進めるための教育・学習の推進

3.男性のエンパワメント支援

男女共同参画の視点反映度

備　考 *重点施策
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

AＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

　笑ろてる「子育てパパ」になろう～ワークライフバランスが充実するパパの家庭・子育て参画～
　【日時】令和5年2月１９日(日) 10:00 ～ 12:00
　【場所】かしはらナビプラザ4階 男女共同参画広場
　【講師】特定非営利活動法人ファザーリングジャパン・関西　理事 浅山 貴宏さん
　【内容】男性がこれまで社会的に植え付けられたジェンダー意識のなか抱える負担を、ジェンダー意識にとらわれないことで楽にしていける
             ことを伝える。また改正育児・介護休業法(令和4年10月改正)、産後パパ育休制度(令和4年10月施行）を学び、ワークライフバラン
　　　　  スの見直しと、育児休暇取得の現状を知る機会とする。そして家庭内で男性が抱える悩みをグループワークを通して、参加者同士で共
             有できる時間を提供する。
　【参加人数】5名

事 業 の 成 果

令和4年10月に改正された育児・介護休業法の「産後パパ育休制度」について、情報提供することができた。

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

男性を対象とした講座等を企画するものの、参加人数が少ないのが実状である。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

男性にとっても生きやすい社会の形成を目指し、男性自身の固定的性別役割分担意識の解消に向け、商工会議所等と
連携し、男性や事業主に対して育児や介護に関する情報提供を行っていく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

75

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

 参加者アンケート結果では、「よくわかった」「わかった」との回答があり、令和4年10月より施行された
「産後パパ育休制度」について学び、ワークライフバランスの見直しと、育児休暇取得について知っていただく
ことができた。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 17.男性の家庭生活、地域活動等への参画の促進

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

人権政策課

1.男女共同参画を進めるための意識づくり

2.男女共同参画を進めるための教育・学習の推進

3.男性のエンパワメント支援

男女共同参画の視点反映度

備　考 *重点施策
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

AＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

　笑ろてる「子育てパパ」になろう～ワークライフバランスが充実するパパの家庭・子育て参画～
　【日時】令和5年2月１９日(日) 10:00 ～ 12:00
　【場所】かしはらナビプラザ4階 男女共同参画広場
　【講師】特定非営利活動法人ファザーリングジャパン・関西　理事 浅山 貴宏さん
　【内容】男性がこれまで社会的に植え付けられたジェンダー意識のなか抱える負担を、ジェンダー意識にとらわれないことで楽にしていける
             ことを伝える。また改正育児・介護休業法(令和4年10月改正)、産後パパ育休制度(令和4年10月施行）を学び、ワークライフバラン
             スの見直しと、育児休暇取得の現状を知る機会とする。そして家庭内で男性が抱える悩みをグループワークを通して、参加者同士で共
             有できる時間を提供する。
　【参加人数】5名

事 業 の 成 果

ロールモデルの講師に、家庭内での家事や育児における日常生活でのお話をしていただくことで、参加男性にとっても身近に感じ、自分事
として仕事と生活のバランスのとれた充実した人生に向けて考える機会にしていただくことができた。

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

男性を対象とした講座等を企画するものの、参加人数が少ないのが実状である。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

男性にとっても生きやすい社会の形成を目指し、男性自身の固定的性別役割分担意識の解消に向け、商工会議所等と
連携し、男性や事業主に対して育児や介護に関する情報提供を行っていく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

75

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

参加者アンケート結果では、「ロールモデルの発表が分かりやすかった」「パパとママとの関係性や、二人で子どもの事
を考える大切さを実感した」といったご意見をいただき、家庭内で男性が家事や育児などに参画することの大切さについて
学ぶ機会を提供することができた。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 18.男性のネットワーク支援

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

人権政策課

1.男女共同参画を進めるための意識づくり

2.男女共同参画を進めるための教育・学習の推進

3.男性のエンパワメント支援

男女共同参画の視点反映度

備　考 *重点施策
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

AＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

　笑ろてる「子育てパパ」になろう～ワークライフバランスが充実するパパの家庭・子育て参画～
　【日時】令和5年2月１９日(日) 10:00 ～ 12:00
　【場所】かしはらナビプラザ4階 男女共同参画広場
　【講師】特定非営利活動法人ファザーリングジャパン・関西　理事 浅山 貴宏さん
　【内容】男性がこれまで社会的に植え付けられたジェンダー意識のなか抱える負担を、ジェンダー意識にとらわれないことで楽にしていける
             ことを伝える。また改正育児・介護休業法(令和4年10月改正)、産後パパ育休制度(令和4年10月施行）を学び、ワークライフバラン
             スの見直しと、育児休暇取得の現状を知る機会とする。そして家庭内で男性が抱える悩みをグループワークを通して、参加者同士で共
             有できる時間を提供する。
　【参加人数】5名

事 業 の 成 果

家庭内で男性が抱える悩みをグループワークを通して、参加者同士で共有できる時間を提供することができた。

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

男性を対象とした講座等を企画するものの、参加人数が少ないのが実状である。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

男性にとっても生きやすい社会の形成を目指し、男性自身の固定的性別役割分担意識の解消に向け、商工会議所等と
連携し、男性や事業主に対して育児や介護に関する情報提供を行っていく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

75

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

参加者アンケート結果では、「人によって悩みがあると思うので、そう言った事を話しやすい場があればと感じ
ました」「参加者同士で話ができたのも良かったです」「パパ同士の交流の機会をこれからも欲しいです」といった
ご意見をいただき、子育て中のパパの交流の場を提供することができた。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO）

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

男女問わずともに参加できる環境の整備を充実させる。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

今後も幅広く人権教育の充実を図ることで、男女共同参画社会の実現をめざす。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

男性の家庭生活（主に育児）への参加を促進する事業として支援している。
参加者の確保が難しい。

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

事 業 の 内 容 

・家庭教育支援事業「赤ちゃんとあそぼう」
【日程】令和４年６月５日（日）、６月１９日、７月１７日、１０月２３日（日）　於　中央公民館
【内容】男性の家庭性生活参加を促す講座（橿原市地域家庭教育推進協議会に委託）　のべ参加者数：４２名

事 業 の 成 果

・乳幼児と父親のスキンシップを通じ、父親の家庭教育参加の促進を図ることで男性の家庭生活への参加のきっかけづくりに貢献
している。

事業の達成基準 達成度の目安

男女共同参画の視点反映度

備　考 *重点施策
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

18.男性のネットワーク支援

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

人権・地域教育課

1.男女共同参画を進めるための意識づくり

2.男女共同参画を進めるための教育・学習の推進

3.男性のエンパワメント支援
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO）

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

各種団体への充て職による委員委嘱の場合、女性の代表者等が少なく、また専門分野の委員にも女性が少ないことから、登用が
難しいのが現状である。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

「橿原市執行機関の附属機関に関する条例」「橿原市審議会等の設置及び運営並びに会議の公開に関する要綱」に基づき、女性
の参画推進に全庁的に取り組んでいく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

市職員が審議会等への女性の参画の重要性について、さらに認識を深め、女性の参画推進を図っていく。

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

事 業 の 内 容 

審議会等における女性の登用率については、３０％を目標数値として掲げ、審議会・委員会等への女性の積極的な登用を図ってい
く。

事 業 の 成 果

令和４年度における市審議会等への女性の登用率については、26.3％であり、達成度は8割８分であった。

事業の達成基準 達成度の目安

男女共同参画の視点反映度

備　考 *重点施策
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

19.橿原市審議会・行政委員会への女性の登用促進

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

全課

2.男女共同参画の推進による豊かな社会づくり

3.政策・方針決定の場への女性の参画の促進

1.市審議会等への女性の参画促進
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO）

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

・眠っている女性リーダーをどのように発掘していくかが重要課題であり、女性が能力を発揮するきっかけとなる支援等を検討し
ていく必要がある。また、推進団体間の交流や情報交換の場をより多く設けていく必要がある。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

女性リーダーの発掘や、男女共同参画に関する講座の開催を通じて、女性リーダーの育成を推進し、審議会等への登用を推進し
ていく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

75

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

・男女共同参画推進団体との共催で講演会や講座等を開催し、団体等に事業の企画・運営に携わっていただくことで、団体の育成とリーダーの
　育成に繋がった。

・家庭や職場等でアサーション力がアップすると、自己肯定感が高まり生きやすくなることから、女性のエンパワメント支援に繋げることがで
　きた。

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

事 業 の 内 容 

・男女共同参画推進登録団体育成、リーダー養成講座を開催した。
 【講師】橿原市男女共同参画推進登録団体 フラワーガーデン　代表  オーバーヘイム容子 さん
 【日時】令和5年3月17日(金) 10:00～12:00
 【内容】生きづらさって何？ 〜依存症回復支援からウェルビーイング支援へ〜 【参加人数】14名

・アサーション講座～人間関係をよくして生きやすい自分になる～
 【日時】令和4年①7月15日(金)10:00～12:00  ②7月22日(金)10:00～12:00  ③7月29日(金)10:00～12:00【参加人数】①10名 ②8名 ③8名
 【場所】かしはらナビプラザ4階 男女共同参画広場　【講師】フェミニストカウンセリング堺 カウンセラー 杉本 志津佳さん
 【内容】家庭や職場など様々な場において、自分の素直な気持ちに気づき、自分も相手も大切にする伝え方を学ぶ。

事 業 の 成 果

・登録団体と共催事業として実施していくことで、登録団体メンバーが男女共同参画の知識を深め、地域活動や市民活動で男女共同参画推進に
　向けた団体の育成とリーダー育成に繋がった。

・自分の素直な気持ちに気付き、自分も相手も尊重し合える伝え方を学ぶことで、今後の生き方について考える機会を提供することができた。

事業の達成基準 達成度の目安

男女共同参画の視点反映度

備　考 *重点施策
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

AＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

20.男女共同参画の視点に立ったグループや女性リーダーの育成

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

人権政策課

2.男女共同参画の推進による豊かな社会づくり

3.政策・方針決定の場への女性の参画の促進

1.市審議会等への女性の参画促進
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO）

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

・育児や介護休暇等を理由に管理職への登用を思いとどまっている女性職員へ、キャリアデザイン等を提示し、認識を改める方
策の検討が必要になる。
・育児休業制度については理解されてきているが、職場の理解という部分ではまだ浸透しているとはいえない。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

・国や他市町村等の動向を見守りながら、具体的な方策を検討していく。
・制度の周知だけでなく、職場の理解を得るような啓発が必要になる。
・今後もメンタルヘルスケアの充実を図るような制度を実施していく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

・男性の育児休業の取得者が増加してきており、少しずつではあるが制度の浸透は図られてきている。

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

事 業 の 内 容 

　・女性リーダーの研修等、女性職員を対象とした研修に参加。
　・昇格試験の実施。
　・男性職員に対して育児休業等の制度の周知を図る。
　・市役所内のメンタルヘルスケアの充実を図るため、「こころの健康相談室」の開設、職員カルテの実施等を行い、
 　  職員のメンタルケアを実施している。

事 業 の 成 果

　・女性管理職の割合　令和4年4月1日現在　30.1%（全管理職272人中　女性管理職82人）
　・男性職員の育児休業取得者数　R4：11人（R3:7人、R2：13人）

事業の達成基準 達成度の目安

男女共同参画の視点反映度

備　考
*重点施策
*女性活躍推進計画

A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

21.橿原市女性職員活躍推進アクションプランの推進

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

人事課

2.男女共同参画の推進による豊かな社会づくり

3.政策・方針決定の場への女性の参画の促進

2.市役所における政策・方針決定過程への女性の積極的登用
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO）

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

管理署試験の受験・合格が大前提であり、個人の意思と能力等に関係し、資格をもっている女性が少ないため、
なかなか進まないのが現状であり、今後も引き続き管理職試験受験を推奨していく必要がある。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

県の主要な研修への推薦等、女性が表に立って活躍できるような場面をつくり、管理職への意欲の醸成を図っていく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

100

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

令和5年４月１日付け人事異動において、２名の女性を教頭として新たに登用し、
女性管理職を16名とした。

A   十分達成している ９割以上

A
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

事 業 の 内 容 

校長会、教頭会等での教頭・校長承認試験受験の推奨・啓発を行い、女性管理職の登用を積極的に行う。

事 業 の 成 果

教職員の管理職に占める女性の割合　31.1％
（令和4年4月1日現在、管理職45人中、女性管理職14人）

事業の達成基準 達成度の目安

男女共同参画の視点反映度

備　考
*重点施策
*女性活躍推進計画

A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

AＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

21.橿原市女性職員活躍推進アクションプランの推進

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

学校教育課

2.男女共同参画の推進による豊かな社会づくり

3.政策・方針決定の場への女性の参画の促進

2.市役所における政策・方針決定過程への女性の積極的登用
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 21.橿原市女性職員活躍推進アクションプランの推進

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

人権政策課

2.男女共同参画の推進による豊かな社会づくり

3.政策・方針決定の場への女性の参画の促進

2.市役所における政策・方針決定過程への女性の積極的登用

男女共同参画の視点反映度

備　考
*重点施策
*女性活躍推進計画

A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

AＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

・男女共同参画の視点に配慮した施策の推進が図れるように、市職員を対象としたオンライン研修を実施。
【視聴期間】令和4年10月17日(月)～10月31日(月)
【テーマ】タイムマネジメント講座
【講師】人材活性・チームコンサルタント　ソーシャルスキル・プログラム合同会社 代表 吉田真知子さん
【内容】働き方改革にあわせて、自分時間を確保するための時間管理術を身に付け、タイムマネジメントのノウハウを理解することで、
　　　　ワークライフバランスを推進する。　【受講者数】666名

・男性職員の育児休業、介護・看護休暇取得の向上のための「いくじのススメ」ハンドブック、そして職場におけるワーク・ライフ・
　バランス推進に向けた「ワーク・ライフ・バランスを実現するためのコツ」ハンドブックを掲載し、情報提供している。

事 業 の 成 果

・動画研修としたことにより、666人の職員が受講した。ワークライフバランスを推進するため、タイムマネジメントのノウハウを理解
　することができた。

・「いくじのススメ」ハンドブックでは、育児に関する休暇制度の説明及び休暇制度のQ＆Aを掲載し、また「みんなこんな時どうしてる
　の？」ハンドブックでは、 学校が長期休暇中に、子どもはどうしてるのか？等の疑問についての市職員の対応策を掲載した冊子を市ホー
　ムページに掲載し、職場環境作りの情報提供をすることができた。

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

職場において、ワーク・ライフ・バランスについて考え、より良い職場環境づくりを進めていく必要がある。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

すべての職員の働き方の見直しによるワーク・ライフ・バランスを推進していく。特に、男性職員の育児休業、介護・看護休暇の取得率の
向上をめざしていく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

75

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

・働き方改革にあわせて、タイムマネジメントのノウハウを理解し、自分時間を確保するための時間管理術を身に着け、効率の良い仕事
　の仕方などの学習機会を提供することができた。

・長時間労働を前提とした働き方の見直しや短時間勤務、在宅勤務等のライフスタイルに応じた多様な働き方の提案、ワーク・ライフ・
　バランス実現のための情報提供をしていく必要がある。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO）

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

市民団体や地域組織は、行政と協働のまちづくりにおいて不可欠なパートナーであるため、情報提供や啓発活動は重要である。
地域活動の企画・運営に携わる方は女性が多く、参加者も大多数が女性であるがリーダーは男性が多い。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

ボランティア団体やNPO法人などの市民活動団体の活動には女性のほうが多く、男性の参加が少ないため、男性の活動参加を促
進していき、男女ともにリーダーとなるべき人を育成していく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

コロナ禍のため事業の縮小等はあったが、感染症対策を行いつつ、橿原市ボランティア連絡協議会と共催でボランティアフェス
ティバルを実施したり、市民活動講座等の主催事業を開催した。

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

事 業 の 内 容 

市民活動交流広場で、ボランティア等の市民活動団体の活動促進のための団体情報の発信や、助成金・ボランティア募集・講座案
内などの情報の提供、団体の活動支援を行った。
市民公益活動啓発
・ひろばの寺子屋　2回　→ボランティア活動活性のための体験講座
・サロンの日（橿原市ボランティア連絡協議会）　→毎月10日開催
・NPO事業紹介（橿原市NPO法人連絡会）　→毎月第３日曜日に開催
市民公益活動支援
・市民活動講座　2回→市民公益活動を行っている方、これから始める方向けに、活動に資する情報を提供。

事 業 の 成 果

市民活動交流広場における活動で、橿原市ボランティア連絡協議会や橿原市NPO法人連絡会と連携して、市民の活動参加や交流を
促すイベントの実施・参加を支援した。

事業の達成基準 達成度の目安

男女共同参画の視点反映度

備　考 *女性活躍推進計画
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

22.男女共同参画の取組を推進する事業所や地域活動団体・市民活動団体との連携強化

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

市民協働課

2.男女共同参画の推進による豊かな社会づくり

3.政策・方針決定の場への女性の参画の促進

3.事業所等における政策・方針決定過程への女性の参画促進
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO）

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

眠っている女性リーダーをどのように発掘していくかが重要課題であり、女性が能力を発揮するきっかけとなる支援等を検討し
ていく必要がある。また、推進団体間の交流や情報交換の場をより多く設けていく必要がある。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

女性リーダーの発掘や、男女共同参画に関する講座の開催を通じて、女性リーダーの育成を推進し、審議会等への登用を推進し
ていく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

75

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

・家庭や職場等でアサーション力がアップすると、自己肯定感が高まり生きやすくなることから、女性のエンパワメント支援に
繋げることができた。

・男女共同参画推進団体との共催で講演会や講座等を開催し、団体等に事業の企画・運営に携わっていただくことで、団体の育
成とリーダーの育成に繋がった。

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

事 業 の 内 容 

・アサーション講座～人間関係をよくして生きやすい自分になる～
 【日時】令和4年①7月15日(金)10:00～12:00  ②7月22日(金)10:00～12:00  ③7月29日(金)10:00～12:00【参加人数】①10名　②8名　③8名
 【場所】かしはらナビプラザ4階 男女共同参画広場　【講師】フェミニストカウンセリング堺 カウンセラー 杉本 志津佳さん
 【内容】家庭や職場など様々な場において、自分の素直な気持ちに気づき、自分も相手も大切にする伝え方を学ぶ。

・男女共同参画推進登録団体育成、リーダー養成講座を開催した。
 【講師】橿原市男女共同参画推進登録団体 フラワーガーデン　代表  オーバーヘイム容子 さん
 【日時】令和5年3月17日(金) 10:00～12:00
 【内容】生きづらさって何？ 〜依存症回復支援からウェルビーイング支援へ〜 【参加人数】14名

事 業 の 成 果

・自分の素直な気持ちに気付き、自分も相手も尊重し合える伝え方を学ぶことで、今後の生き方について考える機会を提供することができた。

・登録団体と共催事業として実施していくことで、登録団体メンバーが男女共同参画の知識を深め、地域活動や市民活動で男女共同参画推進に
　向けた団体の育成とリーダー育成に繋がった。

事業の達成基準 達成度の目安

男女共同参画の視点反映度

備　考 *女性活躍推進計画
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

AＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

22.男女共同参画の取組を推進する事業所や地域活動団体・市民活動団体との連携強化

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

人権政策課

2.男女共同参画の推進による豊かな社会づくり

3.政策・方針決定の場への女性の参画の促進

3.事業所等における政策・方針決定過程への女性の参画促進
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO）

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

出前講座は地域で活動する団体によく利用され、継続した学習の機会を提供しているが、講座の内容によっては参加者に男女の
偏りがある上、全体的に女性参加者の割合が高い。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

行政の出前講座は、コロナ禍で市民の利用を増やす工夫をしたメニューの提供を続ける。また、ボランティアを講師としたメ
ニューやそれぞれの専門・得意な分野の講座を開設いただけるように働きかけを行い、より多くの市民が男女関係なく利用でき
る講座を増やして、受講件数・受講人数の増加に努める。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

コロナ禍による事業縮小により、市民活動は制限されたが、代わりに広場からホームページ等による情報発信を強化した。

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

事 業 の 内 容 

「かしはら出前講座」を通年で実施、行政職員が講師のメニュー７０講座、ボランティアが講師のメニュー３９講座を揃え、６３
講座（コロナによる中止１３件）実施し、１,０３１人の受講があった。コロナ禍で市民活動公募事業補助金の応募は4件と少な
かったが、橿原市ボランティア連絡協議会とかしはら市ボランティアフェスティバルを共催し、ブースにて市民活動交流広場の周
知をはかった。

橿原市市民活動公募事業支援補助金　採択事業
・デジタル活用支援員養成講座　→講座と実習を通して、支援員の養成を行った
・ジェンダー平等社会に向けての傾聴者養成事業　　→講座を通して、傾聴ボランティアの育成を行った
・未来の街マルシェ事業　→子どもたちの職業の選択肢を広げるため、地域との協力で職業体験イベントを実施
・伝統文化体験　→日本の伝統文化である箏を経験するワークショップを開催

事 業 の 成 果

「かしはら出前講座」は毎年多くの受講があったが、令和4年度はコロナ禍によりそれ以前と比べるとかなり減少している。行政及
びボランティアの出前講座の受講は一部に集中しており、様々なメニューを受講してもらえるよう検討している。

事業の達成基準 達成度の目安

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

23.市民活動団体や市民の交流、自主的な活動の場の提供

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

市民協働課

2.男女共同参画の推進による豊かな社会づくり

4.まちづくりにおける男女共同参画の推進

1.地域活動における男女共同参画の推進
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 23.市民活動団体や市民の交流、自主的な活動の場の提供

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

人権政策課

2.男女共同参画の推進による豊かな社会づくり

4.まちづくりにおける男女共同参画の推進

1.地域活動における男女共同参画の推進

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

AＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

男女共同参画推進団体による自主的な活動の場を提供
・「なら中和自閉症スペクトラム児親の会にじいろ」定例会を開催（年6回）
・「ならジェンダー平等ネットワーク」定例会を開催（年16回）
・「子育て女性の傾聴ボランティアぱんだ」定例会を開催（年13回）

事 業 の 成 果

男女共同参画推進の拠点施設である男女共同参画広場において、男女共同参画推進団体自らが主体的に運営し、交流、情報収集・
交換、企画等ができるように、支援することができた。

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

男女共同参画推進団体に対しては、かしはらナビプラザ4階男女共同参画広場を活用し、男女共同参画推進に繋がる事業の計
画・運営等をしていただけるよう、広場の運営に努めていく必要がある。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

これまで訪れたことがない市民が気軽に立ち寄り、また参加・参画できるよう、ニーズに即した事業を展開していく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

75

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

男女共同参画推進団体が主体となり、市民との交流、情報収集・交換などの場を企画・運営することで、女性リーダーの育成にも
つながっている。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO）

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

参加意向があるにも関わらず、現実には地域活動等に参加できていない方々が参加・参画できるように支援をしていくことが必
要である。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

これまで訪れたことがない市民が気軽に立ち寄り、また参加・参画できるよう、ニーズに即した事業を展開していく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

75

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

男女共同参画推進団体が主体的に、男女共同参画の視点に立った事業を企画・運営することで、女性リーダーの育成にもつながっ
ている。

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

事 業 の 内 容 

・男女共同参画推進登録団体育成、リーダー養成講座を開催した。
【講師】橿原市男女共同参画推進登録団体 フラワーガーデン　代表  オーバーヘイム容子 さん
【日時】令和5年3月17日(金) 10:00～12:00
【内容】生きづらさって何？ 〜依存症回復支援からウェルビーイング支援へ〜　【参加人数】14名

・男女共同参画推進登録団体との共催事業、男女共同参画広場サロン「おしゃべりかふぇ」を開催した。
【共催団体】橿原市男女共同参画推進団体「子育て傾聴ボランティアぱんだ」
【日時】毎月第２金曜日10時～１２時（令和４年4月～令和５年3月）全１２回開催
【場所】かしはらナビプラザ4階 男女共同参画広場　　　　【参加人数】延べ45名

事 業 の 成 果

登録団体メンバーが男女共同参画の知識を深め、地域活動や市民活動で男女共同参画推進に向けた団体の育成とリーダー育成に繋がった。

事業の達成基準 達成度の目安

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

AＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

24.地域活動における男女共同参画の推進

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

人権政策課

2.男女共同参画の推進による豊かな社会づくり

4.まちづくりにおける男女共同参画の推進

1.地域活動における男女共同参画の推進
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 24.地域活動における男女共同参画の推進

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

市民協働課

2.男女共同参画の推進による豊かな社会づくり

4.まちづくりにおける男女共同参画の推進

1.地域活動における男女共同参画の推進

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

市民活動交流広場で、ボランティア等の市民活動団体の活動促進のための団体情報の発信や、助成金・ボランティア募集・講座案
内などの情報の提供、団体の活動支援を行った。

事 業 の 成 果

市民活動交流広場での市民活動団体及び個人の登録を通年で実施し、１2４団体・１３人の登録があった。
市民活動交流広場の利用者数、７，０７０人。
市民及び市民活動団体対象の「市民活動講座」を２回実施、のべ３２人参加。
その他、市民活動団体の活動発信、ボランティア募集、助成金情報・報告書等の作成支援を実施。

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

ボランティアの募集や斡旋などでは、女性のボランティア活動への参加意欲は高いが、ボランティアの受け入れ先の要望等で、
マッチングが上手くいかない場合がある。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

市民活動交流広場でのボランティア等の市民活動団体の活動促進のための団体情報の発信や、助成金・ボランティア募集・講座
案内などの情報の提供、団体の活動支援を通して、女性の活動参画を推進する。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

団体の構成員の高齢化や減少に加え、新型コロナウイルス感染症により、従来から活動している団体も活動休止や、縮小してい
る事例があり、新しいボランティアの担い手の育成が必要不可欠である。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO）

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

観光事業の推進にあたって、現時点での男女共同参画の視点に立った問題点は把握できていないが、今後イベント等の事業を実
施していく中で、来訪者（観光客、イベント参加者）にアンケート等を行いながら、必要な対策を行っていく必要がある。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

男女に関わりなく、全ての人々に橿原市への関心を深めていただき、来訪に結び付けていくとともに、来訪者の満足度を上げる
ため、さまざまな角度から検証を行ない情報提供や施設管理、事業改善を進めていく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

観光事業の取組みは、男女の職員がそれぞれ意見を出し合って事業を進めており、現時点で男女共同参画視点に立った大きな課
題は特にはない。しかし、目に見えない課題がないか引き続き業務を行う中で、検討していく必要がある。

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

事 業 の 内 容 

平成２８年度から行っているSNSでの情報発信において、女性目線での観光誘致を意識し、女性職員の意見を反映しつつ広報活動
を行った。また、男女の別なく来訪者が快適に市内を観光できるよう、観光案内や観光トイレなどの利便施設等の維持管理に努め
た。

事 業 の 成 果

女性職員の意見を反映した広報活動（SNS）を行った結果、SNSをきっかけに橿原市を訪れてくれる人の割合が増えた。（令和4
年度宿泊客アンケート結果より）

事業の達成基準 達成度の目安

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

25.男女共同参画の視点に立った観光事業の推進

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

観光政策課

2.男女共同参画の推進による豊かな社会づくり

4.まちづくりにおける男女共同参画の推進

2.男女共同参画の視点に立ったまちづくりの推進
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 26.男女共同参画の視点に配慮した「地域防災計画」「防災マニュアル」の立案と推進

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

危機管理課

2.男女共同参画の推進による豊かな社会づくり

4.まちづくりにおける男女共同参画の推進

3.防災における男女共同参画の推進

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

　防災会議が策定する『橿原市地域防災計画』や『防災マニュアル』に女性ならではの多様な意見を取り込む ことにより、有効な
防災・減災対策に取り組んでいる。

事 業 の 成 果

　令和4年度防災会議の女性委員数：4名（令和4年度防災会議開催せず）

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

防災会議委員構成は男女比に偏りがあるが、各団体代表で組織されているため直接的な手段が困難である。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

　パブリックコメントなどの手法を通じて幅広い視点・意見を反映させていく必要がある。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

『地域防災計画』、『防災マニュアル』に関わる防災会議委員は各団体代表で組織されているため、男女比に偏りがある。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 27.男女共同参画の視点に立った自主防災組織の運営

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

危機管理課

2.男女共同参画の推進による豊かな社会づくり

4.まちづくりにおける男女共同参画の推進

3.防災における男女共同参画の推進

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

　災害への取り組みは、自助・共助・公助それぞれの役割を果たし、連携することが重要であり、自主防災組織の 果たす役割は大
きく、防災・減災に係る知識及び技術の習得を促すため、訓練、出前講座等を通じ地域防災力の 向上に努めている。

事 業 の 成 果

自主防災組織数：１５３組織（令和4年度末時点）
橿原出前講座開催数：０回（令和4年度末時点）コロナウィルス感染症拡大防止のため、出前講座開催を控えている。

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

自主防災組織における男性役員の割合が大きいため、固定的な性別役割分担意識に捉われない組織運営ができているかが課題で
ある。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

災害時における性差によるニーズへの対応、性別に捉われない活動ができるように、多様な意見を取り入れた活動となるための
支援を行う。（例：備蓄物資）

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

自主防災組織内には多数の女性参加者が見受けられる一方、組織のリーダーには、男性が占める割合が高い。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 27.男女共同参画の視点に立った自主防災組織の運営

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

人権政策課

2.男女共同参画の推進による豊かな社会づくり

4.まちづくりにおける男女共同参画の推進

3.防災における男女共同参画の推進

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

CＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

平常時から男女が協力した地域活動の啓発を進めていく。

事 業 の 成 果

該当する事業が実施できていない。

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

D
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

避難所運営において、女性専用窓口の設置等、女性が意見を出しやすい環境づくりや女性防災リーダーの養成が必要である。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

緊急時において、固定的な性別役割分担意識にとらわれず行動ができるよう、平時から男女が協力した地域活動の啓発を進めて
いく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

15

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

令和4年度については、該当する事業を実施していないため。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 28.女性消防団の取組の充実と活動の周知

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

危機管理課

2.男女共同参画の推進による豊かな社会づくり

4.まちづくりにおける男女共同参画の推進

3.防災における男女共同参画の推進

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

平常時は市民を対象としてかしはら安心パークでの救命処置訓練を実施している。また、災害時においては女性目線での対応や、
提案等を見込んでいる。

事 業 の 成 果

コロナ禍ではあったが、かしはら安心パークでの救命処置訓練を受講された方に対して、少人数での訓練指導を行った。
令和５年４月１日時点での女性消防団員数：３０名（定員３０名）

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

現在、特定の管轄区域のない女性消防団（第１０分団）が救命救急訓練指導や大規模災害時の後方支援を主に行い、管轄地域の
ある男性分団（第１～９分団）が消火訓練指導や消火・水防活動を行うことが明確に役割分担されている。仮に女性消防団員が
男性分団に入団を希望した場合、直ちに受け入れる体制が整っていない。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

女性消防団員の内、希望者には性別にとらわれない活動ができるような対応と、そのための平常時の訓練環境が必要であると考
える。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

消防団という男性社会の中で、女性の視点で防災を考えられるとして近年、女性消防団が注目されているが、県内では橿原市が
いち早く女性消防団が結成された。全国的に女性消防団員は、防火訪問指導や広報活動を中心に活動しているが、本市女性消防
団では市民に対する心肺蘇生訓練やＡＥＤ取扱訓練などの訓練指導を行っている。また、女性ならではの視点で、学童クラブな
どの小学生を対象にした防火教育にも力を入れている。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 29.女性の様々なチャレンジに関する情報提供と講座の開催

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

人権政策課

2.男女共同参画の推進による豊かな社会づくり

4.まちづくりにおける男女共同参画の推進

4.女性の地域活動・市民活動等での活躍促進

男女共同参画の視点反映度

備　考 *重点施策
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

AＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

・アサーション講座 ～人間関係をよくして生きやすい自分になる～
 【日時】令和4年 ①7月15日(金)10:00 ～12:00  　②7月22日(金)10:00 ～12:00　  ③7月29日(金)10:00 ～12:00
 【場所】かしはらナビプラザ4階 男女共同参画広場   【講師】フェミニストカウンセリング堺 カウンセラー 杉本 志津佳さん
 【内容】家庭や職場など様々な場において、自分の素直な気持ちに気づき、自分も相手も大切にする伝え方を学ぶ。
 【参加人数】①10名　②8名　③8名

事 業 の 成 果

　自分の素直な気持ちに気付き、自分も相手も尊重し合える伝え方を学ぶことで、今後の生き方について考える機会を提供することができた。

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

A
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

女性のチャレンジに関しては、まずは第一歩を踏み出していただくことが重要であるため、そのきっかけとなるような女性のた
めのエンパワメント支援事業を検討していく必要がある。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

女性がチャレンジし、生涯にわたりキャリアを形成していくための事業内容を吟味し、多様な媒体を通じて情報提供や学習機会
を提供していく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

100

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

 自分の素直な気持ちに気付き、自分も相手も尊重し合える伝え方を学ぶことで、今後の生き方について考える機会を提供することができた。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 29.女性の様々なチャレンジに関する情報提供と講座の開催

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

中央公民館

2.男女共同参画の推進による豊かな社会づくり

4.まちづくりにおける男女共同参画の推進

4.女性の地域活動・市民活動等での活躍促進

男女共同参画の視点反映度

備　考 *重点施策
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

市民の多彩な趣味・教養・学習ニーズに応えるべく教養講座や生活文化講座を２６教室開催した。
公民館主催講座終了後も、より深く学習するためサークル活動や自主学習グループに入会して趣味や学習を継続される方もおら
れ、生涯学習の機会を提供するきっかけをつくっている。

事 業 の 成 果

公民館主催講座及びサークル活動を通して女性が生涯学習のきっかけづくりにチャレンジし、生涯にわたり人生の生きがいを形成
していくための多種多様な学習の機会やコミュニケーションを図り、楽しい時間を過ごせる仲間づくりの場の提供を行うことがで
きた。

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

家事や育児に時間を割いている若年層の女性に対して、学習機会の提供が少ない。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

女性のエンパワメント支援に繋がるように、今後も継続して多種多様な講座を開催していくように努めていく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

多種多様な講座を開催し、サークルへの加入や自主グループの結成を促し、女性に対して生涯学習のきっかけを通じて、社会進
出の機会を提供する事業である。またコミュニケーションを図り、楽しい時間を過ごせる仲間づくりの場の提供ができ、概ね成
果はあったと言える。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO）

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

地域活動や市民活動、学習等、「何かを始めてみたい」、でもどうすれば分からない女性がはじめの一歩を踏み出せる
よう、気軽に必要な情報が収集できるように情報提供の充実を図っていく必要がある。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

女性がエンパワメントできる様々な学習機会を男女共同参画広場で提供し、地域でのリーダーとなる人材の育成に取り組んでい
く。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

75

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

・男女共同参画推進団体メンバー自らが、講座を企画・運営等を行い、実践的な活動を通して、女性のエンパワメント
　支援及び女性リーダーの育成に繋がった。

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

事 業 の 内 容 

・男女共同参画推進登録団体育成、リーダー養成講座を開催した。
【講師】橿原市男女共同参画推進登録団体 フラワーガーデン　代表  オーバーヘイム容子 さん
【日時】令和5年3月17日(金) 10:00～12:00
【内容】生きづらさって何？ 〜依存症回復支援からウェルビーイング支援へ〜　【参加人数】14名

・こころをほぐして癒す講座　アロマハンドマッサージと足湯でリラックス
【講師】ハナまな　代表 村上 晃子さん （IFPA取得メディカルアロマセラピスト）
【日時】令和4年12月3日(土) 13:30～15:30
【内容】リラックスできる講座で心身を開放し、自身を見つめ、大切にする時間を作ることで、ワークライフバランスを整える。
【参加人数】17名

事 業 の 成 果

・登録団体メンバーが男女共同参画の知識を深め、地域活動や市民活動で男女共同参画推進に向けた団体の育成とリーダー育成に繋がった。

・コロナ禍で、家事・育児・仕事・介護・自分の時間等をバランスよく取ることができず、不調を抱える人が多く、不安定な状況が続く中、
　推進団体メンバーが講師となり、自ら企画した香りを用いたリラックスできる学習機会を提供することで、女性リーダーの育成だけでは
　なく、講座参加者にとってもエンパワメントに繋がった。

事業の達成基準 達成度の目安

男女共同参画の視点反映度

備　考 *重点施策
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

AＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

30.男女共同参画の視点に立ったグループや女性リーダーの育成

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

人権政策課

2.男女共同参画の推進による豊かな社会づくり

4.まちづくりにおける男女共同参画の推進

4.女性の地域活動・市民活動等での活躍促進
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO）

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

企業内人権教育推進協議会については、企業における人権教育全般に関して推進する団体のため、男女共同参画に特化した研修
を毎年できるわけではない。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

ホームページや啓発リーフレット等による多くの媒体、研修会等による様々な情報提供の機会を継続的に創出していき、男女共
同参画を進めるための意識づくりを促していく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

48

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

企業内人権教育推進協議会において、毎年実施している人権研修が新型コロナウイルス感染症の影響で中止となった為、啓発
リーフレット等を会員事業者に対し送付し啓発活動を行ったが、市内企業等への幅広い周知には至らなかったので、達成基準を
Cとした。

A   十分達成している ９割以上

C
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

事 業 の 内 容 

事業所に対し、啓発リーフレット等を通じて、男女平等意識に関する情報提供を行った。
また、市ホームページにて、男女雇用機会均等法や育児・介護休業法などの法改正の概要などを記載したページを新設し、広く一
般に周知を図った。

事 業 の 成 果

企業内人権教育推進協議会において、毎年実施している視察研修が新型コロナウイルス感染症の影響で中止となったが、事業所に
対し、啓発リーフレット等を通じて、男女平等意識の啓発活動を行った。
また、市ホームページに関連情報を新たに掲載することで、法改正の概要や支援制度についての周知を図ることが出来た。

事業の達成基準 達成度の目安

男女共同参画の視点反映度

備　考 *重点施策
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

30.男女共同参画の視点に立ったグループや女性リーダーの育成

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

地域振興課

2.男女共同参画の推進による豊かな社会づくり

4.まちづくりにおける男女共同参画の推進

4.女性の地域活動・市民活動等での活躍促進
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 30.男女共同参画の視点に立ったグループや女性リーダーの育成

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

市民協働課

2.男女共同参画の推進による豊かな社会づくり

4.まちづくりにおける男女共同参画の推進

4.女性の地域活動・市民活動等での活躍促進

男女共同参画の視点反映度

備　考 *重点施策
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

市民活動交流広場で、ボランティア等の市民活動団体の活動促進のために団体情報の発信や助成金・ボランティア募集・講座案内
などの情報の提供、団体の活動支援を行った。

事 業 の 成 果

市民活動交流広場での市民活動団体及び個人の登録を通年で実施し、１2４団体・１３人の登録があった。
市民活動交流広場の利用者数、７，０７０人。
市民及び市民活動団体対象の「市民活動講座」を２回実施、のべ３２人参加。
その他、市民活動団体の活動発信、ボランティア募集、助成金情報・報告書等の作成支援を実施。

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

市民公益活動の活性化を目的とした事業で男女関係なく地域活動・市民活動への参画を支援しているが、男性の参加者が少なく
かつ一部の分野に偏っており、ネットワークづくりと様々な分野への関心を促すことが必要である。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

市民活動交流広場において、市民活動団体の支援を通して引き続き男女共の活動への参加促進やネットワークづくりの支援を行
う。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

市民活動交流広場において、相談業務や団体運営の支援を行える専門性を持つ相談員を育成していく必要がある。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO）

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

女性リーダーのネットワーク支援の目的を明確化していき、他課とも連携していく必要がある。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

商工業に従事する女性が、それぞれの能力を十分に発揮し、地域ビジネスの展開や新産業の創出を図れるように情報提供等を行
い、必要な支援に努めていく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

橿原商工会議所女性会の会員内でのネットワークについては継続的な情報交換等が行われているが、女性会以外への支援方法が
確立していないのが現状であるので、達成基準をBとした。

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

事 業 の 内 容 

橿原商工会議所女性会の活動を通して、経営等に係る様々な情報交換等を行う。

事 業 の 成 果

橿原商工会議所女性会の総会、諸行事において、互いに必要な情報交換を行うことができた。

事業の達成基準 達成度の目安

男女共同参画の視点反映度

備　考 *重点施策
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

31.女性リーダーのネットワーク支援

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

地域振興課

2.男女共同参画の推進による豊かな社会づくり

4.まちづくりにおける男女共同参画の推進

4.女性の地域活動・市民活動等での活躍促進
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 31.女性リーダーのネットワーク支援

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

市民協働課

2.男女共同参画の推進による豊かな社会づくり

4.まちづくりにおける男女共同参画の推進

4.女性の地域活動・市民活動等での活躍促進

男女共同参画の視点反映度

備　考 *重点施策
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

AＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

市民活動交流広場で、ボランティア等の市民活動団体の活動促進のために団体情報の発信や助成金・ボランティア募集・講座案内
などの情報の提供、団体の活動支援を行った。

事 業 の 成 果

市民活動交流広場での市民活動団体及び個人の登録を通年で実施し、１2４団体・１３人の登録があった。
市民活動交流広場の利用者数、７，０７０人。
市民及び市民活動団体対象の「市民活動講座」を２回実施、のべ３２人参加。
その他、市民活動団体の活動発信、ボランティア募集、助成金情報・報告書等の作成支援を実施。

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

市民公益活動の活性化を目的とした事業で、男女ともに市民活動の対象としているので、女性リーダーの育成・ネットワーク支
援について、男女共同参画推進につながったかどうか明確に把握できない。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

市民活動交流広場において、市民活動団体の支援を通して引き続き女性リーダーとしての活動への参加促進やネットワークづく
りの支援を行い、情報発信も広く行っていく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

75

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

市民活動交流広場における登録数・利用者数のうち、女性の占める割合を明確に数値で挙げることはできないが、事業の実施や
広報によって出来るだけ多くの方に市民活動交流広場の利用につなげる啓発ができた。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO）

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

眠っている女性リーダーをどのように発掘していくかが重要課題であり、女性が能力を発揮するきっかけとなる支援等を検討し
ていく必要がある。また、推進団体間の交流や情報交換の場をより多く設けていく必要がある。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

市内事業所や地域活動団体・市民活動団体等で活躍する女性リーダーをつなぐネットワーク支援をしていく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

100

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

普段、個々に男女共同参画の視点で活動されている団体が一堂に会し、互いに男女共同参画の知識を深め、また各団体の女性
リーダーの交流の場となった。

A   十分達成している ９割以上

A
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

事 業 の 内 容 

・男女共同参画推進登録団体育成、リーダー養成講座を開催した。
【講師】橿原市男女共同参画推進登録団体 フラワーガーデン　代表  オーバーヘイム容子 さん
【日時】令和5年3月17日(金) 10:00～12:00
【内容】生きづらさって何？ 〜依存症回復支援からウェルビーイング支援へ〜
【参加人数】14名

事 業 の 成 果

男女共同参画議推進団体メンバーから順に講師を依頼し、女性がエンパワメントできる講座を登録団体向けに実施していただき、
団体間のネットワーク支援に繋がった。

事業の達成基準 達成度の目安

男女共同参画の視点反映度

備　考 *重点施策
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

AＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

31.女性リーダーのネットワーク支援

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

人権政策課

2.男女共同参画の推進による豊かな社会づくり

4.まちづくりにおける男女共同参画の推進

4.女性の地域活動・市民活動等での活躍促進
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO）

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

女性に特化した形での情報提供が定期的に実施できるわけでない。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

ホームページ等により、出来うる限りの周知啓発及び情報提供を積極的に行っていく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

48

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

毎週求人情報のチラシを更新し情報提供を行った。また、女性に特化したブースを設けた、シゴト応援フェアを開催したが、参
加者数も年々減少していることから、達成基準をCとした。

A   十分達成している ９割以上

C
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

事 業 の 内 容 

就職活動を支援し、広く市民に就労に関する機会や情報を提供する。
シゴト応援フェアの実施：
女性のための再就職相談、シニア世代の仕事相談、職業訓練案内、若者自立のための相談、無料職業紹介、福祉の仕事相談

事 業 の 成 果

シゴト応援フェア：令和５年1月１９日（木）・2０日（金）実施　女性相談件数３１件
毎週、ハローワークから提供される求人情報のチラシを更新

事業の達成基準 達成度の目安

男女共同参画の視点反映度

備　考
*重点施策
*女性活躍推進計画

A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

32.仕事情報や労働相談・就職相談の周知

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

地域振興課

3.男女がともにいきいきと働ける環境づくりと女性の活躍促進

5.女性や若者の就業支援

1.女性の職業能力の開発と就業のための支援
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO）

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

女性に特化した形での就職支援が難しい現状がある。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

ホームページ等により、出来うる限りの周知啓発及び情報提供を積極的に行っていく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

48

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

毎週求人情報のチラシを更新し情報提供を行った。また、女性に特化したブースを設けた、シゴト応援フェアを開催したが、参
加者数も年々減少していることから、達成基準をCとした。

A   十分達成している ９割以上

C
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

事 業 の 内 容 

就職活動を支援し、広く市民に就労に関する機会や情報を提供する。
シゴト応援フェアの実施：
女性のための再就職相談、シニア世代の仕事相談、職業訓練案内、若者自立のための相談、無料職業紹介、福祉の仕事相談

事 業 の 成 果

シゴト応援フェア：令和５年1月１９日（木）・2０日（金）実施　女性相談件数３１件
毎週、ハローワークから提供される求人情報のチラシを更新

事業の達成基準 達成度の目安

男女共同参画の視点反映度

備　考
*重点施策
*女性活躍推進計画

A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

33.女性の再就職・転職支援

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

地域振興課

3.男女がともにいきいきと働ける環境づくりと女性の活躍促進

5.女性や若者の就業支援

1.女性の職業能力の開発と就業のための支援
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 33.女性の再就職・転職支援

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

人権政策課

3.男女がともにいきいきと働ける環境づくりと女性の活躍促進

5.女性や若者の就業支援

1.女性の職業能力の開発と就業のための支援

男女共同参画の視点反映度

備　考
*重点施策
*女性活躍推進計画

A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

AＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

・「マザーズセミナー」（ハローワーク大和高田と共催）
　【日時】令和4年10月7日（金）10:00～11:30　【参加人数】6名　【場所】かしはらナビプラザ４階 男女共同参画広場
　【講師】①ハローワーク大和高田職員　②橿原市こども未来課及び子育てアテンダント
　【内容】①ハローワーク(マナーズコーナー)の利用の仕方、自己PRにつながる応募書類の書き方、面接のポイントと心構え
　　　　　②保育所等の入所手続き及び子育て支援に関する情報

・女性のための就職面接会（ハローワーク大和高田・桜井と共催）
　【日時】令５年2月24日（金）10:00～11:30　【参加人数】18名
　【場所】大和信用金庫八木支店3階 第1会議室
　【内容】・仕事と生活の両立支援に取り組む3事業所との就職面接会
　　　　  ・ハローワークマザーズコーナー就職支援ナビゲーターが履歴書の書き方や面接時のポイントに応じる相談コーナー

事 業 の 成 果

　子育てをしながら仕事を探している女性、または子育てのために退職して再就職を目指している女性に対して、ハローワーク大
和高田と共催し、就職のために必要な知識や求職活動の進め方等を学ぶ機会や保育所入所手続き子育て支援に関わる情報等の提供
ができた。

　仕事と生活の両立支援に取り組む3事業所との就職面接会により、3名が採用となり、就職に繋がった。

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

女性が職住近接で働けるよう、市内事業所への就職や継続就業の支援、並びにキャリア教育や再就職支援セミナーの実施にさら
に取り組まなければならない。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

子育て女性就職相談窓口やマナーズコーナー（ハローワーク大和高田内）の周知をするとともに、合同企業説明会の開催や再就
職・転職支援講座の開催等を行っていく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

75

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

仕事を探している女性や子育てのために退職し、再就職を目指している女性に対する就職支援につなげることができた。
今後も子育て女性就職相談窓口や、再就職・転職支援講座の開催等を行う。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO）

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

女性に特化した形での就職支援が難しい現状がある。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

中小企業等で働く女性のスキルアップやキャリアアップに繋がるよう、商工会議所や関係機関等とも連携し、多様な就業意向に
応じた講座等の情報提供を行い、より充実した支援に努めていく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

スキルアップやキャリアアップに繋がるセミナー等と併せて女性向けのセミナー等の情報提供を定期的に実施できたので、達成
基準をBとした。

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

事 業 の 内 容 

国、県や関係機関等が実施するキャリアアップに関わるセミナー等のチラシをふるさとハローワーク前などの情報コーナーに設置
し、周知啓発を行う。
また、ポリテクセンター奈良と連携し、技術や知識を習得するための訓練生を定期的に広報かしはらを通じて募集する。

事 業 の 成 果

国、県や関係機関等が実施しているスキルアップやキャリアアップに繋がるセミナー等を情報提供することができた。

事業の達成基準 達成度の目安

男女共同参画の視点反映度

備　考
*重点施策
*女性活躍推進計画

A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

34.多様な就業意向に応じた支援の充実

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

地域振興課

3.男女がともにいきいきと働ける環境づくりと女性の活躍促進

5.女性や若者の就業支援

1.女性の職業能力の開発と就業のための支援
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO）

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

事業所等に労働に関する法律や制度の情報提供に対して、周知を図れても、実情として法令順守ができているかをなかなか確認
出来ない。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

今後も事業所に対して、様々な機会を通じて、労働に関する法律や制度の周知徹底を図っていく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

仕事をする上で役立つ法律や制度の最新情報を随時ホームページや商工会議所会報等で提供し、ある一定情報周知を実施してい
るので、達成基準をBとした。

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

事 業 の 内 容 

事業所に対し、啓発リーフレットやホームページ等を通じて、法律・制度の情報提供を行った。

事 業 の 成 果

労働に関する法律や制度等の情報提供を行うことができた。

事業の達成基準 達成度の目安

男女共同参画の視点反映度

備　考
*重点施策
*女性活躍推進計画

A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

35.労働に関する法律・制度の周知徹底

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

地域振興課

3.男女がともにいきいきと働ける環境づくりと女性の活躍促進

5.女性や若者の就業支援

1.女性の職業能力の開発と就業のための支援
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO）

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

事業を実施しているものの、男性の就農がほとんどで男女共同参画推進に向けた意識づくりに直接つながったか把握できていな
い。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

ホームページや農業関係のイベント等で事業の周知に努め、男女共同参画に向けた意識づくりに繋がるよう実施していく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

就農の際に要する初期投資が営農を始めることの一つの問題となっている。経営を開始する資金を支援する事により、若者の就
農者を増やすことを目的としており、徐々に成果が表れている。

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

事 業 の 内 容 

経営開始資金及び新規就農者経営発展支援事業補助金を交付した。
【内容】農業は高齢化、後継者不足、それに伴う耕作放棄地の増加といった多くの問題を抱えている。経営開始資金とは、持続可
能な農業を実現するため、認定新規就農者の資格を有し、就農時の年齢が４９歳以下で世帯全体所得６００万円以下等規定の要件
を満たした者を対象に、最長３年間（年間最大150万円）を給付することで、経営を始めて間もない時期の所得を確保し経営を安
定させる制度。
また、経営発展支援事業は、経営発展のための機械やビニールハウス等の施設の導入に際し、導入金額の一部を支援する制度。

事 業 の 成 果

経営開始資金及び新規就農者経営発展支援事業について、令和４年度は1名の方に給付をおこなった。交付対象者は令和４年度に認
定新規就農者の資格を有された女性であり、男女がいきいきと働ける環境づくりと女性の就農者の参画及び養成につながった。

事業の達成基準 達成度の目安

男女共同参画の視点反映度

備　考 *女性活躍推進計画
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

36.女性の就農者の養成

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

農政課

3.男女がともにいきいきと働ける環境づくりと女性の活躍促進

5.女性や若者の就業支援

2.農業や商工自営業等における男女共同参画の推進
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO）

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

女性起業家が取り扱っている商品をＰＲする際に、選定基準等の明確なガイドライン策定が必要になると思われる。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

男女に関わりなく、本市及び中南和地域への来訪へと結びつけていくためにも、来訪された観光客に満足していただけるような
女性のアイデアを活かした商品造成を積極的に推進すると共に、様々な角度から問題点を検証した上で進めていく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

観光振興を行う上で女性の来訪者を増加させることは、本市のみならず中南和地域の喫緊の課題である。その中で、女性起業家
が女性目線で造成した物産や体験プログラムは魅力的なコンテンツであり、今後観光振興において注力するべき領域であると考
える。

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

事 業 の 内 容 

女性起業家が取り扱っている商品の情報を市内のみならず、広く中南和地域において収集し、観光PRを行う際に、本市及び中南和
地域の魅力的コンテンツの一つとして紹介することにより、本市及び中南和地域の観光振興及び女性起業家の活躍推進を図る。

事 業 の 成 果

WEBやSNSを使った観光PRを行うことによって、多くの方に市内の観光スポットや女性起業家を含む飲食店舗の魅力を伝えるこ
とができたと思われる。

事業の達成基準 達成度の目安

男女共同参画の視点反映度

備　考 *女性活躍推進計画
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

37.6次産業化等にチャレンジする女性の支援

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

観光政策課

3.男女がともにいきいきと働ける環境づくりと女性の活躍促進

5.女性や若者の就業支援

2.農業や商工自営業等における男女共同参画の推進
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO）

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

農業者の多くは男性であり、男女共同参画の推進という面では女性の進出に向けた意識づくりなど、まだまだ課題はあると思わ
れる。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

収穫された農産物の加工・販売といった６次産業化には、女性の視点が不可欠なものであり、積極的な働きかけを通じて男女共
同参画を推進していく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

48

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

農業祭に出店いただいたものの、その他の各種イベントへの参加が困難だったため。

A   十分達成している ９割以上

C
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

事 業 の 内 容 

女性農業者が主となって結成された団体等が、農業イベントである「農業祭」に対して、市内で採れた農産物や農産加工品の対面
販売の出店してもらい、６次産業化等にチャレンジする女性の支援をおこなった。

事 業 の 成 果

農産物を活用した加工品（６次産業）の対面販売にチャレンジし、消費者の反応を伺える良い機会を持つことができた。

事業の達成基準 達成度の目安

男女共同参画の視点反映度

備　考 *女性活躍推進計画
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

37.6次産業化等にチャレンジする女性の支援

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

農政課

3.男女がともにいきいきと働ける環境づくりと女性の活躍促進

5.女性や若者の就業支援

2.農業や商工自営業等における男女共同参画の推進
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO）

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

創業塾を受けて、実際に創業された女性の割合が令和3年度は約16％であったが、令和4年度は10％未満と少なくなっている。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

引き続き起業を考えている方に対し、創業塾の実施や、情報提供を行うことで支援を行う。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

48

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

創業希望者等へのセミナー「創業塾」を開催し、受講者の内、1名の女性起業者が誕生したが、令和3年度よりも割合が減少し
ているため、達成基準をCとした。

A   十分達成している ９割以上

C
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

事 業 の 内 容 

起業を考えている方を支援するための事業（橿原商工会議所）に対し補助金を交付。創業に必要な知識や経営手法を習得するため
の創業塾を実施する。

事 業 の 成 果

令和4年度創業塾受講者の実績
女性創業支援対象者１６名・女性創業者１名

事業の達成基準 達成度の目安

男女共同参画の視点反映度

備　考 *女性活躍推進計画
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

38.女性起業家への支援

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

地域振興課

3.男女がともにいきいきと働ける環境づくりと女性の活躍促進

5.女性や若者の就業支援

2.農業や商工自営業等における男女共同参画の推進
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 38.女性起業家への支援

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

人権政策課

3.男女がともにいきいきと働ける環境づくりと女性の活躍促進

5.女性や若者の就業支援

2.農業や商工自営業等における男女共同参画の推進

男女共同参画の視点反映度

備　考 *女性活躍推進計画
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

CＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

女性たちがそれぞれのそれぞれの能力を十分に発揮して地域ビジネスの展開や新産業の創出が図れるよう、情報提供等に
よる支援を行う。

事 業 の 成 果

令和4年度については、該当する事業を実施していないため。

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

D
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

関係機関等とも連携していく必要がある。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

女性起業家育成のための支援を行っていく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

15

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

令和4年度については、該当する事業を実施していないため。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO）

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

若い女性に特化したものではなく、若者全体や女性全体の自立就業支援になってしまう。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

ホームページ等により、周知啓発及び情報提供していくことで、ふるさとハローワーク等の利用者を増加させていく取り組みを
進める。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

ふるさとハローワークにおいて就労に関する情報提供、しごと応援フェアを開催し、「女性のための再就職相談」や「若者自立
のための相談のコーナー」などを開設したため、達成基準をB評価とする。

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

事 業 の 内 容 

ふるさとハローワークにおいて就労に関する情報提供、相談を実施する。
就職活動を支援し、広く市民に就労に関する機会や情報を提供する。
シゴト応援フェアを実施し、「女性のための再就職相談」や「若者自立のための相談のコーナー」等を設置する。

事 業 の 成 果

ふるさとハローワーク来所者数８，９１８人（男性４，４５０人　女性４，４６８人）
シゴト応援フェア：令和５年1月１９日（木）・2０日（金）実施　女性相談件数３１件

事業の達成基準 達成度の目安

男女共同参画の視点反映度

備　考 *女性活躍推進計画
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

39.若い女性のための自立就業支援

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

地域振興課

3.男女がともにいきいきと働ける環境づくりと女性の活躍促進

5.女性や若者の就業支援

3.若者の自立支援
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 40.事業所における男女平等や女性の活躍推進に関する働きかけの強化

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

人権政策課

3.男女がともにいきいきと働ける環境づくりと女性の活躍促進

6.職場における男女の均等な機会と待遇の確保と仕事と生活の調和の実現

1.職場における男女共同参画の取組の促進

男女共同参画の視点反映度

備　考 *女性活躍推進計画
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

CＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

大和高田・桜井公共職業安定所「令和4年度 奈良県中南和地域子育て女性等の就職支援協議会」
【日時】令和4年6月29日（水）10:00～12:00
【場所】桜井公共職業安定所 3階会議所
【内容】・奈良県中南和地域子育て女性等の就労支援協議会設置要領について
　　　　・就労支援にかかる実績等について
　　　　・マザーズセミナーでの就労支援について
　　　　・各関係機関における子育て支援の取組状況
　　　　・意見交換会

事 業 の 成 果

「令和4年度奈良県中南和地域子育て女性等の就職支援協議会」において、労働局、地方公共団体、事業主団体等の関係
機関により構成する「子育て女性等就職支援ネットワーク」を構築し、当該ネットワークを通じて、相互の施策について
の理解促進を図るとともに必要な情報を共有し、子育て女性等の就職支援に係る具体的な連携事項を協議することができた。

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

C
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

事業所等との繋がりが希薄であり、事業所に対する男女平等や女性活躍推進に関する働きかけが難しい。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

職場において女性と男性が対等なパートナーとして能力を発揮できる職場づくりへの啓発活動に取り組んでいく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

36

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

関係機関との連携による情報収集及び情報提供の協議を行い、情報交換のためのネットワーク形成に努めることができた。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO）

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

男女平等意識の重要性の認知や女性活躍推進の働きかけに関して効果が見えにくく、強制できない。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

ホームページや啓発リーフレット等による多くの媒体、研修会等による様々な機会を通じて、人権が尊重された働きやすい職場
づくりを促していく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

48

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

法律や制度の情報を広報かしはらや商工会議所会報等で提供したが、幅広い事業者への周知については達成が不十分である為、
達成基準をCとする。

A   十分達成している ９割以上

C
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

事 業 の 内 容 

事業所に対し、啓発リーフレット等を通じて、男女平等意識に関する情報提供を行う。

事 業 の 成 果

企業内人権教育推進協議会において、人権を中心とした研修を行っていたが、令和４年度は新型コロナの影響で中止となったが、
事業所に対し、啓発リーフレット等を通じて、男女平等意識の啓発活動を行った。

事業の達成基準 達成度の目安

男女共同参画の視点反映度

備　考 *女性活躍推進計画
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

40.事業所における男女平等や女性の活躍推進に関する働きかけの強化

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

地域振興課

3.男女がともにいきいきと働ける環境づくりと女性の活躍促進

6.職場における男女の均等な機会と待遇の確保と仕事と生活の調和の実現

1.職場における男女共同参画の取組の促進
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO）

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

情報提供や周知啓発に対し、事業者の理解度や対応などの成果が分かりにくい。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

ホームページや啓発リーフレット等による多くの媒体、研修会等による様々な機会を通じて、人権が尊重された働きやすい職場
づくりを促していく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

48

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

法律や制度の情報を広報かしはらや商工会議所会報等で提供したが、幅広い事業者への周知については達成が不十分である為、
達成基準をCとする。

A   十分達成している ９割以上

C
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

事 業 の 内 容 

事業所に対し、啓発リーフレット等を通じて、法律・制度の情報提供を行う。

事 業 の 成 果

企業内人権教育推進協議会において、人権を中心とした研修を例年行っていたが、令和４年度は新型コロナの影響で中止となっ
た。
事業所に対し、啓発リーフレット等を通じて、男女平等意識の啓発活動を行った。

事業の達成基準 達成度の目安

男女共同参画の視点反映度

備　考
*重点施策
*女性活躍推進計画

A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

41.仕事と育児・介護の両立に関する法律・制度の周知と職場環境づくりの支援

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

地域振興課

3.男女がともにいきいきと働ける環境づくりと女性の活躍促進

6.職場における男女の均等な機会と待遇の確保と仕事と生活の調和の実現

2.ワーク・ライフ・バランスの推進
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO）

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

長時間労働を前提とした働き方の見直しや短時間勤務や在宅勤務等のライフスタイルに応じた多様な働き方の提案、ワーク・ラ
イフ・バランス実現のための情報提供をしていく必要がある。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

ワーク・ライフ・バランスの実現の取組は、労働者一人ひとりの生活にゆとりと豊かさをもたらすと同時に、企業にとっては、
業務の効率化や従業員の定着、有能な人材の確保、企業イメージの向上等に繋がることから、その取組に対するメリットを企業
等へ周知し、ワーク・ライフ・バランス実現のための情報提供や支援を行っていく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

75

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

・参加者アンケート結果では、「よくわかった」「わかった」といった回答が約80％あり、令和4年10月より施行
　された「産後パパ育休制度」についての学習機会を提供し、育児休暇取得について知っていただくことができた。

・リラックスできる講座で心身を開放し、自身を見つめ、大切にする時間をつくることで、ワークライフバランスを
　整えることができた。

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

事 業 の 内 容 

・笑ろてる「子育てパパ」になろう～ワークライフバランスが充実するパパの家庭・子育て参画～
　【日時】令和5年2月１９日(日) 10:00 ～ 12:00　【場所】かしはらナビプラザ4階 男女共同参画広場
　【講師】特定非営利活動法人ファザーリングジャパン・関西　理事 浅山 貴宏さん　【参加人数】5名
　【内容】男性がこれまで社会的に植え付けられたジェンダー意識のなか抱える負担を、ジェンダー意識にとらわれないことで楽にしていける
　　　　　ことを伝える。また改正育児・介護休業法(令和4年10月改正)、産後パパ育休制度(令和4年10月施行）を学び、ワークライフバラ
　　　　　ンスの見直しと、育児休暇取得の現状を知る機会とする。そして家庭内で男性が抱える悩みをグループワークを通して、参加者同士
　　　　　で共有できる時間を提供する。
　
・こころをほぐして癒す講座～ ①自分のこころを色でみる「ポコアポコ・パステルアート」　②大人に絵本　絵本セラピー
　【日時】①令和5年1月21日(土)13:30～15:30  ②令和5年2月１7日(金) 10:00～12:00
　【場所】かしはらナビプラザ4階 男女共同参画広場
　【講師】①Prism～プリズム～自分のこころを色でみる　岩尾 かほりさん
　　　　　②絵本セラピスト協会認定　絵本セラピスト森本 みきよ さん
　【内容】①人は自分に必要な色を自然と選び、色で癒す講座  ②絵本で自分の素直な意見や気持ちが表現する講座
　【参加人数】①14名　②13名

事 業 の 成 果

・参加者アンケート結果では、「よくわかった」「わかった」との回答が約80％あり、令和4年10月より施行された
「産後パパ育休制度」についての学習機会を提供し、育児休暇取得について知っていただくことができた。

・参加者アンケート回答結果では、①色で心がほぐれました、②絵本に久々浸れ、癒しの時間を持つことできました
　など「よくわかった」「わかった」との回答が約80％あり、自分の時間を持っていただくことができた。

事業の達成基準 達成度の目安

男女共同参画の視点反映度

備　考
*重点施策
*女性活躍推進計画

A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

AＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

41.仕事と育児・介護の両立に関する法律・制度の周知と職場環境づくりの支援

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

人権政策課

3.男女がともにいきいきと働ける環境づくりと女性の活躍促進

6.職場における男女の均等な機会と待遇の確保と仕事と生活の調和の実現

2.ワーク・ライフ・バランスの推進
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO）

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

ワーク・ライフ・バランスを実行するには、まずは年次有給休暇の取得促進を図る必要がある。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

制度の周知にとどまらず、具体的な方策を示す必要があることから、年休取得に向けた連続休暇の推進を実施していく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

少しずつではあるが、休暇の種類や取得方法等の周知が図られ、取得率も上がってきている印象がある。しかしながら、目標値
には届かない状況である。

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

事 業 の 内 容 

　次世代育成支援特定事業主行動計画の実行的な推進
　　・特定事業主行動計画策定等検討委員会の開催
　　・橿原市女性職員活躍推進プラン検討委員会の開催

事 業 の 成 果

・出生時における父親の連続休暇（５日以内）　1５人（Ｒ3：10人）
・育児休業取得者数　39人（女性28人　男性11人）　Ｒ3：23人（女性16人　男性7人）
・子どもの看護休暇　115人　男性割合61.7％　（Ｒ3：90人　男性割合56.7％）
・年次有給休暇取得　平均14.0日（Ｒ3：13.5日）

事業の達成基準 達成度の目安

男女共同参画の視点反映度

備　考
*重点施策
*女性活躍推進計画

A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

42.市役所のワーク・ライフ・バランスの推進

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

人事課

3.男女がともにいきいきと働ける環境づくりと女性の活躍促進

6.職場における男女の均等な機会と待遇の確保と仕事と生活の調和の実現

2.ワーク・ライフ・バランスの推進
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 42.市役所のワーク・ライフ・バランスの推進

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

人権政策課

3.男女がともにいきいきと働ける環境づくりと女性の活躍促進

6.職場における男女の均等な機会と待遇の確保と仕事と生活の調和の実現

2.ワーク・ライフ・バランスの推進

男女共同参画の視点反映度

備　考
*重点施策
*女性活躍推進計画

A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

AＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

・男女共同参画の視点に配慮した施策の推進が図れるように、市職員を対象としたオンライン研修を実施。
【視聴期間】令和4年10月17日(月)～10月31日(月)
【テーマ】タイムマネジメント講座
【講師】人材活性・チームコンサルタント　ソーシャルスキル・プログラム合同会社 代表 吉田真知子さん
【内容】働き方改革にあわせて、自分時間を確保するための時間管理術を身に付け、タイムマネジメントのノウハウを
　　　  理解することで、ワークライフバランスを推進する。
【受講者数】666名

事 業 の 成 果

  動画研修としたことにより、666人の職員が受講した。ワークライフバランスを推進するため、タイムマネジメントの
 ノウハウを理解することができた。

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

職場におけるワーク・ライフ・バランスについて考え、より良い職場環境づくりを進めていく必要がある。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

「橿原市特定事業主行動計画」に沿って、市役所のワーク・ライフ・バランスを推進していく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

75

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

 参加者アンケート結果では、「非常に分かりやすい」「分かりやすい」といった回答が約85％あり、働き方
改革にあわせて、タイムマネジメントのノウハウを理解し、自分時間を確保するための時間管理術を身に着け、
効率の良い仕事の仕方などの学習機会を提供することができた。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO）

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

令和元年10月から幼児教育・保育の無償化が開始されたことにより、保育の潜在需要が喚起され増加傾向にあると考えられま
す。地域に潜在している待機児童への対策や、低年齢児（0～2歳児）の受入施設の整備を進めていますが、保育需要に追いつ
いていないのが現状です。また保育士確保に向け働き方改革・ＩＣＴの導入・雇用条件の見直しなど進めているが、保育士不足
が大きな課題となっている。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

待機児童の解消に向け、短期的に効果的な方策は保育士の確保だと考える。令和4年度より始めた私立保育園保育士向けの保育
士等定着支援金の補助事業を継続していきたい。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

潜在的な待機児童も含めた待機児童の解消を目指し、取り組みを継続しているが解消には至らない。

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

事 業 の 内 容 

仕事と子育ての両立支援として、保育所（園）・認定こども園の待機児童解消に向け教育・保育の受け皿整備を行った。また、子育て支援の選択肢を増
やすため、延長保育・一時預かり・病児保育など、就労状況に応じた多様なサービスを継続して実施した。
〇保育所等　…　私立保育園 9箇所（定員1,255人）、私立認定こども園 1箇所（定員311人）、市立保育所 5箇所（定員890人）
〇延長保育事業　…　私立保育園 9箇所、私立認定こども園 1箇所、市立保育所 5箇所
〇一時預かり事業　…　私立保育園 1箇所（愛育保育園）、私立認定こども園 1箇所（橿原保育園）、市立保育所 3箇所（今井保育所・大久保保育所・
川西保育所）､認可外保育施設 1箇所（ぽこあぽこ保育園）、こども広場
〇病児保育事業　…　吉川医院キッズケアルーム、ぽこあぽこ保育園

事 業 の 成 果

潜在的な待機児童も含めた待機児童の解消を目指し、令和4年度事業は、保育士等の処遇改善のため、働く保育士向けの補助金を開始した。また、受け皿
整備として、小規模保育事業所を設置・運営する事業者を募集し、開園に向けて整備を行った。
〇保育所等　…　潜在的な待機児童も含めた待機児童数 180人
〇延長保育事業　…　利用者 599人（私立保育園・認定こども園 379人、市立保育所 220人）
〇一時預かり事業　…　利用者延人数 4,213人（私立保育園・認定こども園 238人、市立保育所 3,440人、認可外保育施設 18人、こども広場 517
人）
〇病児保育事業　…　利用者延人数 349人（吉川医院キッズケアルーム 312人、ぽこあぽこ保育園 37人）

事業の達成基準 達成度の目安

男女共同参画の視点反映度

備　考 *女性活躍推進計画
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

43.子育て支援の充実

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

こども未来課

3.男女がともにいきいきと働ける環境づくりと女性の活躍促進

6.職場における男女の均等な機会と待遇の確保と仕事と生活の調和の実現

3.仕事と子育て・介護等両立支援の充実
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 43.子育て支援の充実

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

子ども家庭相談室

3.男女がともにいきいきと働ける環境づくりと女性の活躍促進

6.職場における男女の均等な機会と待遇の確保と仕事と生活の調和の実現

3.仕事と子育て・介護等両立支援の充実

男女共同参画の視点反映度

備　考 *女性活躍推進計画
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

AＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

地域子育て支援拠点事業として、「こども広場」「子育て支援センター」で、子どもや保護者のための交流や情報の発信・交換の場
としての充実を図っている。「こども広場」では、一時預かり事業の実施とともに、ファミリー・サポート・センター事業を実施
し、子育てを援助したい人（援助会員）と援助してもらいたい人（依頼会員）を募集し、１歳から小学生までの子どもの一時預かり
や送迎を行うなど、子育てを地域で相互援助できる支援を行っている。

事 業 の 成 果

地域子育て支援拠点において、親子の交流や情報交換の場を提供し相談にも応じることで子育ての不安解消に役立っている。一時預
かり事業では、保護者の心理的・身体的負担の軽減を図り、ファミリー・サポート・センター事業では、援助してほしい人と援助し
たい人をつなぎ、子育てと仕事・家庭の両立を支援している。

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

地域子育て支援拠点について、男性も参加しやすい雰囲気づくりに努める。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

ファミリー・サポート・センター事業については、引き続き周知啓発をし、男女を問わず援助会員数及び活動件数の増加に努め
る。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

75

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

少子化・核家族化・ひとり親家庭の増加が進み地域の中での関わりが減少している中で、地域子育て支援拠点事業を実施すること
で安心して子育てができるようになっている。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO）

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

今後も引き続き、狭隘化が進んでいる放課後児童健全育成施設について、整備工事を行う必要がある。
また、老朽化が進んでいる施設についても、利用児童が安心安全に生活できるよう、適宜改修を行う必要がある。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

放課後児童クラブへの需要は、保護者の就労形態の多様化により高まることが予想されるため、施設整備を含む受入れ人数の拡
大と安全性の確保を図る。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

放課後児童健全育成事業については、希望する全ての市民が安心して育児・家庭と仕事との両立を図ることができ、就業率の向
上に寄与している。

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

事 業 の 内 容 

放課後児童健全育成事業では、保護者の就労等により放課後に家庭で子どもだけとなってしまう小学生を対象に遊びと生活の場を
提供し、健全な育成を図っている。

事 業 の 成 果

子どもを放課後児童クラブに預けることにより、子どもの安全性が確保できるため、子育て世代が安心して就労に専念することが
できている。保護者の就労形態の多様化により、放課後児童クラブへの需要は年々高まりが予想されるため、受け入れ人数の確保
や安全性の確保のための施設整備を進めている。
晩成小学校区放課後児童健全育成施設について、晩成幼稚園の一室を改修し増設開所した。

事業の達成基準 達成度の目安

男女共同参画の視点反映度

備　考 *女性活躍推進計画
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

43.子育て支援の充実

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

人権・地域教育課

3.男女がともにいきいきと働ける環境づくりと女性の活躍促進

6.職場における男女の均等な機会と待遇の確保と仕事と生活の調和の実現

3.仕事と子育て・介護等両立支援の充実
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 44.介護保険事業等の情報提供の充実

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

福祉総務課

3.男女がともにいきいきと働ける環境づくりと女性の活躍促進

6.職場における男女の均等な機会と待遇の確保と仕事と生活の調和の実現

3.仕事と子育て・介護等両立支援の充実

男女共同参画の視点反映度

備　考 *女性活躍推進計画
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

①男女共同参画の視点も入れて「橿原市地域福祉推進計画」を推進します。
　平成１６年度より５年ごとに地域福祉推進計画を策定し、行政、社会福祉協議会、地域福祉推進連絡協議会の三者が
　連携して地域福祉のまちづくりをすすめています。１６小学校区において地域福祉推進委員会があり、地域福祉推進
　委員が活動しています。
②男女共同参画の視点に配慮して、民生委員・児童委員を中心として地域福祉活動に取り組みます。
　厚生労働大臣から委嘱された民生委員・児童委員が地域と行政のパイプ役となって地域福祉の活動に取り組んでいます。

事 業 の 成 果

橿原市地域福祉推進計画に定められている１６小学校区地域福祉推進委員会において実施されているイベント等に、
「かしはら街の介護相談室」の担当者が参加し、地域において介護や福祉に関する支援の情報提供ができるように
促しました。

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

地域福祉推進委員や民生委員・児童委員に介護や福祉に関する情報提供等を常時行っているが、男女共同参画の視点をもって啓
発を進めていく必要がある。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

だれもが安心して子育てしながら、地域福祉活動に参画でき、男女問わず、地域の介護・介助者が仕事と介護を両立きるよう、
地域福祉推進委員や民生委員・児童委員を通じて情報提供できるようにしていきたい。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

①社会福祉協議会と連携して「かしはら街の介護相談室」が地域のイベントに参加できるよう推進していきたい。
②民生委員・児童委員が研修を通じて男女を問わず介護・介助者が仕事を両立できるよう、介護や福祉に関する支援の
　情報を学び、地域の中心となって情報提供をできるよう指導していきたい。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO）

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

制度を多くの方に理解してもらえるよう、周知方法について検討が必要となっている。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

制度がさらに浸透するよう、周知方法の工夫や窓口対応職員や相談員のスキルアップに努める。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

来庁者以外の方への周知には一部課題が残るが、障がい者地域生活支援センターにおいてきめ細やかな相談を行っている。

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

事 業 の 内 容 

「障がい者福祉のてびき」を毎年度作成し、窓口で配布したり、障がい者地域生活支援センターにおいて相談支援を行うことによ
り、制度の周知を行っている。

事 業 の 成 果

「障がい者福祉のてびき」の配布やセンターでの相談により、個々のケースに応じた制度の周知を図っている。

事業の達成基準 達成度の目安

男女共同参画の視点反映度

備　考 *女性活躍推進計画
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

44.介護保険事業等の情報提供の充実

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

障がい福祉課

3.男女がともにいきいきと働ける環境づくりと女性の活躍促進

6.職場における男女の均等な機会と待遇の確保と仕事と生活の調和の実現

3.仕事と子育て・介護等両立支援の充実
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO）

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

男女の区別なく、施設に入所されている高齢者を対象とした事業です。
介護相談員についても性別の区別なく公募にて採用していますが、現在はすべて女性となっています。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

入所者が男女の区別なく安心して暮らすことができる環境を整えます。採用時には男性相談員の採用に努めます。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

-

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

A   十分達成している ９割以上

0
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

事 業 の 内 容 

施設に入所している高齢者に対して、介護相談員が定期的に訪問し、入所者との会話を通じて生活や介護に関する相談を聞き取
り、疑問や不安等を施設に伝えることにより、入所者の処遇改善を図る予定でしたが、新型コロナウイルス感染症拡大防止のた
め、令和３年度に引き続き事業を休止しました。活動を休止したため、成果に関する記載および評価等は未記載とします。

事 業 の 成 果

施設訪問を通じて、施設に入所している高齢者の疑問や不安等を施設に伝えることにより、介護サービスの質を向上させ、入所者
が男女関係なく、その人らしく暮らすことができるよう成果目標を掲げていましたが、事業休止のため、成果に関する記載及び評
価は未記載とします。

事業の達成基準 達成度の目安

男女共同参画の視点反映度

備　考 *女性活躍推進計画
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

0Ｂ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

44.介護保険事業等の情報提供の充実

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

長寿介護課

3.男女がともにいきいきと働ける環境づくりと女性の活躍促進

6.職場における男女の均等な機会と待遇の確保と仕事と生活の調和の実現

3.仕事と子育て・介護等両立支援の充実
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 45.人生の段階に応じた健康診査や検診の実施

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

健康増進課

4.男女がともに健やかに安心して暮らせる基盤づくり

7.生涯を通じての身体とこころの健康の保持・増進

1.身体とこころの健康に関する学習機会と情報の提供

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

AＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

○がん検診（大腸・胃・肺・前立腺・子宮頸・乳）　【日程】令和4年5月1日～令和5年2月28日
 【対象】大腸・胃（Ｘ線）・肺（40歳以上の男女）、前立腺（50歳以上の男性）、胃（内視鏡）（50歳以上、内視鏡で受診の場合は次年
度胃がん検診対象外）、子宮頸（20歳以上の女性、2年に1回）、乳（40歳以上の女性、2年に1回）
 【内容】橿原市各種がん検診実施要領に基づいたがん検診　　　【場所】市内実施医療機関及び県内実施医療機関
○新たなステージに入ったがん検診の総合支援事業（無料クーポン券の配布） 【日程】令和4年6月1日～令和5年2月28日
 【内容】特定の年齢の対象の方に、子宮頸がん・乳がんを無料で受診できる無料クーポン券と受診勧奨のための検診手帳を郵送。
○結核検診（肺がん検診と同時実施）【日程】令和4年5月1日～令和5年2月28日【対象】40歳以上の男女　【場所】市内実施医療機関
 【内容】胸部X腺検査
○Ｂ・Ｃ肝炎検査　【日程】令和4年5月1日～令和5年2月28日 【対象】40歳の男女及び40歳以上で過去に市の肝炎検査未受診の市民
 【場所】市内実施医療機関　　　【内容】血液検査
○歯周病検診 【日程】令和4年5月1日～令和5年2月28日【対象】年度内に40・50・60・70歳を迎える方【場所】市内実施歯科医院

事 業 の 成 果

検診については、4月下旬に検診の対象者に、「がん検診受診券」を送付している。
今後も、多くの人が健(検)診の大切さを知り、定期的な検診の機会を利用できるようにする啓発と受診率向上に努める必要がある。

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

検診は医療機関での個別受診であり、夜間・土曜等の受診が可能であること、また複数のがん検診の同時実施が可能となってい
るため、受診環境において性差はないと考える。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

検診の受診環境については、性差は生じていないと考えるが、引続き、女性のがん検診の受診行動の動向も確認しながら、受診
容易性の向上を図り、受診率の向上に努める。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

75

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

がん検診の受診率に関しては、国が目標としている受診率は達成できていない現状である。胃がん・肺がん・大腸がん・前立腺
がん検診は前年度より受診率は上昇した。
子宮頸がん・乳がん検診では受診率が前年度と比較し減少した。今後、更なる受診率向上に向けた取り組みが必要である。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 45.人生の段階に応じた健康診査や検診の実施

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

保険年金課

4.男女がともに健やかに安心して暮らせる基盤づくり

7.生涯を通じての身体とこころの健康の保持・増進

1.身体とこころの健康に関する学習機会と情報の提供

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

〇特定健康診査
　【日程】令和４年５月１日～令和５年２月２８日
　【対象】橿原市国民健康保険に加入の４０歳以上の方
　【場所】県内実施医療機関
　【内容】診察・問診・身体計測・血圧測定・尿検査・血液検査・心電図検査

事 業 の 成 果

〇令和４年度　特定健康診査受診率　３１．１％

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

特定健康診査は、医療機関での個別健診であり、夜間や土曜日等の受診が可能であることから、受診環境において性差がないと
考える。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

今後も受診勧奨など受診率向上に向けた取り組みを推奨していく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

令和4年度は令和3年度に比べ、０．７％上昇している（令和５年９月末現在）
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 46.健康手帳の普及

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

健康増進課

4.男女がともに健やかに安心して暮らせる基盤づくり

7.生涯を通じての身体とこころの健康の保持・増進

1.身体とこころの健康に関する学習機会と情報の提供

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

AＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

○健康手帳の発行
　　【日程】令和4年4月1日～令和5年3月31日
　　【対象】40歳以上の男女　【発行場所】橿原市保健センター（郵送も可）、
　　【内容】健康診査・各種がん検診・結核検診・歯周疾患検診・乳がん自己検診法・予防接種・
　　　　　　肝炎ウイルス検査・特定保健指導 等の記録、医療と薬・健康相談・血圧 等の記録、生活習慣病
　　　　　　予防の基礎知識、橿原市の福祉・医療保険・介護保険制度の情報などの掲載

事 業 の 成 果

健康手帳を活用することで、健（検）診の結果を経年的に記録し、また、健康に関する自身の状態を記録することができ、健康管
理に役立っていると考える。また、健康等の様々な情報や橿原市の福祉・医療保険・介護保険制度の情報も掲載しており、正しい
知識や情報を入手できる媒体の一つになっていると思われる。

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

A
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

特になし

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

より簡便に健康手帳を所持することができるように、健康手帳の様式を市ホームページに掲載し、健康手帳の
更なる活用を図る。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

100

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

健康手帳の交付のしやすさについて、性差はないと考えるため
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 47.健康づくりについての各種教室の開催

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

長寿介護課

4.男女がともに健やかに安心して暮らせる基盤づくり

7.生涯を通じての身体とこころの健康の保持・増進

1.身体とこころの健康に関する学習機会と情報の提供

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

健康づくりと要介護状態への移行を防止することを目的として、口腔機能、栄養、運動等に係る様々な教室や地域でのサロン等を
実施している。

事 業 の 成 果

予防事業参加者：延人数　9,150人

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

事業への参加者は比較的女性が多く、男性の参加者は少ない。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

今後も健康寿命の延伸と要介護状態への移行を防止することを視野において、男女の別なく参加できる事業を検討していく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

交通の利便性や教室の内容等、毎年工夫を凝らしているが、新型コロナウィルス前の参加数まで回復していない。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 47.健康づくりについての各種教室の開催

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

健康増進課

4.男女がともに健やかに安心して暮らせる基盤づくり

7.生涯を通じての身体とこころの健康の保持・増進

1.身体とこころの健康に関する学習機会と情報の提供

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

AＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

　○今日からはじめるウォーキング講座
　　【日程】年間３回実施
　　【対象】20歳以上の市民
　　【場所】橿原市保健センター・近鉄百貨店橿原店
　　【内容】運動習慣定着に向け、ウォーキングの基礎についての講習と実技（周辺ウォーキング実施）。

事 業 の 成 果

教室に参加された方は、健康についての知識や情報を得ながら、生活習慣の意識や行動の改善に繋げられている。

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

平日の昼間の教室であるためか、女性の参加が多く男性が少ない現状である。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

近鉄百貨店等、どの地域でも、男女ともに参加しやすい施設での教室開催や、自分で運動に関する知識習得ができるよう情報提
供に努めていく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

75

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

今日からはじめるウォーキング講座については、生活習慣病予防とウォーキング方法に関する知識を得る機会の提供、および運
動に関するサービスの情報提供を行うことで教室終了後の運動習慣定着に繋がるようにしている。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 47.健康づくりについての各種教室の開催

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

保険年金課

4.男女がともに健やかに安心して暮らせる基盤づくり

7.生涯を通じての身体とこころの健康の保持・増進

1.身体とこころの健康に関する学習機会と情報の提供

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

〇３０代から始めるメタボ解消教室
【対象】次の①･②の両方に該当する方：①昭和５８年４月１日～平成5年３月３１日生　②BMI(※)が２５以上、または腹囲が男
性８５cm、女性９０cm以上
【内容】市内の運動施設４か所のうち１施設を選択し、初回面接から３か月間、施設を利用しながら生活習慣改善に取り組む

※体重(kg)/身長(m)/身長(m)で算出される値で、肥満や低体重(やせ)の判定に用いる。成人の肥満度を表す指標として国際的に用
いられている体格指数。

事 業 の 成 果

〇最終個別面談者実施率　５０．０％
〇最終個別面接時、体重減少した人の割合　０％

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

C
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

成人の体格指数BMIのほか、男女それぞれの対格差を考慮した基準設定もあり、対象基準において性差がないと考える。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

今後も最終利用率及び効果率の増加を目指して取り組んでいく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

48

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

半数が途中脱落している。
体重が増加した人はいなかったが、減少した人も０％であった。
中間個別面接以降にリバウンドした人が多くみられた。

- 89 -



担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 48.性差医療の考え方に基づいた相談の実施や心身の健康維持支援

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

健康増進課

4.男女がともに健やかに安心して暮らせる基盤づくり

7.生涯を通じての身体とこころの健康の保持・増進

1.身体とこころの健康に関する学習機会と情報の提供

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

 〇すこやかこども相談
 【日程】令和4年４月～令和5年３月（２回/月）
 【対象】妊婦、産婦、就学前までの乳幼児
 【場所】橿原市保健福祉センター
 【内容】保健師、管理栄養士、助産師、心理相談員による個別相談、身体計測
 ○電話健康相談　【日程】年間を通して実施　【対象】市民
 【内容】保健師、管理栄養士等が健康や食生活に関して電話にて相談を実施

事 業 の 成 果

   すこやかこども相談、電話相談では、妊産婦に対し個々の状況に応じた個別相談が実施できている。
　電話相談においては、年間を通して勤務時間帯に対応しており、その時々の市民の健康に関する相談ができている。

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

A
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

相談日は平日のみになっており仕事をもつ方には活用しにくい。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

男女問わず、誰でも気軽に健康相談ができる場として継続していく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

80

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

男女や年齢問わず利用者がおり、必要なタイミングで相談を受けることができている。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 49.母性保護に関する施策の充実

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

健康増進課

4.男女がともに健やかに安心して暮らせる基盤づくり

7.生涯を通じての身体とこころの健康の保持・増進

2.生涯を通じての心身の健康づくり支援

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

AＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

　・妊娠判定受診料の助成（生活保護世帯・市民税非課税世帯）
　・妊娠届出時に保健師又は助産師の面接
　・妊娠５か月時、産後１か月時の全件状況把握と保健指導
　・妊婦健康診査の補助券発行（健診１４回分と歯科健診１回分）
　・妊産婦訪問の実施

事 業 の 成 果

　妊娠届出時には保健師・助産師などの専門職の面談を行い、必要な保健指導を実施できている。また、低所得者に対し、
　妊娠判定受診料の助成を行うことや、妊婦健康診査の補助券を発行することで、未受診妊婦の防止につながっている。
　さらに、保健師、助産師等による妊産婦訪問や妊娠５か月時、産後１か月時の全件状況把握と保健指導により、継続
　した支援を実施できている。

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

A
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

なし

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

今後も妊娠期からすべての妊産婦や父親等に丁寧に関わり、妊娠・出産期における健康支援を継続する。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

100

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

産前産後の継続支援により、母体保護につながっている。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 50.女性特有のがん検診の推進

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

健康増進課

4.男女がともに健やかに安心して暮らせる基盤づくり

7.生涯を通じての身体とこころの健康の保持・増進

2.生涯を通じての心身の健康づくり支援

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

AＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

○がん検診（子宮頸・乳）
　　【日程】令和4年5月1日～令和5年2月2８日
　　【対象】子宮頸（20歳以上の女性、2年に1回）、乳（40歳以上の女性、2年に1回）
　　【内容】橿原市各種がん検診実施要領に基づいたがん検診
　　【場所】市内実施医療機関及び県内実施医療機関
　○新たなステージに入ったがん検診の総合支援事業（無料クーポン券の配布）
　　【日程】令和4年６月1日～令和5年2月2８日
　　【内容】特定の年齢の対象の方に、子宮頸がん・乳がんを無料で受診できる無料クーポン券と
　　　　　　受診勧奨のための検診手帳を郵送。

事 業 の 成 果

検診については、毎年4月下旬に検診の対象者に、「がん検診受診券」を送付している。また特定年齢への無料クーポン券配布によ
り、受診勧奨に繋がっていると考える。今後も、多くの人が健(検)診の大切さを知り、定期的な検診の機会を利用できるようにする
啓発と受診率向上に努める必要がある。

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

今後も受診率向上も図るため、受診容易性の向上を図っていく。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

今後も受診率向上も図るため、受診容易性の向上を図っていく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

75

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

がん検診の受診率に関しては、国が目標としている受診率は達成できていない現状である。今後更なる受診率向上
に向けた取り組みが必要である。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO）

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

各校園所の実態に合わせての取組となるため、統一された内容の学習とはなりにくい。今後も様々な機会を捉えて人権意識の向
上を図っていく必要がある。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

性に関する正しい知識について教育し、その上で人権的な問題につなげていく。教職員を対象とした研修会も充実させていきた
い。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

各校園所の実態に合わせての取組となるため、統一された内容の学習とはなりにくい。今後も様々な機会を捉えて人権意識の向
上を図っていく必要がある。

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

事 業 の 内 容 

学習指導要領に基づき、小学校４年生から中学校にかけて、保健の時間において教科書を用いて性教育を行う。性感染症などにつ
いても学習し自分の体を大切にしていくことを学ぶ。

事 業 の 成 果

各学校において、保健の授業を実施

事業の達成基準 達成度の目安

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

51.性に関する教育の充実

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

学校教育課

4.男女がともに健やかに安心して暮らせる基盤づくり

7.生涯を通じての身体とこころの健康の保持・増進

2.生涯を通じての心身の健康づくり支援
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO）

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

令和２年度・３年度は女性をテーマにした発信があったが、令和４年度はなかった。ロシアのウクライナへの軍事侵攻があり、
平和学習にかかわる発信が増えたことが主な理由である。年間１２回の発信があるので、令和５年度は男女共同参画につながる
発信をめざす。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

かけはしの取り組みは教育現場に定着してきている。今後も教職員・保育士の方に人権について考えていただける機会になるよ
う、作成側も研修を深めていく必要がある。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

令和４年度は平和学習・経済格差・障がい者問題・コロナ・部落問題・レジリエンス・児童労働・在日朝鮮人問題・同性愛・選
挙権などをテーマに発信することができた。

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

事 業 の 内 容 

教職員・保育士を対象に毎月『かけはし』を作成している。

事 業 の 成 果

令和4年度は、３４号で同性愛をテーマに発信することができた。

事業の達成基準 達成度の目安

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

51.性に関する教育の充実

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

人権・地域教育課

4.男女がともに健やかに安心して暮らせる基盤づくり

7.生涯を通じての身体とこころの健康の保持・増進

2.生涯を通じての心身の健康づくり支援
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 51.性に関する教育の充実

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

人権政策課

4.男女がともに健やかに安心して暮らせる基盤づくり

7.生涯を通じての身体とこころの健康の保持・増進

2.生涯を通じての心身の健康づくり支援

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

AＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

・性教育ってなぁに？～子どもに伝えたい。ココロとカラダの大事なこと～
 【日時】令和4年11月5日(土)13:30～15:30　【場所】かしはらナビプラザ4階 男女共同参画広場
 【講師】特定非営利活動法人子育て研究所tocotoco　代表理事　辻川 朱利さん
 【内容】性について、プライベートゾーンや境界線、性的同意（NOと断ってよいこと）を学ぶ。
 【参加人数】8名

・男女共同参画広場情報誌「ゆめおーくだより」11月号において、「性教育」を掲載し、広報・啓発を行った。

事 業 の 成 果

・大人が子どもの相談できる存在となることで、性暴力による孤立を防ぎ、性教育へのイメージを「性行為」だけではなく、人と
人が関わり、　人権を尊重するうえで欠かせない、肯定的な知識であることに気づくことができた。

・子どもを性暴力の加害者にも被害者にもさせないために、「性教育」が重要であるとの啓発を行った。性教育がなぜ重要かと大
人に対して　説明するとともに、具体的にどのようなことを子どもに教えたらよいかという実践的な解説も掲載した。

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

 性の多様性について正しい知識や情報を得、認識を深めるために、今後もどのような施策を実施していくか検討していく
必要がある。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

講座や多くの媒体を使用し、多様な性のあり方や性的マイノリティへの理解を深めるための啓発を推進していく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

75

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

・性教育について、大人が学ぶ時間も提供し、子どもへの正しい情報を伝えることで、性暴力防止に繋げていく必要がある。

・男女共同参画広場情報誌にて広報・啓発したが、今後は性の多様性を正しく理解する学習機会を提供する必要がある。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO）

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

家庭環境によって大きく影響される事項であるため、家庭と学校教育における双方において、命の大切さや男女が互いの性を理
解・尊重する重要性について学ぶ場を継続的に提供していく必要がある。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

学習指導要領に基づき地道に教育的観点に沿って進めていく。引き続き啓発をおこなっていく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

75

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

成果については、個々に委ねられるとともに家庭環境も大きく影響されるものであるが、正しい知識を身につけさせるというこ
とを学校の授業等の中でしっかり教育できていると考える。思春期の子ども達に向けて、身体とこころの健康づくりについて、
学ぶ機会や情報提供の仕方等を検討しながら実施していく必要がある。

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

事 業 の 内 容 

小学校、中学校の保健体育の中で、薬物乱用や喫煙・飲酒、感染症、生活習慣病等の健康な生活に及ぼす影響について授業を行
い、将来の健康的な生活を送るための正しい知識を身につけさせる。

事 業 の 成 果

小中学校の保健体育の授業で、噂やネット上に溢れる誤った情報に流されないための正しい知識を得るとともに、与えられた自分
の命について考えるよい機会となった。

事業の達成基準 達成度の目安

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

AＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

52.健康を脅かす問題についての学習機会の提供

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

学校教育課

4.男女がともに健やかに安心して暮らせる基盤づくり

7.生涯を通じての身体とこころの健康の保持・増進

2.生涯を通じての心身の健康づくり支援
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO）

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

「橿原市配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等のための施策の実施に関する基本計画(第2次)」の
具体的施策を常に考慮していく必要がある。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

市民に最も身近な行政機関として、DVのない、安心して暮らせるまちの実現を目指し、「橿原市配偶者からの暴力の
防止及び被害者の保護等のための施策の実施に関する基本計画(第2次)」に沿って、施策を推進していく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

75

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

①「暴力根絶の意識づくりと、DVについての正しい理解の普及」
②「子どものときからの男女平等教育と人権教育の推進」
③「安心して相談できる体制の充実」
④「DV被害者の安全確保と一時保護支援」
⑤「DV被害者の自立に向けた支援」
⑥「DV被害者の子どもに対する支援」の基本方針の施策項目を推進するための具体的計画を実施。

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

事 業 の 内 容 

基本方針である「橿原市配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等のための施策の実施に関する基本計画(第2次)」
に沿った自分らしく輝くかしはらプラン冊子【P62～P72】の行動計画を全庁的に実施している。

事 業 の 成 果

「橿原市配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等のための施策の実施に関する基本計画(第2次)」を策定し、
 DV根絶に向けて、被害者の立場に立った切れ目のない支援を実施した。

事業の達成基準 達成度の目安

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

AＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

53.ＤＶ施策に関する基本方針及び行動計画に沿った対策の推進

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

人権政策課

4.男女がともに健やかに安心して暮らせる基盤づくり

8.あらゆる暴力を許さない環境づくり

1.ＤＶ施策に関する基本方針及び行動計画に沿った対策の推進
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 54.暴力を許さない意識を醸成するための広報・啓発の充実

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

人権政策課

4.男女がともに健やかに安心して暮らせる基盤づくり

8.あらゆる暴力を許さない環境づくり

2.暴力を許さない意識を醸成するための広報・啓発の充実

男女共同参画の視点反映度

備　考 *重点施策
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

AＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

・DV防止啓発パネル展を開催した。
 【日程】令和4年11月1日(火)～11月30日(水)　 【場所】市役所分庁舎10階 展望スペース
 【内容】DVに悩み、行きつ戻りつしながら本当の自分の気持ちを見つめ、チカラを回復していく被害者の心情を表した写真パネル展
・「女性に対する暴力をなくす運動」期間中にDV防止をテーマとした特設図書コーナーをかしはらナビプラザ4階 男女共同参画広場内に設
置し、図書による啓発活動を実施した。
・アンガーマネジメント ～怒りに振りまわされない自分になる～
 【日 時】令和4年 ①10月6日(木)10:00 ～12:00  　②10月13日(木)10:00 ～12:00　   【参加人数】①14名　②12名
 【場 所】かしはらナビプラザ4階 男女共同参画広場
 【講師】NPO法人心のサポート・ステーション　代表理事・カウンセラー 宮本 由起代さん
 【内 容】自分の怒りはどこからくるのか、自分の心をみつめて整理し、怒りを客観的にみることで怒りをコントロールしていくスキルを学
ぶ。

事 業 の 成 果

・DV防止啓発パネル展アンケート回答では、「DVは良くないと思った。いくつか共感できるパネルもあり、他人事ではないと感
じた」「今、悩んでいる人の目に留まり、相談できるようになればといいと思うので、このような取り組みはぜひ続けてもらいた
い」とのご意見をいただいた。

・参加者アンケート結果では、「大変よく分かった」「よく分かった」といった回答が90％以上あり、怒りのことについて考えた
ことがなかったので、この機会に自分が人に対する言葉などを見直し相手に配慮した発言をしたいと思うなどの意見をいただい
た。

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

多様な媒体を通じて広報・啓発活動に努めていく必要がある。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

女性に対する暴力についての正しい認識や対処法の普及、いかなる暴力も許さないという意識醸成を図るとともに、
創意工夫しながら、多様な媒体を通じて広報・啓発活動に努めていく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

75

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

・パネル展により、自分がDVを受けている事に気付いたり、自分はどうしたいのかを大切にして、暴力に「NO」を言うための
きっかけとなる広報・啓発に努めることができた。

・感情がコントロールできると適切な問題解決や対人関係を築くことができ、生きやすさに繋がる。男女共同参画の視点を持つ講
師を迎え、男女のエンパワメントと意識改革に繋げることができた。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO）

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

暴力の根絶を視野に入れた児童虐待防止啓発の充実を図る必要がある。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

暴力の根絶を視野に入れて、様々の媒体を活用し児童虐待防止啓発の充実を図る。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

75

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

コロナ禍により出前講座の実施が出来ず、例年以上の広報・啓発活動を実施することができなかった。

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

事 業 の 内 容 

広報誌や公式ウェブサイト等により、下記のこと等を啓発した。
・子どもへの暴力は重大な児童虐待であり、何人もこれをしてはならないこと。
・子どもの面前で配偶者等に対するDVを行うことは、子どもに対する心理的虐待であること。
なお、令和４年度の実施状況は下記の通りである。
・広報誌での児童虐待防止啓発　11月号　
・公式ウェブサイトにおける児童虐待防止啓発　随時
・啓発物品（ポケットティッシュ、パンフレット）配布　11月（600）
・啓発物品（オレンジリボン）配布　11月（全職員）

事 業 の 成 果

広報誌や公式ウェブサイト等毎年11月に実施される児童虐待防止推進月間に合わせて啓発を行うことで、暴力を許さない意識の醸
成に対し一定の効果があったと思われる。

事業の達成基準 達成度の目安

男女共同参画の視点反映度

備　考 *重点施策
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

AＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

54.暴力を許さない意識を醸成するための広報・啓発の充実

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

子ども家庭相談室

4.男女がともに健やかに安心して暮らせる基盤づくり

8.あらゆる暴力を許さない環境づくり

2.暴力を許さない意識を醸成するための広報・啓発の充実
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 54.暴力を許さない意識を醸成するための広報・啓発の充実

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

長寿介護課

4.男女がともに健やかに安心して暮らせる基盤づくり

8.あらゆる暴力を許さない環境づくり

2.暴力を許さない意識を醸成するための広報・啓発の充実

男女共同参画の視点反映度

備　考 *重点施策
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

地域住民に地域包括ケアシステムや高齢者虐待防止への理解を深めてもらうため、橿原市社会福祉協議会と「かしはら街の介護相
談室」が連携して、広報誌等での周知を行っている。

事 業 の 成 果

令和4年度実績
  　社会福祉協議会広報誌「いきいき」令和4年10月号に虐待防止の啓発記事を掲載した。

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

より幅広い住民に啓発できるように、周知方法を検討する必要がある。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

高齢者虐待防止のため、あらゆる機会を通して周知活動は継続していく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

教室開催用のPowerPointを用意できているが教室依頼がない状況。引き続き、可能な周知活動を行い、啓発に努めていく。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 54.暴力を許さない意識を醸成するための広報・啓発の充実

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

障がい福祉課

4.男女がともに健やかに安心して暮らせる基盤づくり

8.あらゆる暴力を許さない環境づくり

2.暴力を許さない意識を醸成するための広報・啓発の充実

男女共同参画の視点反映度

備　考 *重点施策
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

障がいに対する理解促進や啓発の事業を行っている。
障がい者作品展の実施　令和5年12月4日(月)～令和5年12月8日（金）
橿原市役所分庁舎1階交流スペースにて障がい者作品展を開催した。

事 業 の 成 果

啓発委事業の中で暴力を許さない意識の前提として社会的弱者である障がい者に対する理解の促進を図っている。

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

事業が障がい者全般への理解をテーマとしているため、暴力を許さない環境、意識の高揚に特化したものにはなっていない。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

社会的弱者である障がい者等に対する暴力について、事業内容を工夫しながら、さらに啓発を図る。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

事業について、概ね盛況であるといえるが、さらなる創意工夫により、参加者の増加や理解促進を図っていく必要がある。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO）

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

幼少期では男女差がそれほど大きくないことから、子ども一人ひとりに対し、気持ちを伝える際には暴力ではなく言葉でコミュ
ニケーションをとることが大事だということを伝えているが、コロナ禍でもあり、友達や異年齢児とのかかわりが制限されてい
る中でコミュニケーションがとりにくい現状である。引き続き人と人とのかかわりの中で自分の思いを言葉や身振りで表現でき
るように取り組んでいく必要があると考えている。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

幼少期から一人ひとりを大切にすることを伝えていくことを基本とし、今後も暴力によらない問題解決能力を身につける保育・
教育の推進に努める。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

各保育所において日々の保育の中で機会をとらえて取り組んでいく中で、自分の思いを言葉や身振りで伝えよう としたり,友だ
ちの思いを知ろうとする姿が出てきている。

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

事 業 の 内 容 

自分の思いを伝えながら、違いを認め合える仲間づくりを進め、自分の思いを暴力を使わずに表現できるよう、保育・教育を推進
した。

事 業 の 成 果

保育所での生活や遊びを通して、自分の思いと相手の思いの違いを理解したり、認め合ったりしていく中で 暴力を使わず、相手に
伝えることを啓発している。保育所における子どもたちの様子を保護者にも伝え、話し合いでの問題を解決できるようにする能力
を身につけられるような保育・教育を推進している。

事業の達成基準 達成度の目安

男女共同参画の視点反映度

備　考 *重点施策
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

54.暴力を許さない意識を醸成するための広報・啓発の充実

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

こども未来課

4.男女がともに健やかに安心して暮らせる基盤づくり

8.あらゆる暴力を許さない環境づくり

2.暴力を許さない意識を醸成するための広報・啓発の充実
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO）

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

家庭環境によって大きく影響される事項であり、学校教育でできることに限界を感じる。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

意識を変えることが大切であり、引き続き啓発を続ける。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

成果については、個々に委ねられるとともに家庭環境にも大きく影響されるものであるが、正しい知識に基づいた視点を持つこ
とが大切だと考える。

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

事 業 の 内 容 

「児童虐待が疑われる事案に係る緊急点検」の実施やその後のフォローアップ調査の実施「DV、ストーカー、児童虐待被害者を対
象とした法律相談制度」等の実施や通知を通して啓発に努めた。

事 業 の 成 果

暴力による被害・弊害への理解深め、教育現場での感度を高めた。

事業の達成基準 達成度の目安

男女共同参画の視点反映度

備　考 *重点施策
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

54.暴力を許さない意識を醸成するための広報・啓発の充実

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

学校教育課

4.男女がともに健やかに安心して暮らせる基盤づくり

8.あらゆる暴力を許さない環境づくり

2.暴力を許さない意識を醸成するための広報・啓発の充実
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO）

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

ホームページは紙媒体と違って多くのことが発信でき、残すことができる。当然男女共同参画に関わる内容も発信できている
が、データ等を用いた発信も多いので、古くなる前に次のコンテンツにアップデートすることが必要である。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

「暴力を許しません。」このことについて反対する人はほとんどいませんが、暴力がない訳ではない。暴力を許さない意識の醸
成には、一人ひとりの人間を尊重する意識の醸成が必要である。これは人権の本質であり、当たり前のことであるが、実現が難
しい現実を無視せず、様々な視点からの啓発を継続していく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

令和４年度からホームページを活用した発信を始めた。今後も継続していきたい。

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

事 業 の 内 容 

市ホームページで人権についての発信を行う。

事 業 の 成 果

かけはしを年間１２回・命の輝きシリーズを年間２回・人権コラムを年間４回、ホームページに掲載した。

事業の達成基準 達成度の目安

男女共同参画の視点反映度

備　考 *重点施策
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

54.暴力を許さない意識を醸成するための広報・啓発の充実

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

人権・地域教育課

4.男女がともに健やかに安心して暮らせる基盤づくり

8.あらゆる暴力を許さない環境づくり

2.暴力を許さない意識を醸成するための広報・啓発の充実
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 55.相談窓口の周知

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

人権政策課

4.男女がともに健やかに安心して暮らせる基盤づくり

8.あらゆる暴力を許さない環境づくり

3.相談窓口の充実・連携

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

AＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

・市広報誌やリーフレット、市ホームページ等を通じて、女性に対する暴力に関する相談窓口の周知を行った。

・「デートDV防止学校出前講座」実施校の全生徒に対し、「DV防止啓発リーフレット」を配布し、DV被害者への
　相談機関等の周知を行った。

事 業 の 成 果

市広報誌やリーフレット、市ホームページ等を通じて、女性に対する暴力に関する相談窓口・機関等の周知することができた。

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

女性に対する暴力に関する相談窓口についての認識が低いことを踏まえ、これまで以上に周知に努め、未然防止の段階から保
護・支援までの幅広い相談に応じられるよう充実させていく必要がある。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

市広報誌やリーフレット、市ホームページ等を通じて、女性に対する暴力に関する相談窓口の周知を図っていく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

75

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

市広報誌やリーフレット、市ホームページ等を通じて。女性に対する暴力に関する相談窓口・機関の周知をすることができた。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 56.相談マニュアルの作成

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

人権政策課

4.男女がともに健やかに安心して暮らせる基盤づくり

8.あらゆる暴力を許さない環境づくり

3.相談窓口の充実・連携

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

AＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

「橿原市配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等のための施策の実施に関する基本計画（第2次）」をもとに、庁内関係課が連
携し、ＤＶ被害者からの相談に適切に対応できるよう「ＤＶ庁内対応マニュアル」により全庁的に共有している。

事 業 の 成 果

「ＤＶ庁内対応マニュアル」を全庁的に周知することで、全職員がＤＶ被害者からの相談に対応できるよう、相談体制の充実を
図った。

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

相談にあたる者の人権に関する意識や女性に対する暴力についての知識を高めるとともに、関係各課や警察等との連携が必要で
ある。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

すべての窓口で同一の対応ができるよう、女性に対する暴力についての「相談マニュアル」をもとに、全庁の共有化を
図っていく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

75

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

相談に適切に対応できるよう、関係各課と連携し、相談体制の充実を図っている。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 57.関係機関との連携強化

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

関係各課

4.男女がともに健やかに安心して暮らせる基盤づくり

8.あらゆる暴力を許さない環境づくり

3.相談窓口の充実・連携

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

市民にとっては身近な相談窓口に駆け込むことが多いことから、どの窓口に相談があった場合でも同様の対応が出来るよう、相談
にあたる者の人権に関する意識や女性に対する暴力についての知識を高めるとともに、関係各課や警察等との連携強化を図る。

事 業 の 成 果

DV被害者からの相談に適切に対応できるよう、関係課共有の対応マニュアルを作成し、実際に相談の場合においては、各課と連携
のうえ対応にあたっている。

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

引き続き関係各課や警察等との連携強化を図り、未然防止の段階から保護・支援までの幅広い相談に応じられるよう充実してい
く。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

多様な女性に対する暴力に対応するため、庁内各課はもとより、警察、奈良中央こども家庭相談センター、病院等との連携を図
ります。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

相談者は、配偶者等からの暴力、住居問題、経済的困窮など、様々な問題を複合的に抱えている場合が多く、必要な情報提供や
関係機関との調整を図った。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 58.女性や子ども等を犯罪から守る活動の推進

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

市民協働課

4.男女がともに健やかに安心して暮らせる基盤づくり

8.あらゆる暴力を許さない環境づくり

4.女性や子どもにとって安全な環境づくり

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

　自治組織に対する防犯灯設置補助事業を実施することで、市内の生活道路における夜間視環境の改善を促進し、歩行者の安心の
確保、生活道路の機能向上等を図る。また、自動車に青色回転灯を装備してパトロールを行う自主防犯団体等の結成・活動を支援
するための交付金を交付すること等によって、自主防犯団体の活動を活性化し、地域防犯力の向上を目指す。

事 業 の 成 果

●【防犯灯設置補助申請】申請件数は37件、補助対象灯数は55灯（新設26灯・再設29灯）、
　　補助金額は1,221,968円（新設871,968円,再設35,000円）。
●【町境界防犯灯設置業務】
　　町境界防犯灯(木原町) 2灯 291,830円
●【防犯啓発】市内各駐輪場における防犯啓発のぼり旗の掲示、音源車で市内周回、防犯啓発グッズの配布(社協のサロン)

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

「橿原市安全で住みよいまちづくりに関する条例」に基づく生活安全協議会の委員に占める女性の割合が低い。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

　地域防犯活動をまちづくりと組み合わせて捉え、防犯まちづくりを通して地域の安全を高める。そのために、住民が当事者意
識を持ち、地域ぐるみで防犯活動を推進するための人材育成支援が必要である。男性・女性・子どもや高齢者など、多様な人材
が防犯まちづくりの担い手となるような取り組みを模索していく。
　今後もハード面おいて、男女ともに安心して生活できる環境を整備するため、自治会による要望を基軸として防犯灯設置補助
事業を実施していき、またソフト面は防犯意識・防犯力の向上を図る。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

　防犯灯設置補助事業は、夜間の生活道路を利用する市民の安全確保、道路利用における利便性の向上とともに、女性が被害者
となる犯罪の抑止にもつながり、男女がともに安心して生活できる環境の整備に貢献したものとして評価できる。一方、本市の
犯罪率が高止まりする中、地域住民の体感治安を改善し、市民生活の安全を確保するためには、防犯環境整備によるハード面で
の施策に加えて、住民による自主防犯活動の支援などのソフト事業を充実させ、犯罪に強いまちづくりを目指すことも重要であ
る。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 58.女性や子ども等を犯罪から守る活動の推進

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

人権政策課

4.男女がともに健やかに安心して暮らせる基盤づくり

8.あらゆる暴力を許さない環境づくり

4.女性や子どもにとって安全な環境づくり

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

AＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

 男女共同参画広場情報誌や市ホームページ等により、暴力を許さない意識を醸成するための広報及び啓発を行った。
 また、市職員においては、女性や子どもに対する暴力防止に向けた『オレンジリボン運動』 並びに『パープルリボン運動』
 に取り組むことで啓発を行った。

事 業 の 成 果

  多様な広報媒体を通じて、暴力を許さない意識を醸成するための啓発に努めることができた。また、11月の『女性
 に対する暴力をなくす運動期間』中には男女共同参画広場来館者に対し、『パープルリボン運動』による普及啓発を
 行った。

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

女性や子どもにとって安全な環境づくりをしていくためには、関係課と連携し、暴力などの防止に焦点をあてた総合的な
取組を進めていく必要がある。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

地域や関係機関等と連携し、地域の実情に応じた取組を進め、安全確保や意識啓発等、犯罪の取組を充実していく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

75

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

『女性に対する暴力をなくす運動』期間中に、多様な広報媒体を使用し、より多くの方々に普及啓発することができた。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO）

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

男女問わずともに学習できる環境（開催時間や内容）を充実させる必要がある。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

今後も幅広く人権教育の充実を図ることで、男女共同参画社会の実現をめざす。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

社会活動を通じて女性や子供たちが課題を見つけて、学び、考え、判断する能力を養っている。また、子ども教室では、地域で
子どもを守り育むという活動趣旨に沿って、女性を含めた世代間交流を促進するとともに、子どもたちの健全育成に資する活動
を行っている。

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

事 業 の 内 容 

次世代を担う青少年が自他ともにかけがえのない存在であることを認識あひ、社会の一員であることを自覚して進んで社会参加で
きるよう、PTA・子ども会・ボーイスカウト・ガールスカウト等地域の青少年育成団体の活動を支援し、推進する。
また、市内の各地区公民館を中心に子ども教室を開催している。主に週末を利用して地域の大人たちが中心となって教室を運営
し、子どもたちの居場所づくりとして、男女問わず様々な体験・交流活動を実施している。
教室が実施したが、だいぶ回復してきたが、新型コロナウイルス感染症の拡大を配慮し、中止等で開催できない地域もあった。

事 業 の 成 果

事業開催数は団体により異なるが、社会活動を通じて課題を見つけて、学び、考え、判断し、課題解決する能力を養っている。また子ども教
室では、地域全体で子どもを育んで見守るという趣旨の中で、女性を含めた世代間交流の促進を図り、社会の犯罪から女性や子どもたちを守
る活動を実施している。
【各子ども教室の今年度実績】
・新沢子ども教室　実施回数：10回　のべ参加者数：362人　・真菅子ども教室　　実施回数：10回　のべ参加者数：682人
・耳成子ども教室　実施回数：22回　のべ参加者数：874人　・多子ども教室　　　実施回数：  6回　のべ参加者数：369人
・今井子ども教室　実施回数：14回　のべ参加者数：232人　・八木子ども教室　　実施回数：  7回　のべ参加者数：  61人

事業の達成基準 達成度の目安

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

58.女性や子ども等を犯罪から守る活動の推進

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

人権・地域教育課

4.男女がともに健やかに安心して暮らせる基盤づくり

8.あらゆる暴力を許さない環境づくり

4.女性や子どもにとって安全な環境づくり
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO）

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

情報提供や周知啓発に対し、事業者の理解度や対応などの成果が分かりにくい。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

ホームページや啓発リーフレット等による多くの媒体、研修会等による様々な機会を通じて、人権が尊重された働きやすい職場
づくりを促していく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

48

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

法律や制度の情報を広報かしはらや商工会議所会報等で提供したが、幅広い事業者への周知については達成が不十分である為、
達成基準をCとする。

A   十分達成している ９割以上

C
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

事 業 の 内 容 

事業所に対し、啓発リーフレット等を通じて、セクシュアル・ハラスメント等の防止に関する情報提供を行う。

事 業 の 成 果

企業内人権教育推進協議会において、人権を中心とした研修を例年行っていたが、令和４年度は新型コロナの影響で中止となっ
た。
事業所に対し、啓発リーフレット等を通じて、男女平等意識の啓発活動を行った。

事業の達成基準 達成度の目安

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

59.事業所におけるセクシュアル・ハラスメント等の防止啓発

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

地域振興課

4.男女がともに健やかに安心して暮らせる基盤づくり

8.あらゆる暴力を許さない環境づくり

5.セクシュアル・ハラスメント等の防止対策の強化
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 59.事業所におけるセクシュアル・ハラスメント等の防止啓発

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

人権政策課

4.男女がともに健やかに安心して暮らせる基盤づくり

8.あらゆる暴力を許さない環境づくり

5.セクシュアル・ハラスメント等の防止対策の強化

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

セクシュアル・ハラスメント等の防止に向けた継続的な周知啓発。

事 業 の 成 果

事業所や地域活動、教育の場等、様々な場におけるセクシュアル・ハラスメントの防止に向けた継続的な啓発を実施。

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

C
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

事業所や地域活動、教育の場等、様々な場におけるセクシュアル・ハラスメント等の防止に向けて、継続的に啓発、取組を進め
ていく必要がある。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

事業所が効果的な対策に積極的に取り組めるよう、学習機会の提供を行うように努めていく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

48

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

セクシュアル・ハラスメント等に対する認識は深まっているが、引き続き周知を図っていく。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO）

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

各校では研修などによる啓発をしていただいているが、今後も様々な機会を捉えて意識の向上を図っていく必要がある。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

今後も社会状況の変化も見ながら、必要十分な啓発に取り組む。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

75

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

各校においては、実情に合わせて職員の啓発に取り組んでいる。
スクールセクハラに関しては、ガイドラインを作成して改めて定義や具体例を示すことにより、教職員の意識改善を図った。

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

事 業 の 内 容 

校長会等において、定期的にセクシャル・ハラスメントに関する啓発及び注意喚起を行う。

事 業 の 成 果

平成２６年１０月、学校における児童生徒に不快感を与える教職員の性に関する言動を未然に防止することを目的に「橿原市ス
クール・セクハラ防止ガイドライン」を策定し、本ガイドラインの周知徹底を行うべく校長会等での啓発文書の配布、注意喚起を
随時行っている。

事業の達成基準 達成度の目安

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

AＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

60.学校におけるセクシュアル・ハラスメント防止対策の充実

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

学校教育課

4.男女がともに健やかに安心して暮らせる基盤づくり

8.あらゆる暴力を許さない環境づくり

5.セクシュアル・ハラスメント等の防止対策の強化
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO）

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

令和４年度 について、セクシャルハラスメントについての報告は当課にはない。しかし、起こる可能性があると考えて各種事業
を進める必要があると考える。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

男女共同参画に限らず、学校・園の管理職の人権意識をさらに高めることができるよう、定期的な発信を行う。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

セクシャルハラスメント等のハラスメント事案は継続的に注意を促すことが必要であると考えるので、定期的に啓発していく事
を大切にしたい。

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

事 業 の 内 容 

学校におけるセクシャルハラスメントの発生を防ぐ目的で、教職員保育士に対して啓発活動を行う。

事 業 の 成 果

校長会・園長会・教頭会等を通じて、セクシャルハラスメント等についての啓発を行い、教職員の人権意識の高揚を図った。

事業の達成基準 達成度の目安

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

60.学校におけるセクシュアル・ハラスメント防止対策の充実

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

人権・地域教育課

4.男女がともに健やかに安心して暮らせる基盤づくり

8.あらゆる暴力を許さない環境づくり

5.セクシュアル・ハラスメント等の防止対策の強化
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO）

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

困難を抱えた人々が安心して暮らせる環境整備を行っていくためには、関係課及び関係機関等と連携を図っていく
必要がある。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

高齢者、障がい者、在住外国人、性的マイノリティの人等が安心して暮らせるよう、啓発活動や学習機会の提供を図っていく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

様々な生きづらさを抱え、困難な状況にある人々についての理解促進を図ることができた。

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

事 業 の 内 容 

・男女共同参画推進登録団体育成、リーダー養成講座を開催した。
【講師】橿原市男女共同参画推進登録団体 フラワーガーデン　代表  オーバーヘイム容子 さん
【日時】令和5年3月17日(金) 10:00～12:00
【内容】生きづらさって何？ 〜依存症回復支援からウェルビーイング支援へ〜
【参加人数】14名

事 業 の 成 果

参加者アンケート結果では、「よく分かった」「分かった」との回答が約79％あり、ウェルビーイングを意識し、
自身の強みをの伸ばす考え方を取り入れて生活をしていくことの大切さを学んだなどのご意見をいただいた。

事業の達成基準 達成度の目安

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

61.困難な状況にある人々についての理解の促進

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

人権政策課

4.男女がともに健やかに安心して暮らせる基盤づくり

9.困難を抱えた人々が安心して暮らせる環境整備

1.高齢者、障がい者、在住外国人であること等により困難を抱える人々の安定した生活と社会参加のための支援
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 61.困難な状況にある人々についての理解の促進

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

福祉総務課

4.男女がともに健やかに安心して暮らせる基盤づくり

9.困難を抱えた人々が安心して暮らせる環境整備

1.高齢者、障がい者、在住外国人であること等により困難を抱える人々の安定した生活と社会参加のための支援

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

生活困窮者自立相談支援窓口は、包括的な相談の入り口として、複合的な課題を抱える方々を広く対象に「断らない相談支援」を
実施し、生活困窮者の状況に応じた包括的な支援を行うことにより、自立を促進することを理念としている。この理念に基づき、
訪問等の方法による生活困窮者に係る状況把握や関係機関との連絡調整その他の援助を行う。

事 業 の 成 果

生活の困難から動けないなど生命の危機を感じることもあった方に対して、訪問し、救急車に同乗。入院先の相談員や生活福祉課
のケースワーカーと連携を取り、本人の援助を行ったほか、様々なケースに対し状況把握や適切な機関へのつなぎなどを行ってい
る。

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

生活困窮者自立支援法の改正により、庁外の者とも生活困窮者に係る情報共有を図るために組織作りが可能となった。地域での
見守り等のしくみを充実するには、地域社会に存在する社会的資源を活用した取り組みが必要となる。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

横断的な支援が可能となるように、行政組織に限らず、地域社会に存在する生活困窮者の支援に関わる社会的資源との連携を進
める。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

生活困窮者自立支援制度においては、地域社会からの孤立も課題の一つであり、自立相談支援にあたっては、訪問等の方法によ
る生活困窮者に係る状況把握や支援者との連絡調整も事業の一つとしている。相談者に対する援助、情報提供については概ね達
成できている。しかし、相談が途絶えた者について、全員に対して支援員が見守り等を行うことは困難な状況である。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 61.困難な状況にある人々についての理解の促進

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

長寿介護課

4.男女がともに健やかに安心して暮らせる基盤づくり

9.困難を抱えた人々が安心して暮らせる環境整備

1.高齢者、障がい者、在住外国人であること等により困難を抱える人々の安定した生活と社会参加のための支援

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

小学校区ごとに生活支援地域ケア会議を開催し、地域の見守り活動や高齢者の地域の居場所について、地域住民と関係機関がとも
に話し合い、情報共有を行っている。

事 業 の 成 果

令和4年度　実績：18回
定期的に地域住民が協議や情報共有を行う仕組みができている。

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

より幅広い住民に会議に参加していただき、地域での取組の輪を広げていくことが望ましい。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

地域の特性を踏まえた会議の内容を充実させ、地域住民の理解を深めていく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

定期的に地域住民が協議や情報共有を行う仕組みができている。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 62.仕事情報の収集と提供

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

福祉総務課

4.男女がともに健やかに安心して暮らせる基盤づくり

9.困難を抱えた人々が安心して暮らせる環境整備

1.高齢者、障がい者、在住外国人であること等により困難を抱える人々の安定した生活と社会参加のための支援

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

高齢者、障がい者等の自立の促進を図るため、関係機関との連絡調整を行いながら仕事・住居・生活支援に関する情報提供その他
の援助を行う。

事 業 の 成 果

高齢者、障がい者等及びその家族その他の関係機関からの相談に応じ、関係機関との連絡調整を行いながら適切な制度の利用を案
内するほか、就労支援その他の援助を行っている。

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

就労に当たって一定の配慮が必要な者や高齢者が就労することのできる事業所が少ない。また、就労することが出来たとして
も、定着することが出来ずに早期離職する割合が高い。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

就労先となり得る事業所の調査・開拓を進めるほか、事業所に対して就労にあたっての配慮事項を伝えたり、本人に対する助
言・指導を行ったりして職場への定着を支援する。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

相談者に対して、支援員が寄り添いながら喚起機関等の相談への同席や同行支援を含めた援助を行っている。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO）

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

働く意欲のある障がい者が、その適性に応じて能力を十分に発揮することができるよう、一般就労を希望する場合にはできる限
り一般就労に移行することができるよう、積極的に障がい者雇用に取組む企業の増加等が必要であり、ハローワーク等の関係機
関との連携をさらに緊密に図る必要がある。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

障がい者の雇用の継続・安定を図りつつ、障がいの種類及び程度に応じたきめ細やかな対応ができるよう、関係機関と協力しつ
つ情報の共有に努めるとともに、相談支援体制の強化に努める。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

就労に関する障がい福祉サービスの利用により、働く意欲のある障がい者が一般就労への移行につながるよう、障がい福祉サー
ビスを受給できるよう支援している。

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

事 業 の 内 容 

就労に関する障がい福祉サービスの提供を行っている。
　○就労移行支援
　　定められた期間、事業所における作業や、企業における実習、適性にあった職場探しや就労後の職場定着のための
　　支援等、就労・定着のために必要な訓練、指導等のサービスの提供。
　○就労継続支援（Ａ型）
　　一般就労に向け必要な知識や能力の向上のために、必要な指導や訓練等のサービスを提供。
　○就労継続支援（Ｂ型）
　　雇用契約は締結しないで、就労の機会や生産活動の場、就労への移行に向けた支援等のサービスを提供。

事 業 の 成 果

サービス利用件数
　　就労移行支援　　　　　　319件
　　就労継続支援（Ａ型）　1,949件
　　就労継続支援（Ｂ型）　3,084件

事業の達成基準 達成度の目安

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

62.仕事情報の収集と提供

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

障がい福祉課

4.男女がともに健やかに安心して暮らせる基盤づくり

9.困難を抱えた人々が安心して暮らせる環境整備

1.高齢者、障がい者、在住外国人であること等により困難を抱える人々の安定した生活と社会参加のための支援
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 62.仕事情報の収集と提供

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

長寿介護課

4.男女がともに健やかに安心して暮らせる基盤づくり

9.困難を抱えた人々が安心して暮らせる環境整備

1.高齢者、障がい者、在住外国人であること等により困難を抱える人々の安定した生活と社会参加のための支援

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

高齢者の住居・生活支援に関する情報や相談窓口の周知を図る。相談対応については、包括的支援事業（橿原市社会福祉協議会に
委託）として体制を整えている。

事 業 の 成 果

令和4年度　総合相談の状況
・地域包括支援センター実施：延べ　3,550件
・かしはら街の介護相談室実施：延べ　1,976件

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

今後も周知活動に力を入れる必要があるとともに、相談先を知らない方に対してのアプローチについて検討する必要がある。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

今後とも相談窓口の周知に努め、支援を必要とする人に適切な情報や支援を提供できる体制を整えていく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

相談窓口として地域包括支援センターと「かしはら街の介護相談室」は徐々に浸透してきているため、高齢者の安定した生活の
支援に寄与していると考える。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO）

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

若い女性に特化したものではなく、若者全体や女性全体の自立就業支援になってしまう。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

ホームページ等により、周知啓発及び情報提供していくことで、ふるさとハローワーク等の利用者を増加させていく取り組みを
進める。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

48

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

毎週求人情報のチラシを更新し情報提供を行った。また、女性に特化したブースを設けた、シゴト応援フェアを開催したが、参
加者数も年々減少していることから、達成基準をCとした。

A   十分達成している ９割以上

C
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

事 業 の 内 容 

就職活動を支援し、広く市民に就労に関する機会や情報を提供する。
シゴト応援フェアの実施：
女性のための再就職相談、シニア世代の仕事相談、職業訓練案内、若者自立のための相談、無料職業紹介、福祉の仕事相談

事 業 の 成 果

シゴト応援フェア：令和５年1月１９日（木）・2０日（金）実施　女性相談件数３１件
毎週、ハローワークから提供される求人情報のチラシを更新

事業の達成基準 達成度の目安

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

62.仕事情報の収集と提供

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

地域振興課

4.男女がともに健やかに安心して暮らせる基盤づくり

9.困難を抱えた人々が安心して暮らせる環境整備

1.高齢者、障がい者、在住外国人であること等により困難を抱える人々の安定した生活と社会参加のための支援
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 62.仕事情報の収集と提供

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

人権政策課

4.男女がともに健やかに安心して暮らせる基盤づくり

9.困難を抱えた人々が安心して暮らせる環境整備

1.高齢者、障がい者、在住外国人であること等により困難を抱える人々の安定した生活と社会参加のための支援

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

AＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

・「女性のための就職面接会＆相談コーナー」を開催（ハローワーク大和高田・桜井と共催）
【日時】令和5年2月24日(金)10時～11時30分
【場所】大和信用金庫 八木支店 3階 第1会議室
【参加事業所】辰巳電子工業㈱、しのぶ社労士事務所、㈱アイプリコム
【内容】①就職面接会…仕事と生活の両立支援に取り組む事業所との就職面接会
　　　　②相談コーナー…ハローワークマザーズコーナー就職支援ナビゲータが履歴書の書き方や面接時のポイントに
　　　　　応じる相談コーナー
【参加人数】18名　【採用者】3名

事 業 の 成 果

仕事と子育ての両立を支援する事業所と直接面接できる場を設けることで、3名が就職に繋がった。

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

仕事と子育ての両立を支援する、より多くの事業所に参加いただけるよう、ハローワーク等の関係機関と連携を図って
いく必要がある。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

 ハローワーク等の関係機関と連携し、合同企業説明会の開催や企業と求人者のマッチングを充実していく。
 また、県の「女性の再就職準備相談」の相談窓口を周知していく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

75

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

仕事を探している女性や子育てや介護のために退職し、再就職を目指している女性に対する就職支援に繋げることが
できた。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO）

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

各障がい者のニーズは多様化しており、よりきめ細やかな相談対応や支援が必要となっている。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

住み慣れた地域で安心して暮らしていくためには障がい者が抱えている多様な問題を支援できる相談体制の充実を図りつつ、障
がい者個々の希望や状況に応じたサービスの提供に努める。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

地域の実情に応じた障がい福祉サービスの提供により、障がい者の社会参加の促進のサポートを行っている。

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

事 業 の 内 容 

障害者総合支援法に基づいて、障がい者が日常生活や社会生活を営むことができるよう、必要な障がい給付サービスに係る給付決
定や、相談支援、地域の実情に応じた地域生活支援事業を行っている。地域生活支援事業のなかで、日常生活用具給付や移動支
援、手話通訳者・要約筆記者の派遣、地域活動支援センター事業を行っている。
○日常生活用具給付…………………障がい者等の日常生活がより円滑に行われるための用具を給付または貸与を行う。
○移動支援……………………………障がい者等が、円滑に外出することができるよう移動支援サービスの提供を行う。
○手話通訳者・要約筆記者派遣……聴覚、音声機能、言語機能等の障がいのため、意思疎通を図ることに支障がある障がい者
　　　　　　　　　　　　　　　　等が円滑なコミュニケーションを行えるよう、支援を行う者を派遣する。

事 業 の 成 果

　日常生活用具給付　　　　　　　1,625件
　移動支援　　　　　　　　　　 13,833件
　手話通訳者派遣（登録手話通訳者）136件
　　　　　　　　（設置手話通訳者）136件
　要約筆記者派遣（登録手話通訳者） 1８件
                    （設置手話通訳者） 　1件

事業の達成基準 達成度の目安

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

63.高齢者、障がい者等の社会参加の促進

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

障がい福祉課

4.男女がともに健やかに安心して暮らせる基盤づくり

9.困難を抱えた人々が安心して暮らせる環境整備

1.高齢者、障がい者、在住外国人であること等により困難を抱える人々の安定した生活と社会参加のための支援
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 63.高齢者、障がい者等の社会参加の促進

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

福祉総務課

4.男女がともに健やかに安心して暮らせる基盤づくり

9.困難を抱えた人々が安心して暮らせる環境整備

1.高齢者、障がい者、在住外国人であること等により困難を抱える人々の安定した生活と社会参加のための支援

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

老人クラブにおける高齢者自らの生きがいを高め健康づくりを進める活動やボランティア活動をはじめとした地域を豊かにする各
種活動に対し、支援を行っている。

事 業 の 成 果

老人クラブの活動への補助金交付（令和４年度）
大規模老人クラブ（５０人以上）１団体あたり　41,440円　19団体
小規模老人クラブ（５０人未満）１団体あたり　27,600円　20団体

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

男性、女性区別なく相談に対しては対応する必要がある。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

老人クラブの活動について、高齢者の社会参加を今後も促すため、事業を継続していく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

高齢者を主体とする介護予防、健康づくりを進める活動やボランティアをはじめとした地域を豊かにする活動を支援することに
より、高齢者の生きがいづくりに貢献していると判断したため。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO）

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

・国際交流授業について、限られた予算の中で、希望する幼稚園、小・中学校すべてが利用できない場合がある。通訳に関して
は多様な言語に対応できない場合がある。
・翻訳について、庁内の希望翻訳に対応できる数に限りがあり、多言語による情報提供の充実に対応していく必要がある。
・市内在住外国人の方が安心して日常生活を送ることができるよう、庁内窓口での外国語対応を必要とする場合があるが、通訳
に課題がある。特に庁舎内の外国人対応時に通訳者の同行がない場合の対応に課題がある。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

・国際交流授業を通じて、異なる文化を認め、理解することの大切さを学ぶことができるよう、引き続き外国人講師による授業
を実施する。
・通訳については、デジタルデバイス等を使用した通訳手段を導入し、幼・小・中学校等における三者面談等や、市役所内にお
ける手続き・相談時に通訳対応を可能にする。
・在住外国人の生活をサポートできるよう、庁内窓口での手続きや各種相談に対応できるようデジタルデバイス等を使用した通
訳対応を可能にする。
・広報誌掲載記事等における外国語翻訳の必要性や費用対効果を勘案し、より効果的な手段を模索していく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

・国際交流授業を通じて、子どもたちが異文化への興味・理解を示すようになり、園・学校からの満足度も高い。また、通訳派
遣によって、特に日本語が分からない保護者と学校・園との意思疎通を支援することができた。
・在住外国人に対して委託事業により相談窓口から情報提供することができたが、庁舎窓口での相談・支援に関しての通訳対応
に課題が残っている。
・また、翻訳に関しても庁内の翻訳文書の対応数に限りがある。

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

事 業 の 内 容 

 ・市内各幼稚園及び小学校に対し、外国人講師による授業を実施し、様々な国の言葉や遊びや生活の様子を学ぶこと
　 によって、異文化に親しむきっかけを提供した。
　 また、各学校・園での個人懇談等に通訳を派遣することで、意思疎通を支援した。
 ・在住外国人が暮らしやすいまちづくりのため、年間を通じて外国人の生活相談をおこなった。
 ・在住外国人に必要な情報を、英語、中国語、ポルトガル語、韓国語、スペイン語等に翻訳し、情報提供した。

事 業 の 成 果

・派遣授業の実施を希望する市内幼稚園及び小学校において、15回の国際交流授業を実施した。
・幼稚園・こども園・中学校における三者面談や懇談会時に3件、通訳を行った。
授業「異文化の相互理解が深められた」100％、通訳「有効だった」100％のアンケート結果となり、児童・生徒にとって、有意
義なものとなっている。
 ・市役所での各種手続きの際や通院等の際の通訳、及び就職相談や日常生活に係る様々な事象における相談など、合計181件（ネ
パール89件、スリランカ31件、ミャンマー14件、その他47件）の相談を受け付けた。
 ・他部署から依頼のあった市民向け文書を２件、7言語に翻訳し提供した。

事業の達成基準 達成度の目安

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

64.在住外国人への支援の充実

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

企画政策課

4.男女がともに健やかに安心して暮らせる基盤づくり

9.困難を抱えた人々が安心して暮らせる環境整備

1.高齢者、障がい者、在住外国人であること等により困難を抱える人々の安定した生活と社会参加のための支援
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO）

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

特になし。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

社会のグローバル化により、本事業のニーズは一層高まることと想定され、今後も引き続き十分な対応ができるよう
努める必要がある。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

100

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

必要十分な数の日本語指導講師の配置につき、適切な時期に内申した。

A   十分達成している ９割以上

A
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

事 業 の 内 容 

　・海外から帰国又は入国し、本市立学校に編入学した児童生徒で、日本語を話せず、又は、理解できない者に対し、
　　円滑な学校生活を送るとともに必要な学力を保証するために日本語指導のための非常勤講師の配置を内申する。
  ・新入学予定の年齢の外国席児童には日本語及び母国語での就学案内を送付している。

事 業 の 成 果

　日本語指導の必要な児童生徒に対し個別に援助することで、当該児童生徒の意欲を減退させることなく、
　スムーズに学習習得を進められている。また、日本語習得を通じ、同級生の輪に入ることが出来るようになり、
　日本語が出来ないことで抱えていたストレスの解消にも資する事が出来ている。

事業の達成基準 達成度の目安

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

AＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

64.在住外国人への支援の充実

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

学校教育課

4.男女がともに健やかに安心して暮らせる基盤づくり

9.困難を抱えた人々が安心して暮らせる環境整備

1.高齢者、障がい者、在住外国人であること等により困難を抱える人々の安定した生活と社会参加のための支援
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO）

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

費用面の問題もあり、全ての言語翻訳を市側で対応することは難しい。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

需要等を考慮し今後も可能な範囲で翻訳言語や言語数の検討は行っていく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

75

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

令和５年３月の橿原市ホームページ全面リニューアルに伴い、上記５か国語について自動翻訳機能を導入できた。

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

事 業 の 内 容 

橿原市ホームページにおいて、機械翻訳機能で外国語対応をしている。

事 業 の 成 果

英語、中国語（繁体・簡体）、ハングル語、ベトナム語、タガログ語の5か国語で対応している。

事業の達成基準 達成度の目安

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

AＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

64.在住外国人への支援の充実

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

秘書広報課

4.男女がともに健やかに安心して暮らせる基盤づくり

9.困難を抱えた人々が安心して暮らせる環境整備

1.高齢者、障がい者、在住外国人であること等により困難を抱える人々の安定した生活と社会参加のための支援
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 64.在住外国人への支援の充実

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

人権政策課

4.男女がともに健やかに安心して暮らせる基盤づくり

9.困難を抱えた人々が安心して暮らせる環境整備

1.高齢者、障がい者、在住外国人であること等により困難を抱える人々の安定した生活と社会参加のための支援

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

AＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

在住外国人が安心して暮らせるよう、相談があった際にはデジタルデバイスを利用した通訳手段を活用するなど、多言語による情
報提供を行っている。また、在住外国人のための相談窓口における冊子を設置している。

事 業 の 成 果

在住外国人が安心して暮らせるよう、相談があった際にはデジタルデバイスを利用した通訳手段を活用するなど、多言語による情
報提供を行っている。また、在住外国人による生活相談、人権相談、労働相談があった際の相談窓口を案内している。

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

C
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

在住外国人であることで困難を抱える人々が、生活上の困難や就労等について、どこに相談すればよいのか迷う
ことがないように、相談窓口の周知を図っていく必要がある。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

関係各課と連携し、在住外国人が安心して暮らせるよう、デジタルデバイスを利用した通訳手段を活用するなど、多言語による
情報提供を実施していく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

在住外国人であること等により困難を抱える人々の安定した生活と社会参加のため、デジタルデバイスを利用した通訳手段を活用
するなど、多言語による情報提供を行っている。また、在住外国人から生活相談、人権相談、労働相談があった際の相談窓口を案
内している。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 64.在住外国人への支援の充実

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

危機管理課

4.男女がともに健やかに安心して暮らせる基盤づくり

9.困難を抱えた人々が安心して暮らせる環境整備

1.高齢者、障がい者、在住外国人であること等により困難を抱える人々の安定した生活と社会参加のための支援

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

  災害時緊急情報を含めた防災情報等を多言語で発信する。

事 業 の 成 果

 可能な限り平易な表現で防災情報等を発信するよう心がけている。(多言語翻訳は企画政策課)

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

在住外国人を含めたすべての人に限られた文字数で正確に情報を伝えるには限界がある。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

安心・安全メール等現在行っている事業をより多くの在住外国人の方に利用してもらえるよう、よりよいものにしていくのはも
ちろんのこと、災害弱者といわれる全ての人に的確に情報を伝える手段を整備・検討していかなくてはならない。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

在住外国人を含めたすべての人に限られた文字数で正確に情報を伝えるには限界がある。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 64.在住外国人への支援の充実

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

中央公民館

4.男女がともに健やかに安心して暮らせる基盤づくり

9.困難を抱えた人々が安心して暮らせる環境整備

1.高齢者、障がい者、在住外国人であること等により困難を抱える人々の安定した生活と社会参加のための支援

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

〇日本語教室を実施
　　【日程】令和４年５月２９日（日）から令和５年２月２６日（日）　全２０回
　　【場所】橿原市中央公民館
　　【内容】市内在住・在勤・在学の外国人を対象とする日本語教室
　　【対象】延１５４名

事 業 の 成 果

日本で暮らす外国人にとって、生活上最も必要な日本語の習得のための教室を実施することにより、就職・子育て・進学等様々な
生活上の問題の解決及び外国人女性とその子供が安心して暮らせるための支援を行うことができた。

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

多少ではあるが、クラスごとの出席にばらつきが見受けられたが、男女共同参画の観点からは問題はない。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

今後もレベルに合わせた長期間の講座を開催し、日本語教育の学習支援を実施していく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

初級者を対象に約９ヶ月間の教室を開催し、日誌などで進捗状況を確認しながら日本語教育を支援しており、ある程度の成果が
あった。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 65.ひとり親家庭支援事業の充実

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

福祉総務課

4.男女がともに健やかに安心して暮らせる基盤づくり

9.困難を抱えた人々が安心して暮らせる環境整備

2.ひとり親家庭への支援

男女共同参画の視点反映度

備　考 *重点施策
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

ひとり親家庭の自立の促進を図るため、関係機関との連絡調整を行いながら子育て・生活支援・就業支援等に関する情報提供その
他の援助を行う。

事 業 の 成 果

ひとり親及びその家族その他の関係機関からの相談に応じ、関係機関との連絡調整を行いながら適切な制度の利用を案内するほ
か、就労支援その他の援助を行っている。

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

幼年の子どもがいる場合、就職条件として不利であることは否めない。また、離婚直後であるなど、保育所への入所が出来てい
ない場合、託児所のある事業所を探さなければならないが、そのような事業所は多くない。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

関係機関等との連絡調整を行いながら、就労先となり得る事業所の調査・開拓を進める。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

相談者に対して、支援員が寄り添いながら関係機関等の相談への同席や同行支援を含めた援助を行っている。また、求人情報の
照会や就労に関する助言。指導を行っている。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO）

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

ひとり親家庭に対する自立支援のパンフレットや就労支援に関するチラシなどを作成し周知を図っているが、ひとりでも多くの
方に利用してもらうために
今後も啓発に努める。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

ひとり親家庭に対して、子育て、生活支援、就労支援、経済的支援を今後も適正に行っていく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

100

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

母子・父子自立支援員が中心となって生活や就労に関する相談・指導に努めているため、子育て世帯への支援体制の強化に大い
に貢献している。

A   十分達成している ９割以上

A
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

事 業 の 内 容 

　・ひとり親家庭の母および父の自立・就業支援に関しての制度案内をホームページや広報に掲載。
　・毎年、橿原市母子寡婦福祉会との共催で母子・父子家庭の交流会を実施している。（令和４年度は桜井市穴師　ミカン狩り）
　・「ひとり親のための就業相談」（奈良県スマイルセンター主催　【日程】毎月２回（第１（土）、第３（火））【場所】かしはらナビプラザ）
　　の案内を毎月広報に掲載。
　・ハローワークと連携し就労支援巡回相談を開催した。【日程】毎月２回　【場所】橿原市役所　分庁舎
　・ハローワークと連携し、児童扶養手当の現況届の提出期間に合わせて「出張ハローワーク！ひとり親全力サポートキャンペーン」を開催した。
　　【日程】令和４年８月２５日（金）　【場所】橿原市役所　分庁舎
　・ひとり親の自立に向けた総合的な支援として母子・父子自立支援員に相談できる体制を作ることで、母子・父子及び寡婦を対象に離別直後の
　　精神安定を図り、その自立に必要な情報提供、相談指導等の支援や職業能力の向上及び求職活動に関する支援をおこなっている。また、相談
　　や支援の中で、養育費を確保するための相談窓口の周知を図っている。
　・母子・父子自立支援プログラム策定事業を実施している。児童扶養手当を受給されている方を対象に、母子・父子自立支援員との面談を
　　おこない、個々の状況に応じた就職までの自立支援プログラムを策定し、ハローワークと連携して就業までをサポートしている。

事 業 の 成 果

　・ひとり親家庭の母および父の自立・就業支援に関しての制度案内をホームページや広報に掲載。
　　〇自立支援給付金事業：２件　〇高等職業訓練促進給付金等事業　高等職業訓練給付金：16件、高等職業訓練終了支援給付金：５件
　　〇ひとり親家庭高等学校卒業程度認定試験合格支援事業　１件
　・ハローワークと連携し就労支援巡回相談を開催した。　相談件数：24件
　・ハローワークと連携し、児童扶養手当の現況届の提出期間に合わせて「出張ハローワーク！ひとり親全力サポートキャンペーン」を開催した。
 　  相談件数：２件
　・母子・父子自立支援プログラム策定事業を実施している。 母子・父子自立支援プログラム策定件数：21件

事業の達成基準 達成度の目安

男女共同参画の視点反映度

備　考 *重点施策
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

AＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

65.ひとり親家庭支援事業の充実

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

こども未来課

4.男女がともに健やかに安心して暮らせる基盤づくり

9.困難を抱えた人々が安心して暮らせる環境整備

2.ひとり親家庭への支援
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO）

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

特に男女共同参画の視点からの問題点はない。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

男女共同参画が可能となるよう、ひとり親家庭について、今後一層の支援の充実が求められる。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

就学援助については、1,221名の申請者の内、1,019名を認定し補助を行った。
翌年度に入学する児童生徒を対象にした新入学準備金については、248名の申請者の内、177名を認定し補助を行った。
家庭事情の中でも、経済的理由による就学困難児に対する補助なので、金銭的援助は一定の成果があったと考えられる。

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

事 業 の 内 容 

ひとり親を含めた経済的に困難な児童生徒に対しては就学援助制度を実施している。

事 業 の 成 果

　就学援助認定者：小学校637人に32,330,748円（平均50,755円／年）、中学校398人に対し
　30,556,191円（平均 76,774円／年）の補助を行った。
　翌年度に入学する児童生徒を対象にした新入学準備金：小学校入学予定者７５人に4,054,500円、
　中学校入学予定者10２人に6,426,000円

事業の達成基準 達成度の目安

男女共同参画の視点反映度

備　考 *重点施策
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

65.ひとり親家庭支援事業の充実

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

学校教育課

4.男女がともに健やかに安心して暮らせる基盤づくり

9.困難を抱えた人々が安心して暮らせる環境整備

2.ひとり親家庭への支援
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 65.ひとり親家庭支援事業の充実

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

人権政策課

4.男女がともに健やかに安心して暮らせる基盤づくり

9.困難を抱えた人々が安心して暮らせる環境整備

2.ひとり親家庭への支援

男女共同参画の視点反映度

備　考 *重点施策
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

AＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

県や関係機関等が実施している、ひとり親家庭のための就業相談窓口やセミナー等のチラシをかしはらナビプラザ４階男女共同参
画広場に設置し、周知啓発している。

事 業 の 成 果

県や関係機関等が実施している、ひとり親家庭のための就職相談窓口やセミナー等のチラシを、かしはらナビプラザ４階男女共同
参画広場に設置し、社会参加のため周知啓発を行った。

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

ひとり親家庭やステップファミリー、同性家族等、様々な形態安心して暮らすことができるような啓発をしていくためには、関
係課及び関係機関と連携していかねばならない。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

ひとり親家庭やステップファミリー等が安心して暮らせるよう、啓発活動や学習機会の提供を図っていく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

75

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

ひとり親家庭が安心して暮らせるよう、就職相談や各種セミナー、そして生活上の様々な困難に関する相談窓口の周知啓発する
ことができた。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 66.養育費の確保のための情報提供

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

福祉総務課

4.男女がともに健やかに安心して暮らせる基盤づくり

9.困難を抱えた人々が安心して暮らせる環境整備

2.ひとり親家庭への支援

男女共同参画の視点反映度

備　考 *重点施策
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

①ひとり親家庭の自立の促進を図るため、情報提供その他の援助を行う。
②無料法律相談において法律上の助言を行う。
　　　毎週金曜日（祝日を除く）　１３：００～１６：３０
　　　２０分／人
　　　面談による相談

事 業 の 成 果

　①ひとり親及びその家族その他の関係機関からの相談に応じ、情報提供その他の援助を行っている。
　②相談件数　全体341件（男性128件　女性213件）
　　　　　　　家庭に関する相談　６７件（男性１２件　女性５５件）、DVに関する相談　4件（男性0件　女性4件）、
　　　　　　　セクハラに関する相談　0件（男性0件　女性0件）

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

①養育費の問題に限らず、経済的困窮や家族との関係等、複合的で複雑な課題を抱えていることが多い。
②DVやセクハラの相談は比較的件数が少なく、相談の傾向として、DVやセクハラよりも、家庭問題（離婚問題）の相談件数が
多い。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

①引き続き、支援員が寄り添いながら「断らない相談支援」に取り組む。
②奈良県弁護士会をはじめとする諸機関において、同様の無料相談の機会は十分確保されており、事業当初の「法律専門家への
相談及び法的解決の入口」としての機能は、十分達成されているので、今後の事業継続には検討を要する。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

①相談者に対して、支援員が寄り添いながら関係機関等の相談への同席や同行支援を含めた援助を行っている。
②毎回１０枠に対しほぼ100％の予約があり、キャンセル待ち予約を取って対応している。しかし、急なキャンセルや無断キャ
ンセルが発生することで空き時間が生じる回がある。また、法的解決を図る問題を抱えたより多くの市民に、専門家相談の入口
として機会を提供するため、１件あたりの相談時間を２０分間としているが、相談時間が短いとの利用者の意見もある。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO）

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

制度や相談窓口について、まだ知らない方がいるため、さらに啓発する必要がある。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

相談窓口の周知啓発に努め、ひとり親家庭の支援を通じて子どもの健全な育成に寄与する。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

75

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

　
　ひとり親家庭の子どもが経済的に困難な状況に陥らないよう家庭を支援するとともに、専門の相談窓口を紹介
　することで、間接的にではあるが安定した養育費の受取りにつなげている。

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

事 業 の 内 容 

　ひとり親家庭への相談や支援の中で、養育費を確保するための相談窓口の周知を図っている。

事 業 の 成 果

　養育費や面会交流についての相談窓口を紹介し、ひとり親家庭の支援の一助としている。また、当課に属する母子父子自立支援
員による個別相談等により、迅速に問題解決に取り組むことが出来た。

事業の達成基準 達成度の目安

男女共同参画の視点反映度

備　考 *重点施策
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

AＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

66.養育費の確保のための情報提供

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

こども未来課

4.男女がともに健やかに安心して暮らせる基盤づくり

9.困難を抱えた人々が安心して暮らせる環境整備

2.ひとり親家庭への支援
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 1.ＤＶ被害者への情報提供の充実

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

人権政策課

5.DV基本計画

-

1.暴力根絶の意識づくりと、ＤＶについての正しい理解の普及

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

AＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

・『DV防止啓発リーフレット』を公共機関に設置することで、DVに関する情報提供を行った。また、市ホームページにも
　『DV防止啓発リーフレット』を掲載し、広く周知を行った。

・『デートDV防止学校出前講座』実施校の全生徒に対し、『DV防止啓発リーフレット』を配布し、DV被害者への相談機関
   等の周知を行った。

事 業 の 成 果

・「これってDV？」と題した『DV防止啓発リーフレット』にDVチェックリストを掲載することにより、DV被害者が、
   自分が受けている行為がDVであることを認識し、相談や自立に向けた行動を起こすことで、様々な公的支援にもつな
   がるようなDVに関する情報提供を行った。

・『デートDV防止学校出前講座』実施校の全生徒に対し、『DV防止啓発リーフレット』を配布し、DV被害者への相談
   機関等の周知を行った。

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

DVを防止していくためには、互いの人権を尊重し、DVを含むあらゆる暴力をゆるさないという意識を社会全体で共有すること
が重要である。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

DVの被害者のみならず、家族や友人、地域の人々を含む市民一人ひとりがDVに対する正しい認識と、その危険性を知り早期発
見や必要な支援を受ける機会につなげていけるようDVについての正しい理解の普及を行って行く。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

75

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

DVの被害者を早期発見し、適切な支援を行うためには、被害者自身が自分はDVの被害者であると気づくことが重要であるた
め、DVに関する情報提供を行うことができた。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 2.市民等への普及啓発

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

人権政策課

5.DV基本計画

-

1.暴力根絶の意識づくりと、ＤＶについての正しい理解の普及

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

AＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

・パープルリボンをパネル展会場で市民へ配布し啓発を行った。また市職員に配布・着用を促し市民に対する啓発を行った。
・DVについての理解や相談窓口を周知するため、市広報誌や市ホームページ等に掲載した。
・DV防止啓発パネル展を開催した。
 【日程】令和4年11月1日(火)～11月30日(水)　【場所】市役所分庁舎10階 展望スペース
 【内容】DVに悩み行きつ戻りつしながら本当の自分の気持ちを見つめ、チカラを回復していく被害者の心情を表した写真パネル展
・『デートDV出前講座』を開催。　【共催・講師】参画ネットなら
 【内容】デートDVの内容や特徴、心身への影響などについて講義やロールプレイを通して学ぶ。
　 ・実施校  畝傍高等学校(2学年生徒：361名、教職員21名)　【日時】令和4年５月２７日(金)13:00～14:00
 　・実施校  橿原高等学校(1学年生徒：321名、教職員20名)   【日時】令和４年９月2８日(水)14:25～15:25

事 業 の 成 果

・街頭啓発は実施できなかったが、パネル展の開催や、パープルリボンを市民・市職員への配布などにより啓発を図った。
・様々な広報媒体を活用し、DVの理解や相談窓口の周知を行うことができた。
・デートDV防止学校出前講座等により、デートDVについて若年層への啓発及び学習機会の提供を行った。

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

暴力根絶の意識づくりとDVに関する正しい理解の普及のため、関係課等とも連携し、暴力などの防止に焦点をあてた総合的な
取組を進めていく必要がある。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

暴力根絶の意識づくりと、ＤＶについての正しい理解の普及のため、市広報誌や市ホームページ等による様々な広報媒体
の活用や、講座の開催、リーフレット、カード等を作成し、DVの理解や相談窓口の周知のための普及啓発等総合的な取り
組みを進めていく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

75

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

・内閣府が定めた「女性に対する暴力をなくす運動期間」に合わせ、配偶者暴力防止法の趣旨や制度、DVについての理解を
　深めることができるよう、パープルリボン運動や「DV防止啓発パネル展」等を実施し、様々な機会を捉えて普及啓発を行
　った。
・デートDVの内容や特徴、心身への影響などについて講義やロールプレイを通して学び、また将来自らDVや虐待の被害者
　にも加害者にもならないような望ましい関係性について考え、DV根絶を目指す姿勢を培うことができた。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO）

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

橿原市には小学校１６校、中学校６校に対して９名しか配置することができていない。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

児童生徒支援教員の資質向上に向けた研修の充実と増員。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

配置した教員に対しては年間１３回の研修を行い、子どもたちの『可能性を最大限に伸ばすこと』『ちがいを豊かさととらえる
こと』『つながりを大切にすること』をめざして子どもたちとかかわっている。

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

事 業 の 内 容 

児童生徒支援教員の小中学校への配置。

事 業 の 成 果

市内９校（畝傍南小・畝傍北小・鴨公小・耳成小・金橋小・新沢小・畝傍中・八木中・光陽中）に各１名配置することができた。

事業の達成基準 達成度の目安

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

3.子どもへの人権教育の推進

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

人権・地域教育課

5.DV基本計画

-

2.子どものときからの男女平等教育と人権教育の推進
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 4.デートＤＶに関する若年層への啓発・学習機会の提供

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

人権政策課

5.DV基本計画

-

2.子どものときからの男女平等教育と人権教育の推進

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

AＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

『デートDV防止学校出前講座』を開催　【共催・講師】参画ネットなら
 【内容】デートDVの内容や特徴、心身への影響などについて講義やロールプレイを通して学ぶ。
　 ・実施校  畝傍高等学校(2学年生徒：361名、教職員21名)
　　【日時】令和4年５月２７日(金)13:00～14:00
　
　・実施校　橿原高等学校(1学年生徒：321名、教職員20名)
　　【日時】令和４年９月2８日(水)

事 業 の 成 果

デートDV防止学校出前講座等により、デートDVについて若年層への啓発及び学習機会の提供を行った。

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

若年層へのデートDVに関する啓発や学習機会の提供を提供していくためには、関係課及び学校との連携や協力を求めていく必
要がある。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

関係課及び学校等と連携し、デートDVに関する啓発や学習機会の提供を積極的に実施していく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

75

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

デートDVの内容や特徴、心身への影響などについて講義やロールプレイを通して学び、また、将来自らDvや虐待の被害者にも
加害者にもならないような、望ましい関係性について考え、DV根絶を目指す姿勢を培うことができた。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO）

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

若年層へのデートDVに関する啓発や学習機会を提供していくためには、関係課及び学校との連携や協力を求めていく必要があ
る。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

個の人権を尊重するということで学習をすすめていく。また、学校教育や社会教育を通じて、デートDVに関する啓発や学習機
会の提供を積極的に実施していく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

DV根絶のためには、若年からの予防教育が必要であるため、デートDVに関する情報については、多様な広報媒体を使い、周知
啓発を行った。

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

事 業 の 内 容 

道徳の授業として人権教育を取り上げ、お互いを認めあう心や人権を尊重する態度・技能を身につけさせる。

事 業 の 成 果

橿原市学校教育の指導方針のなかに互いの人権を尊重しあう中で人間関係を深め、社会連帯の精神を養うと具体目標として掲げら
れており、授業においてもこの目標に沿って行われた。

事業の達成基準 達成度の目安

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

4.デートＤＶに関する若年層への啓発・学習機会の提供

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

学校教育課

5.DV基本計画

-

2.子どものときからの男女平等教育と人権教育の推進
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO）

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

具体的施策にある「子どものときからの男女平等教育と人権教育の推進」については、継続的に取り組みを積み重ねている。し
かし、主な事業にあるようにデートDVに特化して考えると、毎年すべての子どもたちに継続して学習機会を提供していくのは
難しい。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

デートDVに関する学習教材で現在当課が紹介できるものは中学生向けである。小学生に対してデートDVの学習を行うことは難
しいと考える。デートDVは「自分が上、相手が下」という間違えた価値観から起こる。一人ひとりが尊重されることでデート
DVを防ぐという観点で、今後も幅広く人権教育の推進を図る。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

学校訪問をする中で、デートDVを扱った『あなたもわたしも大切に』などを紹介することもあった。今後も教材の紹介やゲス
トティチャーの紹介などに対応できるよう準備を行う。

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

事 業 の 内 容 

『橿原市人権教育の推進についての基本方針』の個別的な視点の学習内容例　イ女性　の項にセクシャルハラスメントやDV等の学
習を明記した。

事 業 の 成 果

４月２５日と２８日の両日に、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から分散開催という形で人権教育推進計画作成説明会
で、『橿原市人権教育の推進についての基本方針』について説明を行い、『橿原市人権教育の推進についての基本方針』を基盤に
各校園が人権教育推進計画を作成した。また、当課指導主事が市内全小中学校を訪問し、各校の人権教育推進計画の具現化に向け
て助言を行った。

事業の達成基準 達成度の目安

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

4.デートＤＶに関する若年層への啓発・学習機会の提供

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

人権・地域教育課

5.DV基本計画

-

2.子どものときからの男女平等教育と人権教育の推進

- 142 -



担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO）

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

コロナ禍で対面での研修会を実施することができなかった園においては、保護者対象に人権に関係した手紙を配布したが、啓発
方法なども考え、今後多くの人に、人権について意識してもらえるような取り組みが必要である。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

就学前保育・教育が男女平等教育と人権保育に関し重要な役割を担っているということを再認識し、日々の保育・教育の取り組
みを大切にしていく。また職員や保護者に対し研修内容、日程等を十分考慮し計画を立て研修を実施し、アンケートなどを通じ
人権意識の実態把握をしていく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

男女平等教育と人権教育を推進するにあたり、職員が研修に参加し、人権を尊重していけるよう保育、教育を進めていることが
できた。また、保護者に対しても啓発することができた。

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

事 業 の 内 容 

人権保育教育推進計画を作成し、児童が、自分は愛されているという自尊感情を培い、子ども同士の関わりを通し、自分も相手も
大切にすることができる気持ちを育み、人権を尊重していけるよう保育、教育を進めている。
また、各園ごとに保護者に対し「人権」に関係した手紙等を配布し、保護者の人権感覚を高めていった。

事 業 の 成 果

職員が、人権教育を推進するため保育・教育の研修に参加し、日々の教育・保育に取り組むことができた。また、保護者に対して
も身近な人権に関係した事例を手紙等で配布し啓発に努めることができた。

事業の達成基準 達成度の目安

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

5.保育・教育に携わる職員、保護者への研修

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

こども未来課

5.DV基本計画

-

2.子どものときからの男女平等教育と人権教育の推進
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO）

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

各校園において保護者対象に人権に関係した研修会を実施の予定であったが、コロナ禍のため各校園ともに開催していない。
日々の生活の中での自尊感情・規範意識の育ちなどを通して保護者とともに考えていけるように働きかけたい。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

ひとつのテーマでの人権教育ではなく、お互いを尊重しあい個々の人権を大切にしていくというところで今後も引続きしてい
く。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

各小中学校において、保護者が集まる授業参観後等に行っており、かなりの数の参加者がある。

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

事 業 の 内 容 

学校において、保護者を対象にした人権研修を行う。

事 業 の 成 果

各小中学校における保護者会等に対する人権研修会の実施

事業の達成基準 達成度の目安

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

5.保育・教育に携わる職員、保護者への研修

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

学校教育課

5.DV基本計画

-

2.子どものときからの男女平等教育と人権教育の推進
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO）

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

人権教育推進のためには教職員・保育士の研修は欠かすことのできない事業であり、参加者も多く人権教育の基盤づくりには
なっているが、男女共同参画を直接のテーマにした内容で研修会を開催することがなかった。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

動画視聴は参加という観点からは有効であるが、近年増えているグループワークを行い学びを深めるという観点からは来場が望
ましい。令和５年度は来場を中心に企画立案を行う。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

新型コロナウイルス感染症の影響もあり、オンラインと来場のハイブリットで開催した研修会もあったが、計画通り開催するこ
とができた。

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

事 業 の 内 容 

教職員・保育士を対象とした研修会の実施。

事 業 の 成 果

第１回　６月２４日　参加者４９名
演題：全ての人が尊重される地域社会をめざして　講師：深澤吉隆さん（県立同和問題関係資料センター所長）
第２回　８月２３日　参加者５６名
演題：自尊感情を育てる授業・学級づくり　　講師　園田雅春さん（元大阪教育大学教授）
第３回　９月１６日　参加者２９名
演題：自尊感情を育む学び合いへ～文学教材から豊かな人権感覚を～
講師：大久保幸一さん（大和高田市人権教育推進協議会事務局長）
第４回１１月　８日　参加者４７名
演題：豊かな関係づくりを目指して～継承も創造も大切に～　講師　黒松敏行さん（新沢小学校教頭）

事業の達成基準 達成度の目安

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

5.保育・教育に携わる職員、保護者への研修

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

人権・地域教育課

5.DV基本計画

-

2.子どものときからの男女平等教育と人権教育の推進
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 6.相談窓口の周知

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

人権政策課

5.DV基本計画

-

3.安心して相談できる体制の充実

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

AＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

・市広報誌や市ホームページ等で、DV相談窓口に関する情報提供を行った。

・相談機関を掲載した『DV防止啓発リーフレット』を、公共機関に設置した。また、『デートDV防止学校出前講座』
　実施校の全生徒に対し、リーフレットを配布することで、相談機関等の周知を図った。

・相談機関の案内リーフレットやカードを市役所、保健センター、かしはらナビプラザ４階女子トイレに設置し、
　周知啓発を行った。

事 業 の 成 果

多様な広報媒体や様々な機会を通して、DV相談窓口についての周知啓発を行うことができた。

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

女性が立ち寄りそうなより多くの場所に、相談機関を案内するカードの設置等、今後も多様な媒体等を活用し、周知を広めてい
く必要がある。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

・市広報誌や市ホームページ等で相談窓口に関する情報を周知していく。
・相談機関の案内リーフレットやカードを、女性が立ち寄りそうな場所に設置していく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

75

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

DV相談窓口については、出来るだけ多くの方々に周知できるよう、多様な広報媒体や様々な機会を通して、周知啓発を行うこ
とができた。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 7.相談体制の充実

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

人権政策課

5.DV基本計画

-

3.安心して相談できる体制の充実

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

AＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

・男女共同参画広場での相談は、個室で対応しプライバシーの保護を行っている。個室には、相談員の安全確保のため、
   防犯ブザーを設置している。
・『DV庁内対応マニュアル』を庁内の文書管理に掲載し、全庁的な相談体制の充実を図った。

事 業 の 成 果

・相談者のプライバシーの保護、相談者及び相談員の安全確保を図ることができた。
・『DV庁内対応マニュアル』を全庁的に周知することで、DV被害者からの相談に対応できるよう、今後も相談体制の充実を
   図っていく。

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

庁内関係課の相談窓口との連携が必要である。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

庁内関係課における相談窓口及び関係機関等と連携を図っていく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

75

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

相談に適切に対応できるよう、関係課等連携し、相談体制の充実を図っている。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO）

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

案件によっては、認識の無さや、安易な行動が障がい者虐待に繋がっており、社会的弱者への理解がさらに必要になる。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

県、警察、学校、児童相談所等の関係機関と情報共有を図りながら、被害者の保護や再発防止に努める。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

障がい者虐待通報に対して、関係機関と連携しつつ適切に対応している。

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

事 業 の 内 容 

障がい者虐待の通報への対応や、相談窓口の設置を行っている。
虐待の内容に応じて適宜支援をしている。

事 業 の 成 果

令和4年度　障がい者虐待通報受付件数　３件
虐待対応の際には他事業所へつなげたり、家族支援も行った。

事業の達成基準 達成度の目安

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

7.相談体制の充実

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

障がい福祉課

5.DV基本計画

-

3.安心して相談できる体制の充実
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 7.相談体制の充実

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

長寿介護課

5.DV基本計画

-

3.安心して相談できる体制の充実

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

在宅で生活する高齢者やその家族・関係者に関しては、包括的支援事業の総合相談支援事業（橿原市社会福祉協議会に委託）で相
談体制を整えている。

事 業 の 成 果

令和4年度　高齢者虐待相談件数：延べ31件、実28件（うち虐待と判定した人数：延べ18人、実17人）
高齢者虐待相談件数は、少しずつ増加傾向にある。

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

若いころからのDVが続いた結果、高齢者虐待となる事案がある。本人が虐待を受けているという自覚が乏しいケースもあるた
め、相談を受けた機関が適切に緊急性を判断し、着実に対応をしていく必要がある。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

今後も男女が共に安心して暮らし続けられるよう、基本的人権を守るための虐待防止の啓発が必要である。また、虐待事案の相
談に対しては、関係機関と連携を取りながら早期解決に取り組む必要がある。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

相談があった高齢者虐待の事案に対しては、地域包括支援センターで概ね支援できている。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 7.相談体制の充実

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

子ども家庭相談室

5.DV基本計画

-

3.安心して相談できる体制の充実

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

AＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

　相談者の話について傾聴に努めるとともに、プライバシーと安全に配慮した相談対応を行っている。
心理的虐待の相談等、その根底にDVがある相談については、必要に応じて人権政策課、県高田こども家庭相談センター及び警察等
と連携し、必要な支援に繋げている。

事 業 の 成 果

令和4年度の児童虐待相談対応件数　276件（うち面前ＤＶによる心理的虐待に関するもの　４０件）

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

A
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

特になし

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

引き続き、子ども家庭相談の根底にあるDVの発見に努める。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

100

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

必要に応じて人権政策課、県高田こども家庭相談センター及び警察等と連携しながら、相談者のプライバシーと安全に配慮した
相談対応ができている。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 7.相談体制の充実

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

福祉総務課

5.DV基本計画

-

3.安心して相談できる体制の充実

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

地域の相談窓口となる民生委員・児童委員等に対し、DVに関する情報提供や研修を実施し、資質の向上に努めます。

事 業 の 成 果

令和４年度における民生委員・児童委員の活動記録において、「家族関係」の相談・支援件数は、81件でした。

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

DVに特化した研修は民生委員・児童委員に実施できていない。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

DVに関する知識を民生委員・児童委員に持ってもらい、敏感な視点で対応できるような研修を実施していきたい。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

今後もDVに関する情報提供を民生委員・児童委員に対して行い、DVに関する研修があれば積極的に参加してもらうよう促して
いきたい。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 8.信頼できる相談員等の育成

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

人権政策課

5.DV基本計画

-

3.安心して相談できる体制の充実

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

AＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

男女共同参画に係る相談員研修に参加した。
【研修名】奈良県こども・女性局こども家庭課主催「DV相談支援セミナー」
【日時】　令和４年8月29日（月）10:00～15:00
【場所】　奈良県社会福祉総合センター

 【講師】　奈良県こども家庭課、奈良県中央こども家庭相談センター、奈良県警察本部人身安全対策課、弁護士　林揚子

事 業 の 成 果

配偶者等からの暴力が社会問題化しており、被害者の抱える問題も年々、複雑多様化している。特に、新型コロナウイルス問題に
よる外出自粛や休業が行われるなか、生活不安・ストレスから配偶者からの暴力被害の深刻化が懸念されている、女性相談に携わ
る関係機関の相談員が現状や課題を理解し、資質向上と顔の見えるネットワークの構築が図れた。

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

相談内容も多岐に亘るため、相談員が正しい知識の習得とブラシュアップの機会となる研修を受講する必要がある。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

DV被害者やその支援者がためらうことなく相談窓口を利用できるよう、積極的に研修に参加し、相談に関わる者の
資質向上を図っていく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

75

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

相談員は、複雑・多様化する相談に的確に対応し、相談者の立場に立った適切な助言を通して、問題解決に向かうための
相談ができるよう、今後も引き続き、研修に参加していく必要がある。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO）

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

多様な環境や背景により、相談内容が年々複雑化しており、研修内容についても工夫が必要となっている。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

関連した研修に積極的に参加し、研修内容を課内で共有するなどして、様々なケースに迅速かつ適切に対応できるように取り組
む。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

各種研修に参加することにより、相談員のスキルを向上させ、他機関との情報共有を図っている。

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

事 業 の 内 容 

県が主催する障がい者虐待に関する研修への参加

事 業 の 成 果

奈良県が主催する研修会として「令和4年度　障がい者虐待防止権利擁護研修」が開催された。
事業所向け研修は、管理者・設置者向け研修：令和5年2月13日、責任者養成コース：令和5年2月6日に開催された。
市町村向け研修は、令和5年2月2日に開催された。

主催　奈良県
会場　大和高田市産業会館

事業の達成基準 達成度の目安

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

8.信頼できる相談員等の育成

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

障がい福祉課

5.DV基本計画

-

3.安心して相談できる体制の充実
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 8.信頼できる相談員等の育成

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

長寿介護課

5.DV基本計画

-

3.安心して相談できる体制の充実

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

問題解決に向けた適切な助言ができるように、定期的にブランチ（かしはら街の介護相談室）連絡会を行うことにより、相談対応
をおこなう職員間での情報共有や資質向上に努めている。

事 業 の 成 果

問題解決に向けた適切な助言ができるように、定期的にブランチ（かしはら街の介護相談室）連絡会を行うことにより、相談対応
をおこなう職員間での情報共有や資質向上に努めている。

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

地域からの相談に対応できるように、住民のニーズに即した内容の研修や、情報提供をおこなっていくことが必要である。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

今後とも、定期的に関係機関の間で情報共有をおこない、構築されたネットワークを活用して適切に支援していく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

相談対応をおこなう職員間で、定期的に情報共有する仕組みができている。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 8.信頼できる相談員等の育成

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

子ども家庭相談室

5.DV基本計画

-

3.安心して相談できる体制の充実

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

AＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

家庭児童相談員について、児童福祉法に基づき奈良県が主催する研修の受講を進める。
また、その他専門性を高めるための研修も積極的に受講する。

事 業 の 成 果

・令和４年度　市町村法定研修　奈良県家庭相談員連絡協議会研修会　高田こども家庭相談センター管内家庭児童相談員協議会研修
等に参加

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

被害者に対して二次的な被害を与えることのないような心理的なケア等を行うための専門職の確保がなされていない。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

引続き任意のものを含む研修の受講に努めるとともに、多様な専門職の確保により対応の幅を広げることで、被害者への適切な支
援を行う。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

75

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

研修の受講による相談対応力の向上はなされているが、多様な専門職の確保により相談対応の幅を広げることも必要である。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 9.他機関相談窓口との連携強化

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

人権政策課

5.DV基本計画

-

3.安心して相談できる体制の充実

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

AＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

・庁内の関係課窓口や奈良県中央こども家庭相談センター（県一時保護施設）、奈良県高田こども家庭相談センターや
　警察等と連携しながら相談に対応している。
・関係機関の相談先と連携強化し、DV対応のネットワークを広げる。

事 業 の 成 果

　奈良県中央こども家庭相談センター（県一時保護施設）、高田こども家庭相談センターや警察等と連携した相談対応を
　行っていく。

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

DV被害者に対して、より迅速に安全に対応できるように今後も務める必要がある。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

関係機関の相談先との連携を強化し、DV対応のネットワークを広げていく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

75

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

奈良県中央こども家庭相談センター (県一時保護施設)、高田子ども家庭相談センターや警察と連携した相談対応
を行っていく。DV被害者に対して、より迅速に安全に対応できるように今後も努めていく必要がある。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 9.他機関相談窓口との連携強化

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

障がい福祉課・長寿介護課

5.DV基本計画

-

3.安心して相談できる体制の充実

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

　高齢者や障がい者の方々が、どこの地域に住んでいても、必要な支援を受けることができるよう、支援の必要な人の早期発見
と、適切な支援につなげる地域連携の仕組みとして、長寿介護課と障がい福祉課、社会福祉協議会が中核機関として連携し、「橿
原市権利擁護支援地域連携ネットワーク」を構築している。令和4年度から、これまで、長寿介護課・障がい福祉課がそれぞれ単独
で取り組んできたネットワークを統合し、法律、福祉等各種専門職団体・関係機関との協力・連携のもと事業を推進している。

事 業 の 成 果

令和4年度橿原市権利擁護支援地域連携ネットワーク会議
内容　　　権利擁護支援の地域連携ネットワークについて
開催方法　令和4年８月3日（水）での開催予定をしていたがコロナウィルス感染症の蔓延状況を鑑み、書面開催となった。
参加者　　各関係機関の代表者等１７名
これまで、高齢者・障がい者の各分野で進めてきた虐待防止ネットワークをベースに、新たに成年後見制度の利用促進や消費者被
害など幅広く権利を擁護することを目指した地域連携ネットワーク構築に発展させることができた。

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

A
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

　問題発生の要因が複雑な場合が多く、関係機関の連携をより強固なものにしていく必要がある。また、高齢者・障がい者の権
利を守ることは、男女にかかわらず重要なことである。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

　権利擁護支援地域連携ネットワークは発足間もないため、より強固な関係構築に努めるとともに、高齢者や障がい者等の意思
決定の支援を基調とし、誰もがその人らしく生きていくことができるよう、自立と社会参加のための環境整備に取り組んでい
く。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

80

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

　ご本人を中心に、身近な家族、福祉、医療関係者、専門職や地域住民等の関係者が「チーム」として連携し、解決に向けた支
援を行うなど、これまでの取組みをさらに発展させることができた。さらに困難事例に対しては、弁護士や社会福祉士等の専門
家からの助言をいただきながら、解決につなげる仕組みもできている。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 9.他機関相談窓口との連携強化

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

子ども家庭相談室

5.DV基本計画

-

3.安心して相談できる体制の充実

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

AＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

面前DVにおける通告については、必要に応じて人権政策課、県女性センター及び警察等と連携し、必要な支援に繋げている。

事 業 の 成 果

・橿原市要保護児童地域検討庁内会議　１回・委員数２１名
・橿原市要保護児童等代表者会議　１回・関係機関19機関
・令和４年度の児童相談所からの相談件数　86件
・令和４年度の警察等からの相談件数　７件
・令和４年度の他機関あっせん件数　5件

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

A
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

特になし

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

引続き関係機関との連携に努める。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

100

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

必要に応じて人権政策課、県高田こども家庭相談センター及び警察等と連携できている。
連携機関拡大の為、橿原市要保護児童等代表者会議構成機関を増加。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 10.男性被害者からの相談対応の検討

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

人権政策課

5.DV基本計画

-

3.安心して相談できる体制の充実

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

AＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

・男性からのDV被害の相談にも対応できるよう、『女性相談員による電話相談』(男性も可)をかしはらナビプラザ４階
　男女共同参画広場において、相談窓口を設置している。
　【開設日時】第１～４(水)13:30～16:00
・県女性センターで設置している、男性相談員による『男性のための相談窓口』の周知啓発を行った。

事 業 の 成 果

現時点、男性からのDV被害による相談は無いものの、男性DV被害者からの相談にも対応できる相談窓口について、リーフレット
及びホームページ等により、周知啓発を行った。

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

男性からのDV被害の相談に対応できるよう、県や関係機関等と連携を強化し、相談体制を整備していく必要がある。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

男性からのDV被害の相談に対応するため、先進地事例等を参考に県や関係機関等と連携し、相談体制の整備について
検討していく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

75

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

男性DV被害者からの相談にも対応できる相談窓口について、リーフレット及びホームページ等により、周知啓発を行った。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 11.被害者の安全確保の徹底

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

人権政策課

5.DV基本計画

-

4.ＤＶ被害者の安全確保と一時保護支援

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

AＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

市職員及び相談員が受けた相談の個人情報については、適切な管理と保護を行っている。また、守秘義務については、市広報誌及
び市ホームページ、「DVリーフレット」に掲載することで、相談者に周知している。

事 業 の 成 果

相談者の個人情報の適切な管理と保護等については、市ホームページ、「DV防止啓発リーフレット」等により周知を行った。

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

緊急の一時保護については、速やかに被害者及び同伴する家族を加害者から保護し、安全を確保していく必要があるため、
各関係課及び相談機関等とは連携を強化していく必要がある。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

DV庁内対応マニュアルに沿って、各担当課が連携しながら被害者の安全確保に向けた取組を充実していく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

75

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

緊急的な保護が必要な場合には、被害者本人の意思に基づいて一時保護へつなぐ支援を行っており、高齢者や障がいのあるDV
被害者についても速やかに各関係課・関係機関と連携して対応している。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO）

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

今後とも、多様なケースに迅速かつ適切に対応するため、相談支援体制の充実を図る必要がある。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

引き続き被害者の安全確保に努めるため、基幹的な相談拠点による体制の充実を図るための検討や協議を行う。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

緊急的な一時保護が必要な場合には、被害者や家族の意向を踏まえながら関係機関と協議のうえ、入所措置等の適切な対応を
行っている。

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

事 業 の 内 容 

障がい者虐待事案について、被害者の迅速な安全確保のため、必要に応じて施設入所等の支援を行っている。

事 業 の 成 果

令和4年度　障がい者虐待通報受付件数　３件
令和4年度は一時保護等を必要とする事例はなかった。事業所での案件が2件、職場での案件が1件であった。
事業所利用の案件については、利用事業所を変更するなど支援を行った。

事業の達成基準 達成度の目安

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

11.被害者の安全確保の徹底

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

障がい福祉課

5.DV基本計画

-

4.ＤＶ被害者の安全確保と一時保護支援
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 11.被害者の安全確保の徹底

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

長寿介護課

5.DV基本計画

-

4.ＤＶ被害者の安全確保と一時保護支援

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

緊急に被害者の保護が必要になった場合には、安全かつ安心して過ごせるよう、緊急一時保護事業により本人を保護する。また、
警察等の関係機関と連携しながら対応をおこなう。

事 業 の 成 果

緊急一時保護が適切であると判断する対象者へ、保護の対応をおこなうことができている。
令和4年度　実績　2人、14日間

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

事業はあくまでも一時的な保護であるため、その後の支援に繋げるための調整が難しい。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

一時的に保護や支援が必要な高齢者への事業として、今後も継続して実施していく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

保護が必要なケースについては、適切に保護を実施することができている。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 11.被害者の安全確保の徹底

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

子ども家庭相談室

5.DV基本計画

-

4.ＤＶ被害者の安全確保と一時保護支援

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

AＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

被害者の一時保護は県の業務である。
DV被害者等について緊急に保護が必要になった場合、被害者のプライバシーの適切な管理と保護を図りつつ、県中央こども家庭相
談センターや警察等の関係機関と連携しながら、速やかに被害者の安全確保につなげる。

事 業 の 成 果

夜間及び緊急時の一時保護機関である中央こども家庭相談センター・警察と連携し被害者の安全確保に努めた

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

A
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

DV対応マニュアルに沿った被害者の安全確保にむけた関係機関との連携の徹底。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

引続き、DV対応マニュアルを参照し関係機関との連携に努める。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

100

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

児童虐待やDVの緊急度を判断し、県中央及び高田こども家庭相談センターや警察等の関係機関と連携しながら、速やかに被害
者の一時保護につなげることができている。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 11.被害者の安全確保の徹底

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

関係各課

5.DV基本計画

-

4.ＤＶ被害者の安全確保と一時保護支援

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

AＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

緊急の一時保護においては、速やかに被害者及び同伴する家族を保護する、また、高齢者や障がいのあるDV被害者についても各担
当課が速やかに各関係課・関係機関と連携して対応し、被害者の個人情報の適切な管理と保護等の徹底を図る。

事 業 の 成 果

市職員及び相談員が受けた相談の個人情報については、適切な管理と保護を行っている。

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

引き続き、各関係課・関係機関と連携した上で対応し、被害者の個人情報の適切な管理と保護等の徹底を図っていく
必要がある。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

被害者の個人情報の適切な管理と保護等の周知徹底を図っていく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

75

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

相談窓口の広報、啓発と共に、奈良中央子ども家庭相談センター(県一時保護施設)等と連携して対応している。
また、相談内容についても秘密厳守で行っている。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 12.生活基盤を整えるための支援

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

人権政策課

5.DV基本計画

-

5.ＤＶ被害者の自立に向けた支援

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

DV被害者の自立生活に向けた安全の確保、精神的安定の継続支援を行う。地域で生活しているDV被害者の継続的な見守り等を行
う。また、女性指導員による、きめ細やか、継続的なフォローを実施していく。

事 業 の 成 果

必要な際には、安全な生活ができるよう適切な施設入所に導けるようにする。また施設の生活指導員による必要な指導を受けるこ
とで、精神的・経済的に自立した生活ができるように連携していく。

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

経済的理由による自立の困難さが課題である。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

DV被害者に対しては、女性指導員によるきめ細やかな、継続的なフォローを実施していき、必要な際には、関係機関と連携
し、対応できる施設の情報提供をしていく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

必要な際は、一時保護施設や母子生活支援施設などの適切な施設入所により、安全に生活できるようにする。施設の生活指導員
による必要な指導（安全に配慮した見守り、生活の困りごとの相談対応、ハローワーク等と連携した就労支援）を受けること
で、少しずつ精神的・経済的に自立した生活が望めるようにする。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO）

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

障がい福祉サービスの利用状況、家族関係、経済状況等を踏まえながら、長期的な視点に立った支援を行う必要がある。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

利用可能なサービスや制度等を検討し、被害者が安心して暮らせるよう、関係機関と協議しつつ支援を行う。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

障がい者虐待案件において、被害者の安全確保等の対応を行ったうえで、今後の生活を支えるための支援を実施している。

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

事 業 の 内 容 

被虐待者が安全に生活を営めるよう、障がい福祉サービスの利用による支援を行ったり、必要に応じて生活支援窓口や生活保護窓
口へつないでいる。

事 業 の 成 果

令和4年度　障がい者虐待通報受付件数　３件
虐待相談に伴い、障害福サービスの必要となった場合は、必要に応じて相談員が対応した。
分離が必要な時には短期入所等のサービスの提供もしたが、令和４年度での利用はなかった。

事業の達成基準 達成度の目安

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

12.生活基盤を整えるための支援

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

障がい福祉課

5.DV基本計画

-

5.ＤＶ被害者の自立に向けた支援
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 12.生活基盤を整えるための支援

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

長寿介護課

5.DV基本計画

-

5.ＤＶ被害者の自立に向けた支援

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

包括的支援事業の総合相談事業（橿原市社会福祉協議会に委託）として、地域で生活している高齢者虐待被害者の相談を受け付け
る。また、毎月、高齢者虐待判定会議を開催し、被害者の継続的なフォローを行う。

事 業 の 成 果

令和4年度　高齢者虐待相談件数：延べ31件、実28件（うち虐待と判定した人数：延べ18人、実17人）
高齢者虐待相談件数は、少しずつ増加傾向にある。

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

若いころからのDVが続いた結果、高齢者虐待となる事案がある。本人が虐待を受けているという自覚が乏しいケースもあるた
め、相談を受けた機関が適切に緊急性を判断し、着実に対応をしていく必要がある。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

今後も男女が共に安心して暮らし続けられるよう、基本的人権を守るための虐待防止の啓発が必要である。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

相談があった高齢者虐待の事案に対し、地域包括支援センターで概ね支援できている。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 12.生活基盤を整えるための支援

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

子ども家庭相談室

5.DV基本計画

-

5.ＤＶ被害者の自立に向けた支援

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

AＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

DV被害者等を母子生活支援施設に入所させ、生活の困りごとに対する相談、心理的ケアを行う。また、就学や、住宅の確保、ハロー
ワーク等と連携し就労支援等必要な指導を行うなど、自立に向けた支援を包括的に行う。

事 業 の 成 果

・令和４年度  母子生活支援施設入所者　1施設 月別のべ０世帯（該当者なし）
・令和４年度  施設退所し自立した世帯　０世帯

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

A
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

母子生活支援施設とより密に連携し、被害者に関する情報を共有して、きめ細やかな自立支援を行う必要がある。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

母子生活支援施設と連携し、被害者及び施設職員との面談等を頻回に行うことで、自立支援の方針を確認する。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

100

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

該当者が生じた場合は、一時保護等を経た母子をその申し出により適切に母子生活支援施設へ入所させ、経済的自立、精神的安定
に向けた包括的な支援を行っている。ハローワーク等と連携した就労支援等必要な指導を受けることにより、精神的・経済的自立
に向けた生活を送っている。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 12.生活基盤を整えるための支援

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

福祉総務課

5.DV基本計画

-

5.ＤＶ被害者の自立に向けた支援

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

　DV被害者の自立の促進を図るため、関係機関との連絡調整を行いながら情報提供その他の援助を行う。

事 業 の 成 果

ＤＶ被害者及びその家族その他の関係者からの相談に応じ、関係機関との連絡調整を行いながら適切な制度の利用を
　案内するなどの援助を行っている。

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

ＤＶ被害に遭っていることは、特に秘匿性の高い重要な情報であり、常時その情報を保有することは予定していない。
そのため、本人及びその家族その他の関係者からの申出がなければ、ＤＶ被害者であることを確知することができない。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

引き続き、ＤＶ被害者であることを把握した場合は、支援員が寄り添いながら「断らない相談支援」に取り組む。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

ＤＶ被害者に対して、支援員が寄り添いながら関係機関等の相談への同席や同行支援を含めた援助を行っている。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO）

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

支援措置制度に異議申し立て等の手段が予定されていないという立法上の課題がある。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

被害者の保護を目的として措置を行う。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

被害者からの申出によるため、加害者側の権利についてトラブルとなることがあるので制度の見直し等が必要。

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

事 業 の 内 容 

住民基本台帳事務におけるドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）、ストーカー行為等、児童虐待及びこれらに準ずる行為の被害
者保護の支援措置について、警察やこども家庭相談センター等の相談機関と連携して住民基本台帳の閲覧制限等の事務に携わって
いる。また、市役所内の税関係課や医療関係課等、庁内連携をとり情報を共有し被害者保護に努めている。

事 業 の 成 果

　被害者からのクレームや情報漏洩の報告なし。引続き個人情報保護の意識の徹底を再認識し職務を遂行していく。

事業の達成基準 達成度の目安

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

13.関連制度の活用支援

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

市民窓口課

5.DV基本計画

-

5.ＤＶ被害者の自立に向けた支援
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 14.在住外国人、高齢者、障がい者等への支援

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

人権政策課

5.DV基本計画

-

5.ＤＶ被害者の自立に向けた支援

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

AＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

DV庁内対応マニュアル等により高齢者や障がいのあるDV被害者にも対応できるように関係各課と連携し、迅速な対応を行う。ま
た、在住外国人のDV被害者については、デジタルデバイスを利用した通訳手段を活用し、電話や面接による相談を
実施する。

事 業 の 成 果

高齢者や障がいのあるDV被害者については、関係各課と連携して対応を行っていく。
また、在住外国人のDV被害者については、、デジタルデバイスを利用した通訳手段を活用し、電話や面接による相談を
実施する。

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

相談窓口などの情報を、きめ細やかに提供していく必要がある高齢者、障がいのある被害者への支援に向け、さらに
関係機関との連携が必要である。また、在住外国人のDV被害者への支援についても検討の必要がある。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

DV被害者一人ひとりの状況に応じて、課題解決に関わる部署や関係機関が連携し、きめ細やかな自立支援に努めていく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

75

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

DVを含む高齢者虐待や障がい者虐待に関する知識・理解についての啓発を行っていく必要がある。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO）

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

障がい福祉サービスの利用状況、家族関係、経済状況等を踏まえながら、長期的な視点に立った支援を行う必要がある。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

利用可能なサービスや制度等を検討し、被害者が安心して暮らせるよう、関係機関と協議しつつ支援を行う。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

障がい者虐待案件において、被害者の安全確保等の対応を行ったうえで、今後の生活を支えるための支援を実施している。

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

事 業 の 内 容 

被虐待者が安全に生活を営めるよう、障がい福祉サービスの利用による支援を行ったり、必要に応じて生活支援窓口や生活保護窓
口へつないでいる。

事 業 の 成 果

令和4年度　障がい者虐待通報受付件数　３件
虐待相談に伴い、障害福サービスの必要となった場合は、必要に応じて相談員が対応した。
分離が必要な時には短期入所等のサービスの提供もしたが、令和４年度での利用はなかった。

事業の達成基準 達成度の目安

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

14.在住外国人、高齢者、障がい者等への支援

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

障がい福祉課

5.DV基本計画

-

5.ＤＶ被害者の自立に向けた支援
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 14.在住外国人、高齢者、障がい者等への支援

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

長寿介護課

5.DV基本計画

-

5.ＤＶ被害者の自立に向けた支援

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

介護者への支援として、家族介護用品支給事業（紙おむつ）や家族介護慰労金事業を実施している。

事 業 の 成 果

介護用品や慰労金の支給については、支給のため一定の条件があるが、必要な方に支給されていると考える。
令和4年度　実績
①家族介護用品支給事業（紙おむつの支給）：利用人数　実174人
②家族介護慰労金事業（慰労金の支給）　利用人数：1人

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

高齢化の進行により、介護は男女共に関係する事象である。介護が長期に及ぶ事例や、独居や高齢者のみの世帯など多岐にわた
るため、公的な支援だけでなく、地域の民間サービス等も活用しながら、高齢者が安心して在宅生活を継続できる体制を構築し
ていく。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

高齢化の進行により、本事業を必要とする人は今後も増加することが予測される。男性・女性の区別なく、高齢者が安心して在
宅生活を継続できる支援を続けていく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

各事業の支給には一定の条件があるが必要な方に支給されており、経済的な負担・精神的な負担の軽減を図ることにつながって
いると思われる。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 15.あらゆる場面での早期発見

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

福祉総務課

5.DV基本計画

-

6.ＤＶ被害者の子どもに対する支援

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

①弁護士による無料法律相談
　　毎週金曜日（祝日を除く）　１３：００～１６：３０
　　　２０分／人
　　　面談による相談

　②地域の身近な相談者である民生委員・児童委員等が子どものDV被害の予防や支援をするために、あらゆる場面で
   　早期発見し、行政と連携して取組みます。

事 業 の 成 果

①相談件数　　全体341件（男性128件　女性213件）
　　　　　　　家庭に関する相談　６７件（男性１２件　女性５５件）、DVに関する相談　4件（男性0件　女性4件）、
　　　　　　　セクハラに関する相談　0件（男性0件　女性0件）
　
②令和４年度における民生委員・児童委員の活動記録において「要保護児童の発見の通告・仲介」の件数は、95件でした。

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

①DVやセクハラの相談は比較的件数が少なく、相談の傾向として、DVやセクハラよりも、家庭問題（離婚問題）の相談件数が
多い。
②民生委員・児童委員等に対して、行政から依頼することが過多にならないよう配慮する。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

①奈良県弁護士会をはじめとする諸機関において、同様の無料相談の機会は十分確保されており、事業当初の「法律専門家への
相談及び法的解決の入口」としての機能は、十分達成されているので、今後の事業継続には検討を要する。
②身近な相談者である民生委員・児童委員が行政と連携し、子どもに対する暴力被害を防止するために貢献してもらえるよう、
担当各課と共に連携していきたい。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

①毎回１０枠に対しほぼ100％の予約があり、キャンセル待ち予約を取って対応している。しかし、急なキャンセルや無断キャ
ンセルが発生することで空き時間が生じる回がある。また、法的解決を図る問題を抱えたより多くの市民に、専門家相談の入口
として機会を提供するため、１件あたりの相談時間を２０分間としているが、相談時間が短いとの利用者の意見もある。
②民生委員・児童委員等に対して、十分な連携をしていきたい。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 15.あらゆる場面での早期発見

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

健康増進課

5.DV基本計画

-

6.ＤＶ被害者の子どもに対する支援

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

　妊娠届出時、こんにちは赤ちゃん訪問、妊産婦・新生児訪問、妊娠５か月時・産後１か月時の全件状況把握、
　１歳６か月児健診、３歳６か月児健診及び各種教室や乳幼児の相談等。

事 業 の 成 果

　各健診、訪問、相談時などに、保健師、助産師等の専門職が妊産婦や保護者の訴えを傾聴し、必要に応じて地区担当の
　支援を開始し、関係各課や関係機関につなぎ、継続支援を実施した。

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

A
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

夫が同席される場合もあるが、その際には別のタイミングを作る等工夫して実施している。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

今後も男女共同参画の視点に立ち、継続実施する。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

80

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

保健師、助産師等の専門職が妊産婦や保護者の訴えを傾聴し、必要に応じて関係各課につなぎ、継続支援を行うことで、
早期発見や予防につながっている。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO）

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

要保護・要支援の家庭が年々増加しており、精神的に病んでおられる保護者もいる。そのなかで保育者自身どのように接し、対
応していくのか課題が残り、保育者自身もより一層ＤＶのことや、精神的疾患を持っている保護者への対応の仕方などを研修す
る必要性を感じている。さまざまな支援を必要とする子どもが増えてきている中、保育士が丁寧に対応するためには、保育士自
身が心に余裕を持ち、柔軟に対応できるような職場での環境づくりが課題である。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

今後も子育て支援課や健康増進課と連携すると共に、保育所（園）・認定こども園、幼稚園において一人ひとりの保護者としっ
かり向き合えるよう研修を通じて学ぶとともに、経験を積むことにより保育者の力量を高め、児童虐待やＤＶの早期発見に努め
ていく必要がある。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

60

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

保護者の悩みや相談に応じ心のケアを行うことで、子育ての不安を取り除き虐待やＤＶの予防に努めた。支援を要する子どもへ
の対応について、保護者・保育所（園）・認定こども園・幼稚園・子ども総合支援センター・健康増進課などと連携することに
より、早期発見・早期対応することができた。また、子どもの身体的様子を観察し、虐待やＤＶの早期発見につながるよう努め
た。

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

事 業 の 内 容 

子ども家庭相談室と連携を密にし、ＤＶ・要保護・要支援の家庭に対する支援を実施するとともに、虐待などの早期発見に繋がる
取り組みを行う。また日々のかかわりの中で、保護者と連携を取りながら異常がないか子どもの観察を行ない、早期発見に努めて
きた。また、欠席が多い家庭には登所を促し、子どもの安全と健康を守っていくよう、特に子どもを取り巻く状況を把握し、早期
発見に努めている。

事 業 の 成 果

子育ての不安を取り除けるよう、保育者が保護者の思いに寄り添いながら心のケアを行ったり、保護者の悩みを聞くことで、子ど
もの虐待やＤＶ被害の予防に努めることができた。

事業の達成基準 達成度の目安

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

BＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

15.あらゆる場面での早期発見

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

こども未来課

5.DV基本計画

-

6.ＤＶ被害者の子どもに対する支援
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO）

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

　今後も、それぞれの職員が正しい対応ができるよう研修を持ち、早期発見に取り組む。また、子育て支援課や総合支援セン
ター・健康増進課とも連携し、一人ひとりの保護者としっかり向き合い早期発見に努める。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

　今後も様々な角度から、あらゆる場面での早期発見・早期対応に努める。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

100

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

教員による非常勤講師の配置と学習指導員、心理相談員の配置により、様々な角度から子どもたちを見守り虐待や体罰について
の早期発見を学校が一丸となって取り組んでいる。また、保護者の心のケアを行い、支援を要する子どもへの対応については子
ども総合支援センター・健康増進課などと連携し、早期発見・早期対応することができた。

A   十分達成している ９割以上

A
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

事 業 の 内 容 

　いじめ・不登校非常勤講師、学習指導員、心理相談員の配置

事 業 の 成 果

子ども家庭相談室・子ども総合支援センターと連携を密にし、ＤＶ・要保護・要支援の家庭に対する支援を実施するとともに、虐
待などの早期発見に繋がる取り組みを行う。また日々のかかわりの中で、保護者と連携を取りながら異常がないか子どもの観察を
行ない、早期発見に努めてきた。

事業の達成基準 達成度の目安

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

AＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

15.あらゆる場面での早期発見

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

学校教育課

5.DV基本計画

-

6.ＤＶ被害者の子どもに対する支援

- 177 -



担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO） 16.子どもへの支援

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

人権政策課

5.DV基本計画

-

6.ＤＶ被害者の子どもに対する支援

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

AＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

事 業 の 内 容 

ＤＶと児童虐待の関係について啓発するとともに、児童虐待防止のための相談や支援を行う。

事 業 の 成 果

男女共同参画情報誌「ゆめおーくだより（令和4年11月号）」で、性教育をテーマとした啓発記事を掲載した。

事業の達成基準 達成度の目安

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

子どもに対する暴力被害を防止していくためには、互いの人権を尊重し、ＤＶを含むあらゆる暴力を許さないといった
意識を社会全体で共有していくことが重要である。
また、子どもに対する暴力被害を防止していくためには、子ども自身のエンパワメントとともに、子どもを守る立場で
ある大人に対しても子どもの権利に関する啓発や学習機会を充実していく必要がある。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

DVと児童虐待の関連についての啓発を行っていく。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

75

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

子どもを性的被害から守るために、子どもの成長に応じ、少しずつ身体の正しい知識や情報を伝えていくことで、
「自分を大切にする」ことを学ぶ、広報・啓発活動を行うことができた。
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担 当 課

基本目標

施策の方向

具体的施策

主な事業（NO）

男女共同参画の視点に立った事業の問題点

子ども自身も虐待について学び、困りごとを発信できる場が必要である。

男女共同参画の視点に立った事業の方向性

暴力の根絶を視野に入れて、出前講座等実施回数の増加を中心に児童虐待防止啓発の充実を図る。

＊総合評価の算定式 事業の総合評価

視点反映度　 事業の達成度　　事業の総合評価算定式
 A・・５　 　 A・・２０
 B・・４　　  B・・１５　　　 総合評価（点数）　＝　視点反映度（点数）
 C・・３　 　 C・・１２　　　 　　　　　　　　　　　　　×
                   D・・　５　　　　　　　　　　　　　 　事業の達成度（点数）

75

事業の総合評価に対する判断理由・コメント

家庭児童相談員が関係機関と共に、虐待のリスクを低減できるように支援を行っている。

A   十分達成している ９割以上

B
B　ある程度達成しているが、一部課題が残る ６～８割

C　達成が不十分であり、改善を要する ３～５割

D　達成にはほぼ遠く、事業の見直しを要する ２割以下

事 業 の 内 容 

・児童虐待等の問題を抱える家庭に対して、家庭児童相談員が相談や訪問を通じ継続的に支援を実施する。
・自ら電話が出来る子どもに対して、緊急時の連絡先として啓発カード等の直接配布

事 業 の 成 果

・継続的に家庭児童相談員が支援を行っている要保護児童等のケース数　194件（令和５年３月３１日現在）
・養育支援訪問による支援　訪問支援職員　3名・対象家庭　5件・訪問回数　50回

事業の達成基準 達成度の目安

男女共同参画の視点反映度

備　考
A　男女共同参画の視点の配慮をしっかりもって取り組むことが出来た。

AＢ　男女共同参画の視点の配慮をもちながら概ね取り組むことが出来た。

Ｃ　男女共同参画の視点の配慮をあまり反映させて取り組むことが出来なかった。

16.子どもへの支援

令和4年度 ｢橿原市男女共同参画行動計画（第3次）」実施状況報告書

子ども家庭相談室

5.DV基本計画

-

6.ＤＶ被害者の子どもに対する支援
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